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1. 緒 言

各陸/tti~.却のそうか I~ (sc.b， I eaf scab， spot scab) ， とうそう病 t ;II~ とう病

(anthracnosc， spot anthracnose， leaf anthracnose) ， 白怨病 (whitescab. 

whilc r(lsh) 等の病原菌として知られる Sphace10日属的は， De Bary (1873) によ

って 創設された不完全l翁額の 一極である Io) その完全時代は Raciborski(1900)に

よって創設された子のう闘のー障である E1 s i且旦皇民菌に分額され209) そのタイ

プ砲はブドウ黒とう病歯();_呈且E主上i且且， 不完全時代は E 主回♀lJJl旦) ヨ~， とされてい

る。これまでのところ己れら立ili主主よ旦旦.lll，涜閣と Elsin旦豆腐幽ーとはほぼ完全に I対

lの対応関係にあり a 初めにSphace10旧民 I泊として記・俄 ・命名が行われた障で後

l乙完全時代が見いだされたものはすべて L比よ旦旦豆腐s僅iに分航され，初めかり出皇ー

i旦旦豆腐閣として記松 ・命名の行われた閣の不完全時代はほとんとE且L包立.1_Q_m_EU苦闘

とされているトゴ Jt):;: 完全時代をB1 tancourt i aとされるものが If重だけあるが，

詳細は不明である 台58JO 

比国主旦且且旦(完全時代は弘主よ且♀e) 属鼠(以下「本属菌 jという〕は， 宿主他物

体の地 l二郎のすべての部位に，淡設綿色~巣箱色でかさ..s~た状のいわゆるそうか

とうそう，あるいは黒とう病斑を形成する'(";J宿主植物の病斑に認められる凶糸

はしばしば数珠玉状を呈し，植物体のタチ Pラ居直 Fでえ死闘綾した他物組綴の

上に原〈密 ~I，して薗糸庖を形成し， ときにこれがクチアラを破って病駈表聞に露

出し不定形の分生子層となり，分生子層上には一般に大型と小型の銀色で透明な



2
 

2 f~ の分生子を形成する 2 ・ . '・ 230 大型の分生子は j町色~やや者色， 111 I1包-2胞，

長何一円)f;または紡錘形で比鮫的 I狗|協な分生子柄 1:に少数形成され， 小型の分生子

は1!!(色. 時1胞(まれに 211包) ， t宵円形で 2個のl狼点をFiL...大型 の分Ijミ子 が形成

されたのと同ーの分生子臆において，直後かまたは煩い分生 F柄上に多!盈に形成

される ど o これら 2穆の分 I七Fを正式に区日11した名紘はなく，日年に分生子の形状

において同一陣内であ っても 、必乱した記般がra.められることがある 1 ，・リ 1P J 

1 ~ ~1 ・;i 5S . 2- 5ð'O また 一部の極においては，細菌と問械の大きさで也筏約 lμmの

microconidiaと11fばれる分生子が見いだされている さい.一般に小型の分生子はが;

害の J~、大 ・ 進展に ill~ な役割を占めるとされるが ど n を刊\大型の分u:子の役割

についてはまだよくわか っておらず，記載i時点での分生子の大きさの記述かり判

断すると，その形成が認められない穣が多い o microconidiaについては全く不明

である 。

完全時代は， :1ニに古くなったそうか病斑中に子座状の幽糸庖ができ， 己こに子

のう殺を持たない球 j修または illi 球形の子のうが直後 j形成される ~ • 4 )ロ 子のう 11担子

はやや着色し， 2-41胞， li線状で，ひとつの子のうの中に 8問形成されることが

多い .?， JI ~。 完全時代は， 乙れをとりまく子座状の I頴糸j函とともに越冬に関与する

とされるが，その詳細は不明である。 わが国における明阪な完全時代の報告事例

は非常!に少なく， これまでに山本 (1956)がウド (Ar旦li主主立工血la)のそうか病(病

原良iは]l.主ra1 i且主)で子のうと子のう 11担子を見いだし 2らも， 2 ~ 61 端山 (1971)らが

これと悶極の6自によるワド， タラノキ (A.~民主主)およびヤツデ (E.且i玉上主 ill旦且i主主)
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の病昆Iにおいて未熟な子のうを観察した例と b':"/ 黒沢ら(1 9 5 G)がコウゾ(比旦且r

E立nc_tia kill旦立ki) のかさぶた病について， その11il/，来的を初めから E，b一段且~OlJ­

e 1 La阜 として報告した {!'IJ'" の合 ~I' 3仰lにすぎず，都合 2磁が苅Iられるだけであ

る。 [也の多くの木属 I過については，外国における完全時代の記』践をそのまま適用

している状態である 。 ダイズ黒とう病的については， 日本千1Hl植物病名凶主主にお

いて病原闘がj;， &よι旦i旦主主と古れているが I!?')I 正確にはわがI11Jにおいて完全時代

が発見されたものではなく ， 倉聞が Jenkinsに病害様*を送ftしてその鍛定を依

頼 L，米国において子のうが発見されて記載 ・命名が行われたものでぬる ，.川。

本民自蓄による妨害は世界各国において発生が認められ，多くの作物に多大の被

容を引き起こしている 。 主なものとしてはナタマメ (ill旦WJ..且盟主よよ立[mjS， _c_， 

gL?且_u，よ且)， ライマメ(1'.主主主且oluslJ!_且.tl且Jl va f. m.主主L旦主主工E且旦)， インゲンマメ ( p 

1且I_g旦LL呈)， フジマメ(ll_♀斗主主旦Eよab1 ab)， リョクトウ (E呈且工旦且豆)およびラッカセ

イ(ιL包 l!.i五且.tQ_Q_&A旦)等マメ煩に発生する sc a b (そうか病)の病原 ~I として， l

組込旦主lli旦14.o?U<ぺ 11.凶.li呈旦liH '，s， Il.主主旦呈♀斗 f.sp， vlll &A.li' ~・ ， )， ~昼旦l

民主j_Hl. ~S) li.i.W_且..!:...aslt 1 1)およびE呈II止はよ主れ が挙げられる。 また未同定の閣

として Sphaceloma Spがササゲ('Ll且且呈且且且uiculala)に記載されている 広-"。 これ

らマ j 績を宿主とする本属自主の記載 命名や同定 ・分類に当たっては，宿主の'ff!

複等の混乱が認められ，なお十分な検討が必Mな事例が多い。この{也サツマイモ

縮努:病菌の)i.ba 1 a t主主!o I~ I サトウキピ臼星病衡のE・註旦ch a r i Iら6，Iち72事が熱帯

地域を中心に発生している 。 またカンキツ矧のそうか病菌のE・L旦旦♀立iよよ2I "' -，): )お
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よひ);呈Uc込UI~争.:: ， ~ J J プドワ~とう病闘の !;_.~m'p旦 1 i 11 a I o 2 I .， チャ向島病

閣の 1;'1エLU~浬且よ1aド ・ 1 1l;Z 等が， II品ff干地域においてもよく知 られp13i業生Q:Eに和j

して大きな被寄を与えている。 本Jiii幽についてはこの他に作物以外の!ii'I物を宿主

とする菌が多数記4をされているが 1，，C.J..Iら一円 2t・・2i . 303 !.? 4! ~ ，門川 bら.1 (; ，吋 H

!:'f・ヲ!• ~:? . 34 ・ 'o;lf:: ~~HL 10tl . l~l:? ・ 1 ゆ 4 ・ ! S'9 . I時も とI1 ， ~主 2.. t)'ち ;?1I¥) 2"7 tち1:，.よ防白 I こu

らのじ自による病2・は顕著な病徴のためにその発生が比較的自につきやすいものの，

原則lとしてJ!l業生産にほとんど影轡を与えることがないため，記載 ・命名以後の

研究がほとんど行われていない場合が多い。

わが閣においては未開定菌も含めて約 40績の本属閣の発生が:<11られる I ~" 1刊

1H19g V 最近 10年間に関東地方を中心に発生が認められ，本研究において研究

対象としたものだけでも j0極を越え g 山界各国での発生と悶慌， 'Ili-~主 !ií'i秒~ ;を 'fi~Î 三t

とする例が多いが '113 .l.: 3. I dト I~ ':. 九段作物での援要病害も何邸主aか報告されて

いる はら!~也 '0 Ji'iJ;えばダイズ昇、とう病 1川 ラッカセイそうか病 1刈引， ミカンそ

うか1街。6) ブドウ黒とう病 66J サ .Y?イモ納芽病 DI 1 チャ白星病 6れ，サトウキ

ピ1:3尾病 21 3 ~ 等である 。

1950年代に猛威をふるったダイズ黒とう病 )-1111は、閣を準げての組織的取り組

みによ って，病原I請の生埋 ・生態の解明や防除方法の策定がi.ffiめられた結果 12';t

'4也九 ここ数年はかつて徴発した東北地方においでさえ発生を認めておらずs 昨

年からは病害発生の調査項目からも削除されるに至 っている(御子柴 a 私{言)。

千葉県において初発生が 19761Fに報告され， その後の発生と被害の拡大が大いに
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懸念されたラ y カセイそうか病の場合 1~ ~ . 1 ~ o j 近年栃木県や}，'J玉県にまで先生

地域は拡大したが 1 ;J) ラ y カセイ栽培の多い千~~!尽においてはその生態や有効な

防除方法が解明され(ji . I (a. I-rS' 現夜では発生も減少し，もf!:ffi:I副を認めることは

ほとんどない。

ミカンそうか病の場合，近年の各極力ンキ γ類の輸入自 l刻化的鐙にともない

~I; 優良図以外のミカン括i が放置に近い状態におかれ防|徐も不徹底なために ， 現 fE

でもその発生が絶えない。ブドウ患とう病については e 近年のブドウ各町高級品

間やワインm品湿の生産の (rtぴが著しいため，それにともない本病も継続して発

生している状態である。 1991 fl'には，休貸l果においてベンズイミダゾー Jレ系薬剤

に対する耐性闘も見いだされており さ2'?1 本病筈の発生の恨強さが伺える。サト

ウキピ向~Ii耳は主に「事'i ï豆諸島で発生しているがl.01 宮占烏においてはほとんどの

同場に認められれL" 防除にl註も脊WJとされる抵抗性品種の育成も.iffiんでおらず

~ o ~ 他に税培可能な 換金作物も見あたらないため ， 現地では大きな問題となって

L、るの

このような震裂作物とは異なり ， 以前は農業分野においてさしたる問題となる

ことがなかったが， 近年になって宿主植物が商品性を市ぴ市場にHl回るようにな

ったために守 そうか病の発生による被害が認められるようになったものがある。

かつては山菜の一極として一部の愛好家等にだけ賞味されていたタラノキはも 77)

己のところ春先に市場でよく見かけられるようになり，それにともなってタラノ

牛そうか病の被害が注目されるに至った。 またアケビはもともと山野に自生する
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つる性の凶物で・・ 1， そのよ果実が長近わずかではあるが!苫到に姿をみせるように

なった。そうか病はその来実表面jにも病斑を形成し大いに外見をjj]なコため 14事

生徒地においてはその発生が問題となっている(i能川，程、iSl。その他ニンジン

そうか 11有 t;::. 2 S? )およびシソそうか病 1口・ !':):nについては， これらの病原偵の日:

式な記載 ・命名が行われておらず， いずれも主旦.h.a~且よ且且旦Jíit i過の - fIIlとされたまま

となっている。

食用の作物以外では，緑化樹等に本病の発生が認められることがあり， この場

合{こはその組栽上品所の美観を損ねている事例が見受けられたa 千葉県浦安市のm

点ディズニーラント闘|勾においては，ャ γ デにそうか病の激しい ~~I，が認められ p

本病特有の病徴のために大いに美観の低下を招いており， これを日にした人図占

にとって関全体への不快感が起こるのではないかと懸念される。また. コスモス

については I jli年各所で休耕聞や道端等に積極的にJ番組 ・3践活し，良好な嵐長の

縫供を行う事例が.l1られるが， このような場所でそうか病が発生した場合には.

ヤツデ同僚その美観の低下が甚だしく ， 量I!光名所としての価値がうたわれる可能性

もあろう。惑いなことにコスモスにはこれまで図場等での発生報告はないが， こ

の病害は一反発生が認められると，翌年以降も継続して発注することがほとんど

で 2 発生の撲滅は困難であることから，今後本病の先生には卜分な往怠が必裂で

あろう。

なお，本属菌はそのほとんどが双子~他物を宿主としており，これまでにli'チ

葉植物についてはイネ科値物でサトウキピ白星病的 1S F..， 1507)とE呈nicumyj_工.lll.!!l!_
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を宿 J~ とする E. pall.L.c_l ;~ -'.11， γ ョウガ科の他物でウコンの ー慢であるターメリ y

ク (tcrmeric:c_且rc_u!'Lasp.) を宿主とする s.♀且よ.0lma_g2:" とショウズク(ca r-

d叩 on:E也ムム且ζja ~工止ß lIl_Q且且.I!I)を宿主とする~. ca工且旦E旦且1'7きの4向だけがde!lまさ

れている。 また，様子筒物を宿主とするものでは y ダの仲間のシ γ カゾラ科ヒリ

ュウシダ属の[江主旦JJ.1lum ~r r_u1且l.!!且を街l:とする!;.b I cch 11 i が唯 一報告されて

L、る。

E旦主主丘立よ且且旦属は 1876年にlJe llary'01によって， 完全時代の E 1 s i n旦豆腐は 1900年

にRacibofski2P.， によって創設されたが， これらの歯についてはその後 1 主に将

々の li1i物仁における記 1隊 ・命名および同定 ・分奴を中心とした研究がi.ffiめられたの

ノド!高i翁の記載 ・命名および同定 ・分煩については， 1920-1950年代にIlilancourl

およびJe n k i 11 Sのグループによって行われた一連の報告が併を抜いている IEo z2 

~ .)-32 . 63 ・ 7~~"e . e も1 . ~ 1・合ト 89.'Ol1 105.I:.ll.166ε川 、 これらの鰍告はブラジルを

中心として行われ， 一つの報告の中で 10-20程程度の新続もの記ιiま・命名が行わ

れた伊lも認められる。インドにおいては 1940年代にJ"hirumalacharがいくつかの

記載 命名や同定 ・分煩 1;:r渇する報告を行い ~33 . ~)" 1970年前後には彼のグル

ープによる岡係の報告が十日次いだ 177 止<1~ -.2: A ii )。わが国においては 1930-1960正F

11:に黒沢および香月により，多数の新騒の記載 ・命名および向iE・分類が行われ

11さ j~ 2' . 12.4・1.4 2 -I tl 6 ) 一つの報告の中で数停の記載 命名が行われている 。

これらの報告においては原則としてラテン誌による記・股が行われー野外t1l:ll!試

料について荷主組物の !Uliと病徴および病原菌のj形態が記述されている。しかし
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病原閣の分離 ・成長，病原性のli(g認までを行 った報告は少なく. la -1:. !ai物が双子

挺憾物の一向とだけ記述されているものや い 。 不完全 11寺r-~の記載であるにも隙l わ

らず分生子を Gu:認していない事例が認め られた If，I . 3.凶 31 ， ~ 2 . 'J '1' ; ~ "j)， ，tll T)。

このような終特により 1970年代までにかなり多く の粍の記 .1世・命名が行われ，

これまでに世界中で ~êj鮫された本属鴎は約 180fil!におよび， これ らの 多くは ブラ

ジル，インドおよびその他の熱帯地域における先生事例である 。 黒沢および苔月

による本原閣の記赦は約30穏におよぶが I泊予住地域においてこれだけ多数 の匝を

記載 ・命名したことは特宅に値しよう 。 潟帯地域における記II事・命名の すI例は比

較的少なく . ミカンそうか病やブドウ熟とう病以外にはラス'ベリー黙とう 1市 内

タルミそうか病 20守¥ アーモンドそうか病 4:$1およびオリープそうか病 44I等がみ

られる程度である。

1950年代までにおける記載 命名および同定 分額以外の[自では， ミカンそう

か術的について分縦方法の開発 長.d.2Oじ;;:5 1 ，2:; 2' )および鍬微鏡観聖書による特災な

病斑部位の縦l織嶋殖の発見があり 日 10マ Iø 引 . ブドウ ，':1Æ とつ病とともに 完全 H寺 1 ~

J荒盗』こ伴う生活潔や発生生態等の解明が行われた り2:1 t! I また本;)IlIf;岩間相互の形

悠や薗叢形状についての比較が行 われ，宿主以外の各経の性質がそれぞれ非常に

繍似していることが認められた ;22. 22:‘ 9'1. 9 ~可 1 03r 。 また 1950年代には，糸状薗の

生辺的性質についての研究が数多く行われ 7 la. 3~. 4~ . ~S ， 1~9 ， 1 ろ ø. Iちと円、 1ら9.

l 司~ . 232.'・2::l::.2' ~ 7) 炭素i@，窒素ibll， ビタミン等ーによる生育への影響が検討され

たが，本氏 I諸については乙の結の研究はほとんど進展しなか った。
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1960年前後からの本属 f請についての顕著な研究 ~q刊には， 口本人によるものが

多¥¥ 0 '1イズ黒とう病については， 1950年代に 1!11林省や見I北地 }jを [IJ心とする各

県の民業試験場や大学において総合的な研究が進められ，多くの報告が行われた

が 1;:'9.13i!ーは 1ε 日・ 211) その中から倉閉(1 960)によるとHn.生態等広範聞にわ

たる優れた報告がなされた 1d.J 1 D またミカンそうか病については山 口J(1951.1953，

1961 )が特にその発生生態や防除 iこ!測する詳細な研究を行い優れた報告を銭して

いる -:?~I ・刊さ po 常谷および端山のグループは， 1950年代から!日70年!日後にかけて，

病原菌の宿主範囲を検討することで穏の統合を行った。キリおよびアメリカキサ

サゲのとう そう病的については， それぞれ~ 1旦且よ上i:および主主且ム且J.pacとされてい

たものを;i.l旦.!!J上iにまとめ Jo -1 HIJ ウド， タラノ牛，ヤツデおよびキプタのウ

コギ料値物のそうか病l舗については s...工且ιM，主主ra1 'i aQおよび~. b.呈且立~の 3

締とされていた各植物の病原l迫を1l.旦工ili主主(不完全時代は豆且li.斗且皇) 1 fllと

すべきであるとした肘]t 1 I I 1L J 16 J このような本属菌の障の統合に関する rvf究

は，これらの研究が世界で最初のものである。

その後 1970年代前半には田中ら(1974)がブドウ県とう病的について沼地上の務

性質や走資型電子顕微鏡観察による微細な形態を明らかにし 227・22S1 1970年代

後半には高屋らがチャ白星病的についてその発生生態，分生子形成条件やJ青地上

の諸性質をI列らかにした-s7. 2.:i <'! -:2 2 G ) 0 その後Muke1arらのグル プはリョクトウ

そうか病について，電子顕微鏡観祭や防除方法までをも含む比較的詳細な研究を

行勺ているが 117・11 a . 171 . I i':? J この事仰|は熱帯における本属 l麹による病害の日1
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究としては希少かっきわめて食歪である 。 1980年前後から似伴らのグルー 7は，

ラ νカセイそうかf占的(s皇工皇chidi号) J tt (l t IJ ~ I コセンダングサそうか州自ti(量.

b_i<)j込_LU) I e!d. i a s} コスモスそうか病 i樹(~. tj_止旦旦lis) IB I .t~ Ú ，!'=I ~1 について，

それぞれ個別に詳細iな検討を加えた a 板岸らはウドおよびタラノキのそうか病 l謝

(い‘ずれも& i!工旦斗~e) について分生子の大抵形成訟を 開発するとともに 叶い ー

1;.む:i!Jia!!. サトウキピ内察病閣は 包旦担Lよ)およびヤブ 7 メそうか術劇(S. 

k_l!_[且盆旦且旦呈)についても一括して j古地上 の諸性質を詳紛に比較検討した 181¥J。 ま

た1980年代には長J下らがラッカセイそうか病の発生生態および防除に 関する研究

を行い.本病 の防|徐方法策定に大いに貢献 した 1711.17引。

外国においては 1975年に sasu/s:'J-〆リ ッタそうか病閣について，簡単な栄養

生E11 試験と毒性代謝物についての研究を行ったが，詳細は不 I~ J である 11 ) • 197 Olf 

代中ごろからは Whitesideが， ミカンそうか病について発往生態や防除について

研究を行い z 本磁の系統分化の可能性を報告 した れ 9.249iO Masonらは電子顕微

鏡観察により， )l_・WlsconslnenSl sの宿主内での所在を l切らかにした"0'.1980 年

には ZeigJerらが，キ ャ yサパの supereJongalion discaseの病微である茎の72

官:伸長が，病原闘で ある)l_.]lrasili ensi~ (~ . l!!aniholicola) の庭生するジベレリ

ンれに起因することを発見した 25~ 'D その後 Zeigler らは交互 t霊感試験，沼地 t

での生育状況. I適の形態等により. 5者fiに分額され ていたキャッサパ曾 ポインセ

チ 7等のトウグイグサ科筒物のそうか病簡を])_.b r a s上li旦日誌と~. p_旦in包上辺旦の

2 fill にまとめる報告を行った 含 5~la ζ の報告は，わが国の常谷および端山らのIiJf
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究に次ぐものである。

この間，本属的による病~:の防除に|刻しては，抵抗性品f1IIの選抜 47 ら自ら I ')Il) 

1 1 A. ; 1 ~ と薬剤 IVí 除 41 司 I . 1 10. 12:7. I l: J. 1 .， :>. 2t.. ¥) ~I) 1. ~ fo陶 の両面から検討され，

抵抗性品目iを実111化した ')J伊lは知られていないが，主主舟1)についてはいずれの病'J1

でも. ベノミル斉1)およびチ司フアネートメチル剤に効果のあることが認められて

いる。

:$:属閣の研究は . I也の他物病l京糸状 itfjに比べるとかなり巡れており ，Aとだに紀

"'.~ .命名や問主主 分額の j或を大きく i悦したとは 言 い嫌い状況である 。 特に，各 fill

の木氏自主の生理的性質や極r.nの比較研究については， まだ絡についたばかりとい

う状態である c 本研究は，わが図において著者らが初めて発生を認めたいくつか

の病原菌を含むわが図に発生の認められる各織のそうか病的について，その詳細

t，r 生Jll的性質を 1明らかにするとともに， これまでほとんど形態と宿主によ って行

われてきた本原菌の分類に， rfn消!学的手法や可熔1生タンパクの電気泳!lV)によるデ

タを加えることにより ，新たな観点から本j瓦闘の分額に つき A考察を行ったもの

であ る。

なお，本研究を行うに当た って多くの御指導と ¥i!ltk!力を賜 ったよQ京大学出守!:部

教l呈上的常男 i専土，問助教授山下修一 |導上および難波jお任l母上.向島)j手奥 尚

1専七，同名営教綬輿良 消博土および土居主主二 博士，字曲目宮大学l兵学部助教俊夏

秋匁1英博士，静岡大学技空宇都助教授槌川紘一博士，東京農業大学名沓教授向 秀

夫!専土，同農学部教俊鳩山 l~:3'l ，専[:， Ili主 )1: 7¥'，よ M上およびIJil* 皆|専士， lo)掛闘
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!湖山 雄 t~j 上には心より感謝するとともに ， 本研究遂行に|捺して 11'々ご it! jJをい

ただいた，東京農業大学l災学部他物病ml"J!:・研究室の伴憾に厚〈御干し中し上げ る。
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供が;的株および1内旅Il¥iのう}創t. J(4 i!t 11 

fJt Jl~ 1通の山米

本研究に供試した凶の符¥mと菌株は第 1ポのとおりであ，た。

本研究に{共試したiJ>h"c必_QJ!l旦はilln旦) 1;J.I(tll !f， 1表

先生地または係:.sJ也

(凶株番号， 分離または先生年)

分総曲目純物約百1劇学名

古iljl;tl泊名

li_ll i no_~ amll旦斗日

プl'ウ県とう病I胡 )
 
4
 
8
 
9
 

_It ifjj j且1ft!，主 di汗lH1付

(UdO I ~8 ， 1986) 

T-~以下必 rli

(Ea - Ol~06 ， 

むムliy_i且は!lL且

f ドウ

!lJsin町立II上ac

ウドそうか病 l泊

長盟f以小u;¥1111点川IlIf'f~' 、 Il

(Ar-01~O~ ， 1~8n 

均 li~，! 秩父 1¥11北川トl

(Ar-05， 1980 

i奇玉県秩父川1111]~I I 付 (19B 4) 

Irpl品!以お卜日tJi(1991 ) 

見iヰI割l世11/;宇/.{

(Tal'aNI~NI3 ， 1991) 

OL旦li主主紅白 1a 
ウド

ι工主上上主皇Ia 1 a 
タラノキ

r~n_Q Q a はよ~旦

タラノキそうか病的

下 m 以下~~ rTj 

(Ar-06~ 08， 1985) 

(YTDI~6 ， 1985) 

J有玉Ll_r{uI松山 di(1 986) 

i帯E以i単行t1i

(YTDKl~KI1 ， 1991) 

干柴県浦安t1i( 1 991 ) 

Falsi且ほ旦釦I1号a

ヤツデ

Eltl盟主主工旦11主主
ヤツデそうか出首i通

愛知町l尼張 一宮市

(Ef-01-05， 1980 

Ci lrus unshiu 

ウンゾュウミカ y

む-u.n且主包且主位斗
ミカンそうかIrli闘
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2 l'耐f究に fJE試した Sjlhas:&l旦ma(Elsinve) "瓜 l'tl第 lぷ

発作 l也または似:.JiJi~ 

(1羽l:t-It干リ， ~Ì 僻または iß '1 11') 

分断fiBlili!i物病院l的ヴi名

古語/Ji"(必11古

;'1' 利払~ .~.占，1:.';'"止辺 Illr

(5COI，02白 04，Il-15， 

(lls-01-08， 1986) 

主主主主]Larumgfficjll皇J'!Lm

ザトウキピ

E 1 s i 11旦Q ~呈旦♀MIl

サトワヰピ白星病菌 1986) 

IIIJr~IHHIII 1/， 

(AKIlI-9，AKI.lド1-3.

!l~且Jll..a 旦且.iDnal量

アケピ

E必1呈_f_Cμ狙且iJ.Kg_))__[jj喧

7ケピそうかが;1適 )
 
7
 
8
 
9
 

1984) 

千栄以千島~ I/i 

(Sa-II， 1977) 

(Sa-77， 1983) 

(5.-02.04.06.07， 

1-必tC1八千代 rli

(Sa-O 1， 1976) 

(GN1.2， 1984) 

i竜王山lillJ IIJi I/i ( 1 991 ) 

dUUlli h_yQ_旦E呈主主
ラッカセイ

は
一
幽

A
U
M
r吋

1
a

や
引
刊

c
-
a
u
 

凡
一
う
a一
そ

且

イ

同
一
セ

e
一
c
-
f
 

L

y

 

s--フ

J.l.!f，Uifl文以|ぎ(1 978) 

j市E以J.I.!!公山 Ili( 1 984 ) 

(Sb-OJ-04， 1984) 

~/I ぷIIIMI何Jn刈/111'1'/11111 

(Sb-OS-08， 1984) 

1'/15長川以川曲目，jdi多摩 1;((1986)

東 J~( 自1I .~~ !;.¥ !-< 

(Sb-Ml-M6， 

t市li以.t!M芥r/i

(Sb-KI-3， 1991) 

刺激111U，llll辺I/J

(Sb-TI，T2， 1自92)

)
 
1
 
9
 
9
 

民且型l豆巳辺主主

コセンタ'ングサ

E旦ha旦Eよ旦且旦包は旦且li五
コセンダ Y グサ

そうか病 l翁

~II 奈川以川由(，) rli多 j令|又

(COOI，02， 1985) 

次城以l収f.r/i ( 1 981 ) 

J.l.!f，(占11也弘 16:(1987) 

(CO~1l - 3 ， 1991) 

j屯玉県越谷J/i

(COK4-K6， 1 991 ) 

L冶_!U11 0~ !!..i...J?JJt!!aUL呈

コスモス

~PM旦旦i♀旦且 h凶呈P上u
コスモスそうか"有 l泊
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;:r. l "長 本研究に fH 試した註~elom呈 (B 1 s i n旦旦) 1.詩的 3 

分離d軍縮物 予定住地または係築地病原l麹学名

病原幽名 (虚1株信号.分縦または発生年)

5丑Ju盟主IQJ!l且 k且L且主主.!J!Ds
ヤ7<メそうか病的

a_ph包旦上旦担弘主上皇旦

スミレ ~i そうか病的

SJJJ!旦旦旦l旦盟主立法盟主E
ケヤキそうか病的

千葉県下良市Amph上carpa~a g_止坦盟ri.h_斗

va r， ]AP旦旦1旦呈 (YsM1.2， 1989) 

崎玉県秩父 t¥11荒川村ヤブマメ

Yi9JA x :uムLJ:.Q.!:W 且旦
サンシキスミレ

自..Q.ll S Jl 

スミレ属植物の -fI!

Z旦i主且旦且 scrat旦
ケヤキ

(YJlMCI-4， 6， 7， 1990) 

千f.f5県l[g街道市

(Sv-Ol-06， 1984) 

静問l県富上富市 (1985)

i品玉県¥I.IlR1市(1 9 8 9) 

東京都世田谷広

CKYKI-10， 1988) 

これらの催病組織については， かみそりで湾く切り光学顕微鋭で観察した。ま

た， 病原菌の分間IE後は， スライドカルチャ一法によりプレパラートを作製し， 、ー

れをラヲトフエ/-}レで固定した後光学顕微鏡で制緩した。 以上の試料は必援に

応じてコットンブルーで後色して検鋭した ら2'0

なお 2 宿主緑i物の同定 ・分類または学名. 和1名等については， 原 lliJとして日本

革本他物総検索誌 l および H ・ 2 1J. Z~ I ) 日本樹木総検索誌2?ζ および図芸学用語

築関芸作物名編 54)によった。
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2， 病原菌の分間世

1)，方法および結果

本属 I指各極の分自ff[>&行うに当た ってmいた方法とその分雌結果は，以 Fのとお

りであ った。 なお 1 ft~ ~式上古池は特に ltrr らない限りジャガイモ煎十|ショ憾寒天崎地

(以下 iP S A Jという〉平仮とした。 P S ̂ の作製手/1聞は以下のとおりであっ

た。 クャガイモ 200gを蒸留/1<約 1，000 m 1で20分間煮沸してできたJ'milを泌i@L， 

ショ糖20gおよび寒天 15gを添加後卜分に加熱 ・1容解し， これに蒸留水を加えて正

確に 1，000mlとした後直径 18mmの試験管に 9m 1ずつ分注し，オートクレーブ(新

高圧滅的 ?~llL-Ag !，!)! ，側 平山製作所製)で高揚 235 圧滅菌 (120 .C ， 15 分間)してか

ら"引， 試験管を斜めに倒した状態に静註して培地を固化させ， 試験管斜面沼地

とした。 これを湾総僻した後 y ャーレ内で固化させて平板局地とした。

(1)新1高等に認められる比較的新鮮な小病斑については 1小片に l小f商法fが人

る鹿皮の大きさ(l-Zmm平方緩!交)に病斑を含む組織を切り出した U '-れをキ

ムワイプ等ノドに濡れても破れない誠手の紙で犠〈包み， 70 %エタノールに 20-

30抄反治した後， アンチフォ Jレミン(有効上高素泌皮 1%)に J-2分間， また

は1.OOOppm犠化第二水銀溶液に 30~ 60砂防浸itlし，その後減幽水中で包の状態

のまま洗かした。つぎに新たな滅菌水に修すと同時に包を l政り，組織小片をよ

く洗浄した後，直後 10mmの小型試験管内の少量の PS A斜面i有地上に l個ずつ

置床した(図版 ー 1)。 これを 25.Cで3-5日おくと.福色の病毘t部から淡黄褐

色で肉質塊状の随叢が生じるのが認められた は0，同ヨ J (図版 - Z)。
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本方法によりラッカセイそうか病自白およびコセンダングサそうか病的の分隊

を行った。本方法による分縦成功率は， f共2式切片数に対して約 20-75% (手均

約~ 0%) であり，射~1治の混入による分離の失敗は少なかったが，組織片ーから何

も生育してこない場合が多かった。これは，組織片が若く小さいために殺的成

分が過剰に浸透する乙とと 2 紙等で包まれたままでの滅菌処1']でめるためiE!i{1: 

な処埋l時間を保持できにくく ， どうしても長めの処理になってしまうためでは

ないかと思われた。

(2 )比絞的硬い業組織をもっ樹木等の楽に形成されたIsiJ:lf からの分自11については，

iUiい切片からの分離を行った。病斑を含む幅 3-5mm程度の弟組織小片をピスで

はさみ， これを剃万で顕微鏡観正当試料よりもややj享め(約 O.lmm 限度〕に切り

滅菌水にfl.・かべた。この薄切試料を一つずつピンセァト等でとり ， 70%エチル

アルコールに約 10秒， アンチフ ォノレミンに 20-30抄または栴化第二水銀1谷被に

10-20紗浅漬し， 滅菌水で 2回洗浄後 1. と同織に小型試験管内の PS A Iてに

置床した。これを 25.Cで2-3日おくと ，絹色の病底部分から淡ttli褐色で肉質波

状の菌叢が生じるのが認、められた(図版 3 )。

本方法ではミカンそうか病菌の越冬病斑からの分離おいて非常に良好な結巣

を得た。 ミカンのように比較的相織が密な木本植物の探病繋からの分間世では，

多くの場合組織内に侵入している縦1!fIの綾闘が困難で， (1)の方 t1によっても

しばしば糸状菌や細閣の混入が認められた。また， ぷlfii殺随時間をやや長くす

ると，組綴表面に菌糸庖として存在する本来の目的簡をも殺菌してしまう結果
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とな っ た。本方法においては組織をかなり部く切り取るため，維~の浪人を大

幅に抑制することができたが， [通糸胞が断面に露出することとなるため，組織

片の表面殺I詣H寺問をかなり );¥，iくすることが必認であった a 分隊成功率は約 50%

と高かったが， 滅的および置床の過符はやや煩縦であ った。

(3)茎等に認められた比較的大型の融合病施の場合には，病邸前1を7)<で洗浄後そ

の一 部を 3-5mm凹 }jの大きさに切り Hjし， これらを 70%エチルアルコールにが]

20秒，その後アンチ 7ォルミン 1-2分または縮化第二水銀総波に 30-60抄説記i

L， i滅菌7)<で 2回洗浄後， P S A平仮上 lこ数例 づっ， または直径 10mmの小試験

管内の PS A斜面j菅地上に 1個づっ静鐙し， 少なくとも数口問 250Cにおくと，

ijt試小片の病.f;l.f周囲に閣議の発途が認められるようにな った。

本法は通常の糸状磁の分離 }j，&，とほぼ陪!被であるが，表関殺菌に苦Eーする l時間

が比較的短いことが奨なっている。本方法ではスミレそうか病的(~・斗♀ill)

タラノ 牛そうか病自主およびヤプマメそうか病閣の分141tを行った。 他物組織が比

絞的大きいため肉質邸主状歯擦がその影にかくれがちとなり ， 初JUJの発注倣認が

Aれがちであるとともに， 多樋の自主に汚染されている可能性が高い組織片であ

るにもかかわらず表部殺菌時間が比較的短いため，本属虚jの閣議I:lPJiと同時か

それ以前に細菌や糸状趨の混入の起こる己とが多く，分離成功率は約25%と比

較的低か ったが， どのような試料についても適用可能であり，操作は最も簡便

な手法であると思われた。 なお細菌の混入については，培地にクロラム 7 ~ニ

コールを 100ppm添加することでかな 1)1lll制することができた。
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(4 )多主主の病斑を含む誕や大型病mを含む茎の一自:jl:q;の{在的組織からの分総に (1

以下のような方法を用いた α 犠く7)<で洗浄した縫抗議や俄病茎を 5- 10m 1の滅

的水中に一晩浸協すると，病且h長耐には多数の分生 rが形成され分生子懸濁t伎

がi専られた。また，新鮮な奨の病斑 tに水滴をおき 一晩，'J1I位しておくことによ

つでも ， ごく少!立ではあるが分生子懸樹液を得ることができた。このようにし

て得た懸樹液を適宜滅菌;)<で希釈した後， ヲロラム 7 ..T~ニコール IOOppm を含む

l' S ̂  .>jZ 1& Jこに ， 太さ約 O.5 mmのニヲロム線で作 った内径約 2mm，外径約 3胴凝

皮のliIi付ループ(以下懲に 「ループ」という〉で悶線し，少なくとも 1週間J25 

℃の定溜r，~中に静置した。速ければ 3 自白には平仮の各所に，淡~同色の小ド

ーム状の肉質成状幽;控が，細菌のコロニーのような形状で出羽した。

本訟ではしばしば糸状閣の浪人がみられ，抗生物質の添加にもかかわらず制

的の集落も認められた。しかし，本菌の I謝策が比較的早めに発見され， また雑

菌のul滋から十分離れたところに位低していれば， 単独の分生下に白米世ると

思われるJ1ili.it:1を比般的簡単に得ることができた。本闘の閣議は初めは円形で淡

い色剥で光沢を帯びているため細菌の集搭と類似したが， I泊策l立径が 2mm近く

になると菌叢の高さが直径に比べて高くなり ，表面が比較的乾燥したように児

えてくることから，細菌の集落との区別が十分可能となった。本方法では a ゥ

ドそうか病菌， タラノキそうか病磁，ヤアデそうか病菌， コセンダングサそう

か病菌， コスモスそうか病菌等の分離を試み，全ての分離に成功した。
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2) .考察

本属闘は以前から分離 ・培養が困難ときわれてきたが，その原因は固体I高地上

において形成される特異な菌叢にあるものと思われる。本以幽は通常の糸状 i謝と

~なり水平方向に繭糸を (1[1長させて門 JFJ の架線を形成せず . Jド;干，に絞な|勾質 l抱~J;

のl適提を形成し， その生長はきわめて緩慢で， しかも終万戸JIこ不均一に 3次Jじ的

に仲良するため，閣の生育の良子ヰを比較することも困難であ った。

特に水平方向の閣の (1)1長が非常に緩様であるため， 1官病組織から本M幽を分縦

するに当たっては，病斑内外 iこ生育する他の糸状l星1や細菌頬が本属出lよりもはる

かに迅速な生育をとげ，その結果本!寓菌が単独で取り出されることが困難とな っ

た。また，本底的はあまり組織内部に j除く侵入せず，比較的表皮付近に生育する

ため，余り強い表前殺菌処@を行うと ，新t歯と同時に殺菌されてしまう可能性 も

高いと思われた。このような辺自により T 本閣の分縦方法については以前からい

くつかの特奥的手法が挺集されてきたれ 1.s 9. 2_ o {.. ，・ 2' 2~ ，をら 1 ・とら ι1 。

これまでに捷案された分離方法においては， 多くの場合， その取扱が煩雑であ

るとともに，古い 11寺代のものについては，現在普通に使附されている抗生物質が

使用されておらず れ ・2013.251.25合¥新たな簡易分離方法を開発することが求め

られた。本研究においては，上記のような本属閣の特性を十分に@解した」こで極

々の分離方法を試み，それぞれ一定の成巣を得ることができた。これらの方法は

比校的簡便であるとともに分離率も高く ，今後本属陸自を分離するに当た って卜分

地奨できる方法であると考えられた。特に分生子懸絢 j佐を用いた簡易1:11胞子分雛
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法については 1S't!.) これまで分離に当たっては短所と見られていた緩慢な生長を

する肉質塊状隣接という本属幽の特徴を，長所にiI!i;燥できたものとして評価でき

るものであると考えられた。

3 .病原閣の培養

1) 材料および方法

本属 l麹の通常の培養および継代には PS Aを用いて 25'Cで行い 35.218 r 継代は

3 ヶ月ごとに行 ったg また，必廷に応じて PS Aの成分か ら寒天だけを|徐いて液

体培地とした p S液体培地(以下 rP S液」 という) ， または Li11y& BarneLL 

solullon (以下 rL s液」 という〕 けれ を培養必として用いた。 これらの沼地は

100m 1フラスコに 20mlずつ分注し ， 往復振とう袈置(フラスコ振とう機， Sfト12，

三木製作所製)で 25・'C，毎分約 100回，振幅 7CIOの往復撮とう上高養に供試した。 L

B i度1，000 m I中の組成は s ブドウ糖 25g， アスパラギン i水平日物 2.0&， KII21'O， 

・1.0g，MgSO，'7H20: 0.5g，微箆要素被 2.0 m 1，塩酸チアミン JOOμgおよび

ピ1 チン 5μEであった。 微量要素液1.000ml中の組成は FeSO，.71hO: 496mg， Zn 

SO， '7H20: 440mgおよびMnSO，'4H20: 203mgであった。いずれの府地も特に断らな

い限りオートヲレ プによる高煽高圧滅菌を行い 239， L 日後については崎酸チ

7 ，ンが高1IiI，で分解することがないように，滅菌前に O.1 N邸機を用いて pllを 5.5 

以下に調整した。
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2)結果

S ph a占企よ且旦呈(E1 s i n旦皇)属闘を PS A培地上で崎恭すると， いずれの供試却も肉

質波状の菌2誌を形成し，その生長はブドウ患とう 1南関 E ウ 1"そうか病 l淘，タラノ

牛そうか病的， ヤアデそうか病 l誼， ミカンそうか病l通，アケピそうか病 l拘， ラァ

カセイそうか病菌. コセンダングサそうか病菌， コスモスそうか病幽，スミレ'IJi

そうか病蘭およびケヤキそうか病菌では， 20日間の指養で闘策直径が約 20胴に迷

したが，ヤプマメそうか約I適では 10-15耐程度にしか生育しなかった。菌擦のお

さはヤプマメそうか病闘で 7-8mmであったが， fi也の供試闘では 10-15胴であ った。

自首選表面は主主育の初期にはJt鮫的;1<滑で光沢を街することが多か ったが，次第に

表前 lこしわを生じて凹凸が顕著となり，表面が乾燥して光沢も失われた。

p s 液および Ls 11伎で紗置培養すると， いずれの閣も白色羽 E状の自由糸1胞とな

り，非常に緩慢に生育した。 往復擬とう培裳を行うと，いずれの l摘も肉質塊状で

球形の菌糸塊を多数形成し ， I時に縫養液内に粘性物質や分生子を皮生することも

あ勺た。生育速度はヤブマメそうか病がきわめて遅かったが，i也の供試陛iはほぼ

周慌で， !長義 20-25目白市J1去に蘭叢乾燥重量が最大となった。 ps液体培地で往

復鍛とう培養して得られた球状菌糸塊は，接極iJjj(の歯叢片を伎として生長したも

のであ勺たが，大きさが均一で多数の 歯叢片を培議日寺の筏filli僚とすると，多数の

均一な球状菌糸塊を得ることができた(図版-~， 5)。 この ζ とから，各極の

堵養試験に f共試する E差額仮として， このDJ<状由自糸泌を用いることとし， その作製
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}j #_，を以下のとおりとした。

(l)P S ̂ 斜面泊地で 2週間段皮tS養した菌液約 5mm立方限度をかきとり， これ

を J00 m 1フラスコ内において薬吉じで潰 UID片とした。

( 2)得られた細片を，太さ約 O.5mmのエクロム線でつく った内係約 2.0 rnm，外径約

3. Om mのル ープですくいとり ， 20mJずつ分往した 7 ラスコ内の PS i伎に!懸濁させ，

これを 25'CでtiJ分約 100回，振幅 7cmの往復仮とう培獲を行った。

(3) フラスコ内では筏怪 i1i~ の細片を妓として次第に.ÐR 状のほぼ均 一 な大きさの菌

糸1511が形成されa が， 2迎聞の培養で直径 3剛程度に生長した球状I資糸泌が数十

個復皮得られるので， これを各陸培養試験における接極iJjj(とした。

3)考察

Sphaceloma(Elsi旦旦主)属閣の培地上における菌貴重形状は非常に特異的なもので，

通常の糸状的と呉なり一般的には肉質塊状を呈した 23.Sど， 9 i3. 9包"合 171. 1 ~ Il ) 0 

生育 lま緩浸といわれ， 己れまでに具体 的な生育状況を記した報告は少ないが， y 

イズ黒とう病閣では 2週間培養を行っても， 薗J猿直径は約 1cm絞皮であるとされ

ている"司'o 本研究に供試した本属菌の中では，ヤプ 7 〆そうか病幽の生育がも

勺と も緩漫でダイズ譲とう病菌に近かうたが 1e d J 同じマメ科植物を宿主とする

がラッカセイそうか病菌の生育は これらの薗よりも速く IS 4. 1 89) 他の供試摘の

生育も ζ れとほぼ同僚であった 18o . t倉4. I a 6 i。

同属菌の生育が緩漫といわれるのは s 生育を 1j!板培養における 2次元的視点か
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ら"'5.・えるからであり. 31X7c的にとらえるならばそれほと緩泌とはいえない ，.自白

寸 d al5. I!?~' -o *属磁の儲波は肉質J;J1!状で他の糸状闘に比べると非常・に官官&が高

く，虚J1霊111立として l麹の生育をとらえるならば.他の糸状幽に比べて遜色はない

と考えられた。従って，本民的の生首状況を杷握するためには，通常の個体 i吉地

を用いて i話i1粧直径を ~hfi11 する方法を適用することは困縦であり，何らかの)巳で蘭

J安全f*の質毘を評価する方訟をとることが求められる。

倉田は液体培養後の的接の乾Ili'重量を求めた 14830 この方法ではさE育状況につ

いて非常に正確な判定が可能であったが，途中経過を同 一簡叢でi阜跡することが

できない上に. l!袋行:が比較的煩雑である。問中は国体沼地上の白~.ri症の Jfj 状を門針t

形とみなし. 底[面面の直f径韮と i高寄さから{休本積の近似値を求め 2

法をmいた ..:2GIυo この方法では菌策の2窓E度がj知!既詰t彼見されることになるため， 本1iJ!，閣

の!l:育状況を必ずしも正確に 判定できるとは限らな L、。 木研究においては，ほj出

が悶[本か液体かにかかわらず，やや煩雑ではあるが正徹さの点を考 Ji{_{し，合国の

方法に従い，閣議の乾燥重宝によってさE育の良否を 判定することとした 39po

本属閣の生育の j主否判定を行うに当たっては. t:妾筏訴に何を万j~、るかが大きな

間miである。 i霊感狐の条件としては，大きさが均ーであること，多数が容易に得

つれる己と，取 i& が悶 ÈI~ であること等があげられよう。通常の糸状 l適では平仮鴇

地で生育させた歯;穫のディスタを用いる乙とが多いが，本属闘の自主叢は 3次元的

に生育ししかも不正i診を呈するため， この方法は不適当であった。 倉田は国体培

地上の菌液を 5mm角に切り取って接鹿振としたが I.1 o 1 不正形のI泊援を正確に切
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断することはかなり困難であると岡崎に，歯叢の密度が必ずしも一定ではなく

あまり適当な方法ではないと思われる。分生子!懸1出i伎を明いることも考えられた

が，本i塑の場合宿池上において一定濃度の!感濁 j伎を作裂することが非常に凶雌で，

しばしば鮎性物質の産生を伴う等の競点が認められた。本属菌については，薗議

細片を同 日放. I司ーの 液体沼地内で鴇委する乙とにより，ほぽ同ーの大きさの

球状的糸泌を多数得られることが判明した 1g o . 1 g tI . I Bら¥fs 91
0 本 }j法によれば，

容易に均一な大きさの接関iJjjiを得られ，得られた接極街lの熊l溜操作時の取J並も簡

月1であるため，木研究においては以下この方法によって得られた球状菌糸泌を j高

妥試験での後手illi1iiiとして用いた。



図版ー 1 病原菌分般のために

P S A培地上に置いた

ミカンそうか病権病組

織の小切片(約 lmm四

方)

2 培養 5日後，小切片

から生育したミカ y そ

うか病自主の菌液

3 培養 5臼後，薄切片

から生育したミカンそ

うか滅的の閣議
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図版 - ~ 往復振とう士宮獲の実

胞状況

5 : P S液体沼地中往復

{辰とう培養によって]形

成されたミカンそうか

病閣の球状菌糸線
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111. r， f1i lili紗jのそうか/，ii

11本符j山の供向 fili4却に Lよられるそうかが{の1i'l'I:iX i}lを;'1，¥1べるとともに，長i;1l;11~:1 

を分離し守 11可刊'l'lを，;!，¥lべ， 1，内 IJ~( t'tliのIciJ定.51}Jlをif今た。

l ラノプ'J.t!イそうかかJ

1976Wxr， ラ yカセイ E陵地である下襲。;L八千代rfiおよび戊広l，ti， ~II 奈川県栄

町rJiにおいて目J山!:.;m全体の j滋しいそうか依状と析結t!日の .it桁iを弔する前jjt_i，:がプR

'1ーした。現地においてはその IjJ{Q;I究明と防除丸1;f.iが強く袋 'JIされ，、'j初はその姿

桁イ，[状からウイルス病ではないかとの疑いもあったが，研究の付*，本的がわが

1 ， 1 ではポ l~rJ・1生であり ， I 9 ~ 0 Iドにブラジ Jレで報衿ーされた 主_pl!.立E旦1且E且 a r ~ c blJ!j_s 

HllancOUrl allrJ Jcnk i ns による i閣 ~H liilである ζ とが l切りかとなり，イζ玉有をラッカ

セイそうかIi~ (PC31l1ll scab) と命名した jざヨ 1~ k). I g 含}。さりに l~lIJ-;ì i:ti のうHl1t ・ J{~

iをを ii'い. j{~ 地 t における1'1:'1'1等を l引かにすることができた l判山9，1 '.1 I I。

1) 発生状況

本病1;1.19761ドに1Ji1，;， 's，として見いだされたが， 現地においてはその数年前から

散発的に発生していたといわれる，.引。 197 6 年の夏季，特にIlJlの天候が不)1凶で，

尚南が多く Jt，校fJ'.J低7品であったため， ノド病ーがJ;.発生するにをったものと足!われ，

!日11手の八千代r!iの -f認では収l立中械という披答も報得された'"本病の先生と n
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経には(也の本属l請による病害と悶係，小型の分生子の j形成がきわめて大きな役割

を果たすと考えられ， 五Z季の1民?1IA・多湿条件は本j丙のIi!延にHi也であうたものと

考えられた。 夏季の天伐が比較的良好であった 1977年および翌 1978年には，本的

の大きな要~/:主はみられなくなったが発生地域は拡大した 01 1Ie ?'.19761下の下取県

および ~I I ~芦川県における先生の後， 1 979年に荻減県にも免 I~: が認められ. 1988年

に栃木県に ?山 。1991年には地玉県に発生を認めたa しかし，近年ラッカセイの 1:

'iJ!な栽格t出丹;では発生が減少し，現在では主位闘を認めることはほとんとなくな

ったといってよい。

Z) .病徴と病原歯の形態

本 jjij の~，徴は地上部全体に生じるそうか病斑で，裁では淡員相色 -i書簡色で，

直径 2m m 前後の不正円形小病泌が多数形成された。特に~J派に t沿って葉の m 側に

形成されることが多く ， これらの病斑はしばしば連鎖状に触合したり， 占くなる

と~孔症状となることも多かった。新紫は激しく侵されることが多く，;U納，変

形，巻き上がり等の症状が認められ， このような闘場は速くから眺めただけで黄

色がかつて見えるようになり ， 本病の発生が容易に認められた(図版 6 - 8 )。

茎，葉柄および子房柄では初めに葉と問機の小病斑が形成されるが， その後これ

りの病斑は拡大 ・融合し，大fft2の病疏を形成することが多かった。 特に主主におい

てはこのような傾向が着しく，病斑形成によって茎が湾曲あるいはj肥大したり ，

先端部が恰死する伊lも見られた c 子房柄が佼されることも多く(図版 9 ) .病
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m形成により f実への栄It輸送が妨げゆれ， J皮idに大きな影響が生じた。 地下郊

の娘，子実および爽には病斑は認められなかった。

本病f丙mの断面を顕微鏡観察すると ，相変し棟死 ./jijt書したぷ絞またはデチク

ラ鴎直下に， ク y シヨン状に厚い悩糸の周が認められ， ここから分生 F騒がぷ皮

にr&/]j l， ここに大型および小型の 2慢の分生子が形成されているのが館空実在れ

た(図版 ー10. 11) c 小型の分佐子は無色， tjjJJ~，術円形または{占 Jf;， 大きさ 5

-7 x 3-4μm で 2 倒の II~}!!.を下干したe 小型の分生子は分生子府とに非常に短い分

生子柄を伴うかまたはほとんど直 lî 形成され，水漏i の付着した 1~，斑上にきわめて

多数が認められた υ 大型の分生子は無色，単 11包または 211包，長tJj鋭}f;または侃持

vu彩，大きさ 12-20x3-4μmで，分生子層上の 10μmjjiji訟の分生子柄 |こに認めら

れた。 大型Iの分生子は水滴の付着し た部分には形成されず， 一皮水滴が付行した

後比較的乾燥した病且IJニに認められたコしかし ， その数は小裂のす}生子に比べる

と非常に少なかった α なお，1，奇麗組織 内に完全時代を見いだすことはできなかっ

たc

3). 病原菌の分離

本病の病原は上記のような特徴から，不完全幽の一応であるE且主主主立l立!11a (完全

時代はむi心血旦〉病菌と与えられた。本属簡は一般に分離 結獲が困難とされ，

特に分縫 i己当たってはこれまでに額々の方法が試みられてきたが，本研究におい

ては前章で述べた憾に，比較的新鮮な単独 の小病斑から直接分離するゐ・法3 病民I
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部分の禅切試料を用いる)j役および大型病.1>1等の表向に形成された分生子による

方法を用いた。

小1市民[による分離では 3-5日後，悩色の病斑f部から淡前倒色，肉質lJ1!状で不1.1:

形の iE7躍が置床した術脳部の J;~1由s!1jに主主じ，組織片が浮き上がるのが観察された。

l泊叢は生育にともない組織"を包み込み， ドーム状を呈した。本方法による分離

成功率は，供試小病E旺数に対して約20-75%(平均約40%)であった。

縁切試料による分離では 2-3日後，褐色 の病J;ll部分から淡員一位i色で!士J'i:PJ1!1えの

きわめて小さな不正 )fj の樹液が生じるのが認められた。この小樹液は 'I~ 符にとも

ない薄切試料部分を俊い.1);:第にドーム状を呈した。本i;I，による分離成功率はがJ

50 %と lujかったが， 滅菌および置床の過程で個々の繊切試料を tl1!~!で処I'TI しなけ

ればならず，やや手聞が煩雑であった。

分生子による分離では，速ければ 3円目には平板の各所に，後賞It¥色のきわめ

て小さなドーム状で，細菌のコロニ一様の肉質波状幽践を肉I燥で脱却することが

できたc 本d、ではしばしば比較的生育の速い糸状闘の混入がみられたり ， 抗生物

質の添加にもかかわらず細胞のコロニーも多数見いだされたが，本的の脳波の発

見が早げれば，単ーの分生子に由来すると思われる脳波を比較的簡1"t1に得ること

ができた。

4 ) 病原菌の )f;状観察

分離された薗は P S A上において肉質塊状を呈し. 3次Jeが]な生育を遂げたu
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l' S A、l'fhiJ.'';J出しでの水、l'JJ Il')の崎 i院形状は-1'，仁川形で. 2011 IIJ) の rl~ i~ で j豆筏が

約20mm，，，:，正にi主した(1巧l取 1 2) " i[， J/'j Jj F'Jの 'l，ffU/I:i'f初JUI1;1 ljl純でl満足Ji.llli

が午前であり. ト‘ーム状から先端の)t，い川 t((~I~ を没したが，数 I1 i去には僚級iJ¥!ι 

多欲のしわを '1:.じて111]{'I が形成さ ~1 . さらにこの凹刊がイ;別日1)に入り剥1み不定j巳

とはり，刊さは約 10mmに述した。さりにほ獲を継続甘ると rl'* 311 かり次第に吃~~
l， tA '(Ii に1'1El制:E:II¥の知い気'1')判糸が認められたり， 11'[ iHI-J 0.5mmはどのィ、，1

形の ;1.1.¥色小|主il草級f，l.を 11;[1;止する乙ともあった。 i'r.ii誌の色Hは何jめ淡民社¥l主であっ

たか次第に，(j_IU色~侶色化し， その後 I~ Jf; J由の栄主主主 1'1・の変化にともない(ii;位の

ilj;(，{によっても多様な色彩を明 L，ーたとはならなかったロ

" S ̂ の{也にPIi々の天然物を 111いたJ高地を作列して41苅の j音獲を行い "5 J¥ 

における'1:fflX i7lとのJ:I:.'I誌を i[.， た。各府l天然}高 j出の l付.:6f.芳NH叫はる長封。エキス

20耳 T グルコ -7，20g，ベブトン j gと寒天 20gにI#li'lJ}<を 1mえて 1.000 m 1とし

たもの pC ̂  (potato carrOL agar) はジャガイモとニンジンをそれそi1.20 g 

すっ制りおろしたものの池波と窓天 20gに蒸留水を加えてJ.OOOmlとしたものを

ITI L、た月ド打。その他の府地については符材料200gの!jiiiトにシ A ークロース 5

R と1!~A 1 5 !>:を係 IJI1し 。子法制7)<を加えて1.OOOmlとした bのを供試した。

乙れらの崎地 tにおけるみ:，省 の生行状況は第 2表のi辺りである。本的は ps八

を ~ti め各聞のマメ郊の r:5 J也では|勾質 t.J1l状の歯止:となって比f史的良Hな!I，脊を示し

たがi'C A や俊正fi の培地ては~:育不良で， f:勾'i'l!JU状という本的世ii/~ の特徴かえ!

めら ilな晶、 った。
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~j1 2 }~ ラ Jカセイそうか病1'，自 の符I'llA 然j庁J也lでの '1'.ff状況(2 5 "c ， 1 5 [[ 111]) 

0~ i守1)¥iJI.

j~t j由 1判』従j防j)¥ (I\~波の n: x尚さ) r'市立H立ね 制J号

ti1 (，'{. : mm 

l' S A 肉 11J四状 iミH 淡 l在住i色 ['[s羽1";11;:'，<¥rl'l官l糸や

(15 x 8) JJ1色小l判!安保れn <1{' 
k~JO . 5mm) Jf~l& 

.t..月t r:kJ'l'I塊状 やや良好 淡 Oil昌包
(10 X 5) 

l' C J¥ {冊、1'， LJ'!k 不n 淡黄1-11¥色~ 白色;);]1主状主¥'1'1窃糸を
部1が1I帯，包 (12 x Z) 周辺淡 ~IJ 色 形成

T ;(、キ 1勾1'1!JY:I-， jミur- t炎0¥'悩色~ 日司 J~J;主 liií ，こ jLi)~ 

(13 x 6) 抗志社.~~

ササゲ 肉質JJY状 良好 談亦怯1包 じl色牛)o Vz-:'ilJJ i椅糸を
(1 Z x 4) 形成

エンドウ 肉't'J:1J1!状 良好 淡 ~iï 同色 r:J色羽 E状主¥ll' 1資糸を

(! 2 x 5) 形成

ラ， iJセイ 肉質j鬼状 iミu 淡占n呂色 白色;);10状気'1'1e(.1糸を

( 1 Z x 5) 形成

Y i丈 肉質lJ1W 1W i決議縮色 |コ色羽 tV;気 '1'白;1糸を
(12 x 6) j形成， h~ J山 が~ gis児変

ニンジン 肉質!JYj)¥ ややi迂H 淡自白色 lコ色 干Jo状気 qJi草l糸を
(8 x 4) わずかに Jf~ 成

ラ y カセイ |勾'百l血j)¥ ややr:Hf 淡策11<1色
-0員長g (10 x 5) 

コムキ イ雨 、F-， 'IJ 央 イミ良 談前色 ['[8手]も状気LiJj通糸を

i百:がド事起 (12 x 2) 形成， 一一部に乳f'J色粘

液状物質陀'(，

ヱンパヲ ω、r'， '1'央 不良 淡 f立1呂色~ CJ色;);)1与状気ll'i泊糸を

部が|略起 (10 x 2) 周辺は淡i虫色形成。JJZ地が_.msμ¥，変



3 ~ 

本的のI通淀を新たに作製された PS A上で j詩集すると，分断t後上b絞的時間]経過

が少ない場合には，沼地上に践された水分に触れた磁波の一吉sに分生子がj形成古

れるらしく， ~古地表面の水滴のあった場所{こ多数の小m 搭が発 i主することがあっ

たα 問L:f1i株を，炎面が乾燥状態となった培地に移促1した場合には， このような

小51U鳴が形成されることはなかった。また本的の虚fj授を ps 波で振とう 1局長する

と，淡前倒色の球状 i迫糸塊が形成された(図版 13)。

分離された閣をスライドカルチャーし顕微鋭観察を行った。本 I~f の (111 長が比較

的緩桜であるため培長期 間は 2週間程度と通常の糸状医iにおけるよりもやや民め

とし E 作製されたプレパラートはラクト 7 ェノーノレ ・コ y トンブルー/(主で固定 ・

染色したe 本l溜はしばしば直得数 ilm の数珠玉状または不正円~ 附1l:J形の菌糸を

形成し， これが芸品I躍をなして小幽擦を形成した。小虚I;)~の j羽聞からは IO-15x3

-5μm前後の iiltf糸細胞が分岐しながら 伸長し ， 時l己的糸細胞の 部に .¥-IOX3-

sμmの分生子約を突出 L， ここに分生子を形成した。分生子は ~ij! 色， tl，¥1J包， 怖いI

Jf3で 2個のl眼点を1-TL，大きさ 5-7X3-~μmであり . liin!E 上に f，l.られた小型の

分生子と同憾のもので，大型の分生子と恩われるものは認められなかった(図版

14-16)。分生子は粘液状のものに覆われているらしく， しばしば多数の分生

子が3長協とな勺て観察された。菌糸細胞は小閣議から縦れるにしたがって細長く

なったc なお， スライドカルチャ 試料で一度だけ，直径約lμmのDR}彩のmicro

tonidia(微小分生子〕状の集成が認められた。
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5) 病原性試験

本分繰磁の宿主範閲の倹討を行 った。 当初 l;t純粋11:1英樹存在から分:lf懸制泌を

得ることが困難であ ったため. I調援を検定他物の J裳・上に l任後置派する方法で行い，

次いで分生チj怒濁 I伎の晴海接種による方法を実絡した。 また，由自決を切除裁に位

I~， する間易 uu軍も試みた 。 それらの方法と結巣は以下のとおりである 。

(l) i的叢の値段置床法

l' S A:I:，白地上で 25'C. 10日間続養した I指f症の比 l絞的車Iiしい部分をr.-J5 mmf川 Jj

!こ切取り， これを接日iする悩牧lの議表面にのせ.7J<を含ませた 1cm 1'..4方の脱1m

紛で幽波をとから俊 って乾燥を防ぎ，アルミブオイル等で|司定して脱訟を防 liニ

するとともに，援隊植物全体を l厚吉 O.0 J mmのポリエチレン袋で波った。この状

.@で 5日間安視下でJiXiITした後， ポリエチレ J 袋や幽君主等を取り除いた。 供試

値物はラ y カセイ (1¥L包主上E 江出旦E並旦， 品H:干主主主ド立)の他， マメ料納物で

あるダイズ(立江主心l_g!!!ll，飽の子大D:) . インゲンマメ (llis旦 lus vulg_a心~.

つるなし尺五寸金 IL~.大正金 11寺.つるなし金|時. Top Crop) . エンドウ仕Ul1J!l

E主斗i且.!!!. 三十ロ絹災E指豆，大丸目黒実取腕豆). ソラマメ (V i c i皇与担，長

泉限三尺)であ った。結!:I4

は第 3表のとおりで， ラッカセイにおいては箇叢等除去後 10日以内に援問誌の

約30%に褐色小鹿点が 1-2個認められたが(図版 ー11). !也の1ti'i物の接li!lt立に

は全く変化が認められなかった。
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(2)分生子!降初械の l由筏t華街法

~I趨 i通 i躍を 100m1三角フラスコ中の 20mlのニンジン!l!1il-ショ結加Jlj~~~天ギ仮

沼地(ニンジン 200gをj書留水で煮滅後泌i夜をとり， これに 5gのショ防と JSgの

笈天を加え :!A留水で全盛を I.OOOmlにし， オートデレープ処即したものJで 10

日間 Z5Tで培養し， これに J0 m 1の滅的氷を加えて放時間室組下に倣i注しておく

と 10
6個Iml稗皮の分生子!懸樹液を得ることができた。これを接極曲1;[として，

ラッカ セイ，ダイ ズー ツルマメ(Qlrrよ!l...e _~ __ Q_.L.e，野生態)， アズキ (Phaseolus

a n IU!J.λ己主，品位不 nJJ) .インゲン 7 メ， エンJ!?， ムラサキツメクサおよび

ササゲ(品磁は幽波l直接置床の場合と同協〉に 1捻銃後筏 を行った。作 It(iq勿はノド

3告が 3~ 4枚展開した状態のものを用いた。 1i(H;H喜樋後は tt1i物体を室t.J.Iどホリエ

テレン袋で1盟い高 J盟条件とし 1日後にこれを取り外したョ車古来はtr'i3 i(に示

すとおりで， ラ y カセイにおいては援母 7日後までに全般限組物に褐色小i班点

が多数認めりれたが， (也の主11物』こは全く変化がなかったの発病株の病雌は ;1垣

常の調室の条件下では殆ど変化しなかったが，儲物体をホリエチレン袋で飽い

数日間高tZ条件とすると，病!iIが新議や茎等全身に拡大した。

(3 )切除葉への簡易倭在n法

分生子懸 f笥If主による接f;I1は非常 に後短効率がi笥く，また自然のrM'J_1発生条件

とも綴似した状態での鋭鍛が吋能であったが 1議株の継代を続けるうちに分生
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[-1怒滋i波を 1!!Jる己とが図的性となり， また wiたに分離した i通株では (2)の方法で

分生子!\\.~ma液を 1!1られなくな った。このため本病院1凶の俊昭 }j法としては (1)

の Îj 伎をとらぎるを í~ なくな っ たが， この方法は銭感効4-;がきわめて低いため v

J主fofiiJ)llを l通叢とするさらに簡便な手法をとることが求められた。

このような条件から，納物体かり切り j点した切除誌を 111い， ゾャーレ内にお

いて行う悶l易J霊極法を考案した付 .It白物休から卜分に展開した比較的析しいig

を:mi納ーの部分で切り放し， 70%エチルア Jレコ ノレに 3Ofj>およびアンチ 7 ォルミ

ン(向効i市素濃度 J%)に 3分浸潰して表面従闘した後，滅的水を虫色み込ませ

たi結dll:を敷いた位径 9cmの滅菌 γ ャーレ内においた。」患の上に約!imml'可方に切

り取った的議を鐙ほした後， 3 n後に閣議をlf)(り去った。供試倣物はラップJセ

イ， ダイズ， インゲ /7メおよびササゲ(供試品符tは的策低J主!1HJiの場合と同

線〕であった 。 給 i具 It 第 3 表のとおりで，閣成除去 3 円 i去にラ y カセイ n~ に l

t封色小島f点が l必当り 2-5倒認められたが，他の |宙物の虫色には何も羽れなかっ

た。

以上のような接初試験によって得られた樹色小班点、を顕微鏡観裟すると， 自然

発病和Kと問憾の崩壊した組織， ク νション状の菌糸周と分Ljミ子l回および小製の分

11:子が認められた匂 (3)の方法によったも白については組織樹t.ilは舵訟できなか

ゥたが， 菌糸隠と分生下が確認された。また，各病斑からは分離l演と同械のj惨状

の崎が荷分自Eされ，肉質tJll状の分離薗が本病の病原闘であることが確認された。
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第 3表 ラッカセイそうか病磁の病原11，試験

t主将ノ白法
供試植物

}趨;琵直後置床 分左左下 11自主主 切|徐段上位床

ラ yカセイ(千J;pj'jL) +Ti  
一十 十

Pイス〈恨の子大豆)

インゲン 7 メ(つるなし尺五 j金 11.'1) NT 
(大正金時)

(つるなし金時) Nl 
(Top Crop) NT 

エンドウ(三 !日制i1災腕豆) Nl 
(大九円黒'JU攻疏豆) NT 

ソラマメ(長』足早生蚕豆) NJ NT 
ササゲ(黒団三 尺〉

アスキ(品寝耳、UJl) NT Nl 
ムラサキツメヲサ(品種不明) NT NT 
;; ，レ7 メ(野生fili) NT NT 

沼)十 :病原性あり， 一 :病原性な l. NT:試験せず
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6). 病原菌の同定 ・分史目

Sphac_tl旦旦~ (r:_I ~i_J)_Q_cJ 鴎 l資はこれまでに約 1 S 0符が報告されており. そのうちマ

メ科lti'i物をも2すものは，未同定的や向周他物以外を宿 lーとするものも:今め. 19 fOIi 

と l分化型 (formaspecialcsJが知られている(第 4表および第 5表) 1をi 告ら'i'!'r'.1

~ ~l . ! 1 • ?守 .[):♀ 6S . $1 S. . I !マ l.ill.1.:tL I S 11. 2O忘?
。 乙のうちラッカセイに病原作を示す

ものは BilallcourLりが 1940:年に報告した E・主rachidisがあり，病名 l:lscabとさ

れている 打、 S立L主主hi d i sはブラジルのサンパウロ j十|での発生が認められただけ

で ~ ~， • _， 1 } そのi圭!也の j出械での発生は全く知1られていない。 ラッカセイそ うか病

とscabとを比較すると，本州において多く認め られる小型の分生子に ついての心

述がscabにはないこと， およびscabで在日銭古れた路状で直径 lμmのmlcrocol1idia

(微小分生子)が本病病f.lI上では見られないことの 2点に迎いがある 。 しかしこ

れらのJなを除くと. i雨病容の病徴，本病 iこ見られる大型の分生子と a.arachidU

の "conidia“の形状等病原閣の各極形態がが全く 一致するため， ラッカセイそう

か的の病原菌を E凶主主主且且a紅且主主足並IliLancollrl and Jenkinsと同定した。



第 Ij~ 7 メ利 hli1勿を府主とする li1主 íQ_oç J，.~ i!t'i 

病原氏17，

日1 s i n 0" C a 1 0 go g 0 n i i 

日.ctll1flvaliae

IL cれnl ro 1 OU i i 

E_dolichi 

IL glycincs 

7 イス ::J~~ とう i，i;! Ii~ 

J>. iwalae 

リョデトウそうかi，;ilW

t:. krlmcr i i 

E，phascoli 

E phascoli 

f. sp. vJ!lg.aJ哩

~. sc.~ban i ac 

IL !cphrosiac 

E.wisconsinesis 

1:なriit純物j

CalogogQnium cacrulcum 

Cana.alia cnsi formis 

ナタマメ

COc!llr9bium r旦b_sl u_m 

1)01 i!'chos 1 abL且h

フジマメ

。Iycinc max 
ダイズ

J'_hasQ且lus 旦.llr c u_s 

リョクトウ

<' ;1 .f4 !宙物の--Ell

h 正~e旦lJL旦lJuLa ~!U 

m主主]旦主主LP旦E

ライマメ

J>h_jl ~Q_)_Jl主 V旦よ且且J_J_主

インゲン 7 メ

Sj)SQ_anlB ~よ且1_a

アメリ均ツノヲサネム

Tc.ll.hJ_Q_むa'--"-且止i止a

IJQsmod阜um 1上Ii n企旦且$_j)
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)(市I

S)'dow IInd Sydo崎(1946)

Ilac i borsk i (1900) 

日i llncourl and Jonkins 

( 1 949) 

Jcnk i ns.日ilancourl anu 

Chco(1941) 

[Kurall and Kuribllyashi 

(195 I ) . l" 

Kajiwara and Mukolar 

( I 976). 

日ilancourl and Jcnkins 

( I 941 )。

srunncr and Jenkins 

( I 933) 

Balcs(195B). 

Limber， J'ollack and 

!pnkins(1946) 

lIansford (1 938). 

Grceno(1957) 

川'え令lI 'ìf\: の JU11古文 lij~ -1~ 11/). Sphac!U旦mjlll)if\: の記載文 lij~.



可ifi }{ マメ利Itli物をT，'i1:とする Spha~_I oma 械的

病lJ;ti'~1 名

Sph'lcrl“mぇ al'achidis
ラ〆カセ イそ うか州 íi'~

S.cassilc 

S _ rl i 1 rom旦xac

S_rrylhrinac 

S_ kurozl'Hana 

ヤブマメモうかf丙l泊

S. 1 csprcd畦'l.ac

ハギとうそう約 I"，j

S.zorni認。

Sphac_Qloma sp_ 

Eな宿 Hli物

Arachis Þ J:2_9ga~a 

ラ y カセイ

Cassi司 s_pI_g __ nd ld___._ 

日1lrQ!!'立xalli旦JLla 

(Syn.Ca笠.li!hlrsul旦

Eq斗_hr:_j_n且 rcri cu I~ 

A!!lQ__h i主旦r且且旦acc[_g.!l.'!旦L!Jli

v a r. il.P_Q_Jl~ 

ヤ 77メ

l._Q__s且r.J!旦旦 buergeri

キハヰド

ii..Q rnj___a且i旦hyla

Viglla u且E旦Lcilil.且

ササゲ

川il'.r¥，lJ ¥Il'i文lijK不IVJ. il::r.1，;lι械の予告文献
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)%:1以

日ilancourl and Jcnkins 

( 1 940) 

日jtancourl and Jonkins 

(1949) 

Hitancourt and Jcnkins 

(1950) 

日1lancourt and Jenkins 

( 1 950) 

[[1 ITJ (1960) 1" 

Kurosawa and Kalsuki 

(1957 ) 

日Ilancourland Jcnkins 

( 1 940) 

fimechebe(1980). 



図版 -6 :ラッカセイそうか病

の病徴，諜に形成され

た]iJ・褐色のそうか病淀tI・

7 ラ γ カセイそうかliil

の病斑 J主脈に沿って
形成された多数の病斑

8 : ;j'[r紫部の病斑，萎縮

変形を i-'l~う

-~2-



図版-9 ;子房柄に形成された

縄色の そ うか病斑

10 ;病斑部の分生子j函上

に形成された分生子柄

と大裂の分生子

11 ;病斑吉~I 1<:見られる闘

糸〈走査型電子顕微鏡

観察)
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図版ー1Z :ラッカセイそうか病

閣の PS A上の菌液

13: P S液体法地を用い

た往復振とう筏養で形

成されたラッカセイそ

うか病i巡の球状磁糸塊

14 不正球状菌糸のm焼
(スライドカノレチャ一

試料)
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図版ー 15・数珠玉状菌糸と，周

辺に形成された小型の .

分生子(スライドカル

チャ一試料)

16 やや長形の自主糸とそ

こに形成された小型の

分生子(スライドカル

チャー試料〉

17 自主張の直接鐙床後程

で形成された そうか病

斑

-45-
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2， コセン 7許ングサそう i!)先苛

センダングサ(むdens) 底他物はタウコギ版植物ともよばれるキヲ科に属す l

~生の事本悩物である。わが国にはコパノセンダングサ(1lll.l..2_心込ll. 市アメリ

内原産の帰化植物) ， センダングサ (キパナ センダングサ :12.bi l!UJl旦1.;1) マル

パタウコギ (12且土li工且II且 va:r.~主h主L亘1) ヤナギタウコギ(Iic_旦日lUa) ア

メリカセンダングサ(セイタカタウコギ:11， L旦叫盟主，北アメリカ j京E置の帰化Mi

物).キクサ'キセンダングサ (!lよ旦且.Y..i2_，熱帯アメリカ l反政の帰化 1i1i物 ). ホソ

パセンダングサ(目。阻l..'!..l__[_辻旦. tjJ困 ・籾鮮半島等アジア大陸j反政の帰化他物) • 

コセンダングサ (12，lU.l且主主，熱帯原産の帰化悩物) . シロパナセンダングサ(ケ

ロノセンダングサ !i， lU.l♀i呈 va r.且旦立I. 熱帯原庄の帰化縞物) . エゾノタワコ

ギ〔日 Lぶ斗II旦 var. pi.!l旦旦上li心i亘). タウコギ(且ムよ斗且且I_LLl且) • νマタタウコ

ギ (ILlriparli la r， inlegra) およびヒメタウコギ (12，lLLP呈.uよ.1E v ar， LrUL旦n-，呈)

の分布が先lられており. これらすべてがいわゆる維草として鍛われている 。削減

周辺で比較的よく自にするのは， このうちのアメリカセンダン グサ， コセンダン

グサおよびタウコギである。帰化植物とされるものが目立つが，そ の多くは明治

時代以前の比絞的古い時代のものといわれている 22110 

1918年東京都文京区および神奈川県議野市において， 茎頂部が著しく委総i 変

形L. 地上部全体l己激しいそうか症状を呈するセンダングサと思われる l荷物が認

められた。乙のような病歓を呈する 錨物体はその後崎 玉県京総山市. ~II!長川県南

足柄郡中生1二日Ir，神奈川県川崎市多摩区においても認められた。病徴は主旦tacc比但
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以 l閣による病;1(に~守(ïの j，i:iえであったため. ji'f ~ ft!i q却をセ /'7ングサ .1，耳l品i[ぬを

，j，;同l羽と子立!し病原1泊の分間t.1日JAを行い 11はSQ_h aιQlpma sp によるセンタ

ンクザそうか1Iiiとして .ñU~ するに .rri った 1 ~ '，' I 0 その後本的存の発'1-，t山にfi/I;谷川県

~ IIIi r.11来LIJIII了を加えることができ. さらに本 |自秒!の{ヒ総についてt!!重なI!ll察を行

ったところ， センダングサに>1られるはずの舌状化が認められず，問状化だけが

認められたことから，ノド Il色物 をセンダングサに )1;'，y;に近縁なコセンタングりであ

るとい!定する乙とができた。また， 不十分であゥた文JijJ;;lmδ を.ilfjめたところ， コ

センダングサには 1950年にブラジルにおいて5主i且_c_nL is による病答の，k!峨がある

ことが 'I~V 191 した~ I ) また，わが悶においては Kurosawaらにより 1956年にセンダン

ヲサを信 leとしてい，JI草lが記 帳 されていたが.7iLl::であるセ Y ダングサの学名は，

コパノセンタン 7→Jの学名であるll_.Q_i_pinnaム旦と記述されていることもりlかとな

った川!jIO このため本病容をコセンダングサそうか病と訂正するとともに . 11品目立

l請については Sphacc，lom_a b_i且旦且上L~ Jenk i IlS and Hi lallCOUrlと同定する乙とがで

きたので I~H ) 以下にその検討結梨等を報告する。

t) 発 '1: 状況および 1~，徴

4:府は. 1977 "1'にJt!jll1ll文京区および(111奈川県奈野fIJにおいてはじめて政泌さ

札， 19841fに崎 H;lw松山，11および神奈川県南足柄IlII中)，1・IUr， 1985Wに神奈川以

川自(，i'!i多rl.1ζ. 198H・に ~II 奈川県三浦仰 ;諜 "1 IIII. J 987年によ.1.1)文部自白区 1椛j[fで

11 1991 rドにJ:6E 1日必行rliおよび19921ドにね!歌山県 l日jlldjにおいて発生か I沼められ，



I~ I乱~~1司rnに'm'1，が<<fI;認されつつある n い fれの発'j:)自において lも|凶物体はきわ

吟て~しいそうか j，\，:'IA:を'rt;しており ，JL絞的少ドnで 般的に糸状l到による 1，i;，;i~ 

'1: の少ない 1 1~ においても，その発生状況には í~，(しいものがあった n

，10; ~i; の初 IUll， ij 倣は 1:に新潟 やネ郎{こ形成される[I'j 11 1 mmf甲山のィ、 J[1'1 J伝の小そ

うかが;ll[で守 的Ll['1' 央郎 I ~ 次;r;にI，OZW，しやや陥没して淡!大悩色を三 L， \唱怯~ヒi却1邪刊 C!

問1辺7H仙H給織世の"肥l山巴」大〈がL認t型3められた (什l灰閃ヌ苅lJ版仮 18ω) 。 己のような1病内i瓜I瓦Iの悶紋剖郎tには〈や3や:

色舟が2かつたハロ一υ状tの均郎i分が籾察された 0 このようながo涯は 7)-1 i)J旬ころから却

められ句 その後 fili物 体 のj山 Uil全 体に jょが った。 8-9 Jjに入ると M微はさらに進

行し -~f 古i\1丙日[においては中央部が穿孔し .AE 附 や集部においては小術政[<0)広太

融fYが矧払?に起己り ， 淡 j天1M色のノ¥:s1の不正JfJ11有胞が形成され， 茎日~iI全体を M

日I が穂いつくしてしまう乙ともあゥた。乙のような病民[昔前では若や]~附に l犯人ーや

変形が認められた c 茶国のWi!治郎においては多数の約mにより婆紛iや変形が認め

りれ 1 さらに激しく発病すると擢病葉柄が病以I告;Hから落下し ， 菜だけが成される

こともあった(閃l坂 1 9， 20)。なお，純物wの高さは位全 i前物と変わることが

なく，泌総後の ~JHJ.茶はすくには fiJj 死世ず， また地下部には1丙1殺が認めりれなか

った。

1) 病原作iの顕微鏡阪狭

，;i U[ I¥il l1fr IIIiを切微i;l闘世をすると， 集部および押'JlVlの;i.ii!内，芸部のがi01'1'央部は
Itli物利l級のえ死別 i曹により I!iiiiJiした。しかし病徴の進行した芸部やiiiIlqの病111I乙
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おいては病距直下の組織が朋峻したが，周辺組織の細胞地勉により，全体として

やや肥大する傾向が認められた。

病m:仁IJ央音sにおいてはクチヲラ府と酢Jl，議した倣物組織との!日lにi泊糸脳が形成さ

れ，日寺にクチクラ屈を突き破づて分生子!笥が表面に現れた。分生子胞からは世話色，

単!胞. 的円-(点 j影で2倒の H毘l訟をイ寸し， 大きさ 4-7X3-5μmの分生 子が， ほlまI主

IJ形成された(図版 2 1 ) 。ラ y カ セイそ うか病的(~.呈L旦E且以上~)において認め

りれた大裂の分生子やその分生子柄は形成されず，完全|時代である子のうの形成

も認められなかった。

3).病係閣の分出品

分離方法としてはラ y カセイそうか病菌のときに述べた小病斑組織および大型

特段からの分離を試みた 3 その結果，病斑剖1Iからは7官に淡讃褐色で肉質成状の.

比較的ゆ っ くりと生育する l趨淀が分自IEされ〈図版 -22) ，その分離狐!立は小病.l![

の場合で約40%，大型病肢の場合で約 30% であ った。本分 間I 箇の閣議は初め淡~Û:

筒色の小ドーム状を呈したが， 生育が進むにつれてi誼叢表面にしわを生 Uた。 ま

た本分離I認を pS ìl夜で振とうよ吉益すると ，多数の淡 i車問色 D~ 状 I泊糸瓜となり I ß~.J 

lζ 鴎泊中にきわめて多数の小型分生子を形成して I音餐越を白濁させることがあ っ

た。 スライドカノレチャ一試料を検鋭すると， )にさ約5μm育Iii灸の不正1R状I認糸が小

さなm塊とな った小脳波を'IJ心として菌糸が周囲に(ql長し. I時にほi糸から短い分

生子柄が突出してここに分生子が形成されているのが認められた。 分生子の形状
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は病蹴上で観察されたものと|面l織であった(図版 23)。

4) 病原性試験

本分離幽 (Sb-Ol)を l'S l'決で娠とう培養すると 11年にきわめて多数(1 0何 m 1 

程 j支)の分生下が崎地中に j形成されたため， これをおよそ 10ち個Iml何度に希釈し

たらのを緩障政として，各符のキ f科槌物に分生子I伎を噴霧筏招!l，病原性試験

を行 った。 ift試植物としては， コセンダングサのほかアメリカセンタングサ 守 牛

ンセ Y カ (~li且且♀l且 Q_W.S_辺μ.& . 品段 中安芯黒)， Y .;J. ンギク(Ch，'.U哩n-L_h. 

!Lm U_ffi cむ主且主日目， 中銭新菊). キヲ (~ ・且立ill全斗.!!m. ミスルト) ， レタス ( 

ill心広宣主主i上va. Orcale Lake) およびヒャクニチソヲ (Zi且旦l且旦i立，gan s， 品位イミ

明) であ った。コ kンダングサおよび 7 メリカセンダングサの障子は. t他企な野

生ItQlPJから採取した。また， ラ y カセイそうか病菌との比較のために， ラ y カセ

イ (ðu民主よ~ !u.且旦.&1l.旦旦)についても後憶も行った。その結果は第 6i-<のとおりで

あり，本分雛 ~i はコセンダングサのみをきわめて激しく侵し， {也の植物には全く

病原性を示さなか った。コセンダングサでは接磁 5日後には裁や峯に多数の円 }tt

で筒色の小病泌が現れ， その後これら病変の拡大と融合が進み， 自然発 1青島~と同

除病斑部の JI巴大 変形や紫の枯死 ・j悦F富が起こり，俊Z重15日後には fJta式全作~が陥

死するに去 った (1沼版 -24) 。



~6 表 コセンダンクサそうか病砲の病原 f~t 試験

供試組物

コセンダングサはι注目旦斗旦日)
アメリカセン タングサ (ILL工旦且4♀旦且)

キ Y センカ(包」五旦並立，.旦j'f jcia 斗~. l~J r;;芯黒)

シュンギヲ (Ch工E主呈旦1ll阜mllm旦A工型旦I..lJ.lm， 中葉新潟)

キク(~. !!!_Q_r:Jよ旦lJ..!l]n， ミスルト)

レタス (ill辿主主主主上l...YJi， グレートレーヲ)

ヒャクニチソウ<&よ且lli立与且E旦)

ラ y カセイ(企」三五llih_u旦nlU!，千紫半立)

5). 1~，原菌の同定 ・ 分類

病Jhi1'1: 

+ 

本f荷主主ーの病原菌はその病徴や病原閣の形状等から明かに主旦且主主旦辺E豆腐舗である

表のとおり 8様が知1られ;:'l;. . ? 1.叶 H'<1.1191 そのほとんどが野生他物を俗 j:とす

るらのである。このうち出且立回属 tlli物に病原性を示す菌としては. S.bidenlisが

1950 "1'にブラジノレでsilancourlらによってコセンダングサの病原菌として，1e岐し

ており ~ 2' j この菌はまた Kurosawaらが1956年にセンダングサの病原I泊としてわが

国における発生を報告している川 5.0 Kurosawa らの報告においては'(~J::の相名が

センダングサとされているが， その学名は自且よ且よ且且1!_I._A_とされている..，巳 o この

':?':名 l孟コパノセンダングサの学名であり 6引，宿主の同定に当たって混乱が認め

切れ. f日名をとるにせよ掌名をとるにせよ， この報特の信慾t1:がもIわれる可能性
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がある肉今回のコセンダングサの報告においても当初]宿主をセンダンタサとして

[aj定していたわけで，12作物以外の野生植物の病wを倣う場合には，その同定に

当たってより偵蛮な態度が要求されよう。本病病原菌の符々の形態がs_.w.?nti s 

に酷似し ，宿ゴt儲秒Jがコセンダングサと同定されたことから ， 本的は S.p主主主主上oma

ill旦旦上注目ilancOurl Ind Jcnkins と同定され， 乙の報告がコセンダングサにつ

いてはわが国における正式な初記・依であるのコセンダングサについては(也の多

くのむ且旦旦主席植物と同傑古い時代からの帰化他物とされることから 22t 1 本病3

らその帰化にともなってかなり以前にわが国に侵入していたものと思われ， ζ の

ことは本病がわが国に広く分布していることにも符合していた。



司i(i I{ キク科悩秒JをlI'f1とする lih主主主Igma (qs i n_g里) lii!， I翁

的限1:(.1名 lュな111J: liu物 文献

日Isino~ boclimcrinc Vornnnia 且虫 lyanthQs Jenkins and 日 il 沼 ncou rL (19'1~)

lLca!_cac Calca pinlL~Liri白日ilallc ou rL and Jenkins(1941)一

1;.rlcslalld0sii MO<luinia p旦lymQ_q'_ha Bilancourl and Jcnkills(19~1) 

li，raclii Amù ，旦~ia 且立]liLaιI~ llilancourl and JCllkiIlS(19，11) 

1;-501 idagin i s So]od._&o spp_ Jenk i IlS and Ukkcrberg(J 935). 

Sphacc-Ioma uiuelllis I!.idcns p_il旦主"' llilancourl and Jenkins(1950). 

コセンダングサ

S_ligularia~ ドiIrr ugl.!!1n iJ!.P..立!11_GJ!且 Kalsuki(1953). 
y ワブ キそ うかが;ぽ1 ツワブキ

S. y旦shiiana Ca.r_位以盟 主位ll.UL1J!l Katsuki(1953). 

コヤプ才 パコ

そうかがil溺

コヤブタバコ



図版ー 18:コセンダングサそう

か病の病徴 a 地上部全

体lこ見られる褐色そう

か病m

19 :激しく発病し，業が

枯死 ・脱浴した茎部

20 :組織表面を病斑に怒

われ肥大した花茎
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22 :コセンタンタサそう

か病菌の肉質塊状筒抜

( P S A上)

23 数珠玉状菌糸とその'

周辺に多数形成された l~
分生子〈スライドカ Jレ酌

チャ一試料)



図版-24 :分生子の噴霧銭授に

より発病したコセンダ

ングサ幼植物，茎部の

肥大が顕著

-56‘ 



3 コスモスそうか病

1985年 7月. NI 5Ji川県川崎市多摩区において，茎頂吉~I が著しく主主新1 ・ 変形し，

地上部全体に激しいそうか碇状を呈するコスモスが多数認められた。 発生:gll也は

新興住"8地域内のさEき地で，多数のコスモスが多くの!iH'!とともに1:1生して野市

化していた。水症状を呈する他物からは主旦_ba~立比且且属閣が分雛され， 本病省をコ

スモスそうか病と命名し発表した !9qj a その後，本病発生地に隣J聾して多数のコ

センダングサそうか病の発生が認められ， コセンダングサがコスモスと!日jじキク

科liO物である ことから，同病害の病原菌の晃問をその形態比鮫と交互接指l試験に

より検討した結果，本病の病l虫歯をコセンダングサそうか抗菌と問じ包且呈cJ)_よ旦旦皇

記止旦旦よよ~ Bi lancOurl and Jenkinsと同定した ¥8ち}。

1). 発生状況および病徴

本病は 1985年に神奈川県川崎市多降区の住宅に隣媛する空き地において政初に

認められ，その後1987年には決以県取手市の道路l協や中央緑地f??，および東京信11

設lJ区の目白駅周辺の JR ~命京線の線路 i協， さらに 1991年には埼京県越谷市の住

宅に隣践する空き 地において発生が認められた。 また. 199 2:tFには紳悶県静岡市

(i能川，私!言〉および大分県下 L陶山，夜、信)においても，名所に発生している

との情報を得ている。本病は 他のそうか病と問機一旦発生すると翌年以降も同一

場所で発生した。

本病の初期病徴は 5月の発芽直後のI'，1J値物の茎等に認められる栂色の小そうか



病jl!で(図版 25) ，その後者E 頂の新~~部や必にも病日』が形成された。 ýjJ!誼物体

茎剖;の約tlI周辺の組織は，P，!¥;にやや肥大化したり変形する場合もあり， Ii市民'1'央

部にむ裂を生じることもあったc コスモスのL註身は型|状であるため染F における 1("

tll はあまり鉱大せず，病徴がj並行すると a 病関宮I1から先の部{立は水分供給が行わ

れなくなるため枯死 ・1党議し， 株全体は次第に貧弱な峨4日を呈するようにな り，

非常に激しく発病したij;¥合には灰福色の主主だけが林立するようになった(図版

2 G， 27) 0 菜や 葉柄に形成されたl火褐色のそうか病鹿は， コセンダ Y グサそうか

病で見られたように次第に拡大 ・融合して大型病斑を形成し， ，時には1，布Vl周辺の

組織が肥大化したり s 変形することもあった。茎頂部が侵されると新築 l主的死し，

花茅が伝されるため花茎が湾，j]]し花形も梨市ーとなった(図版 28)。

1) 病原菌の顕微鏡飢笈

禁制や茎;郊の病応部においては病斑直下の組織が崩峻し， クチクラ庖との聞に

菌糸庖が形成されているのが観察された(図版-Z 9)。ここからときおりずチク

ラ層を突き破って分恒子周が表面に現れ， ここに多数の分!:E子がほぼ直後形成さ

れた。このような病徴が進行すると，周辺組織の細胞が地錯することにより ， 全

体としてやや肥大化する傾向が認められ， コセンダングサそうか病(病原悩 s

弘並立Jlll五〉の病徴と自由似した。分生子は 無色，単胞， 栴円形で 2個の目見点を向し，

大きさ 4-7x3~5μmであり， コセンダングサそうか病的の形状に煩似した。ラ

j カセイそうか病菌 (S呈工主主主よ且i五)において認められた大型の分主EJ乙やその分!:E



子併は形成されず，完全時代である子のうの形成も認められなかった。

!) 病原菌の分離

分離 fjt.長としては大生J病斑からの分灘五法， および分生チ!懸j樹液による方法を

試みたむその結集， i有 ~l 部か b は常に淡路褐色で肉質塊状の，比較的ゆっくりと

生育する闘 叢が分間推され， その分離頗皮は大型病磁の場合で約30%であった。ま

た，分生子!怒湖I夜を回線した場合には， 3臼後にはずリーム~淡賞渇色の小ドー

ム状均一叢が多数得られた。これらの菌叢は生育がi庄むにつれて|麹叢表前にしわを

生じ，立 体的に生省した (図版-30)。また本分離l泊を ps i伎で振とう精餐する

と，多数の淡車1m色球状菌糸塊が得られた。

スライドカルチャー試料を検鋭すると ， 直後約bμmの不正1R状滋|糸が架線をな

して小l賀市kを形成し， ここから周聞に菌糸が (Itl長し， ときおり短い分生子納ーを j形

成し， ここに分生子を形成しているのが観察された(図版-31， 32)。分生子の

形状は病股上に形成されたものと向織であった。

4).病原性試験

球状I鎚糸線とジ寸'ガイモ CIJFiをmいた方法により得られた分生子懸溺i夜を坪jい

fi'5・， これを 2X lOs倒Iml程度に濃度を調謹した後，揺穏後約 20(ゴの鉢 |箇え他物

3個体を用いて噴霧援fil)を行った。 j妾経後はポリエチレン袋で鉢己と他物体を桜

い， 25'C下にーl挽放置した後に袋を取り去り ， ガラス室内に紋置して，病且I出現
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の1iJ!正を1m後した。なお. 本lii.7E '1ミf血において本両jf1在抗 IU'i物にJI・'io''c irrい(世 ii'lに，

コヒンダンクサそうか州Ilnlii'f株が多欲認められ 川 1'1\1 の J~Iイに H'Q I>~ がも i~ iLたた

め， I会i.[M物としてコスモスの!也にコセンタングサ (Bi rl旦11S. P i 10司a) をJllいると

ともに. j世間航としピコセンタングサそうかが11調(~ Ili d(U上l_i_s)も(J~ t)~ し . I"J I遣の

Jj 放により本分概 l1¥jとの交 IJHeHをifった。

その結果本分隊(，向とコセンダングサそうか病 r;拘は， コスモスとコセン Yンクサ

にそれそれ1百j慌に感娘した。コセンダングサにおいては後fili.3rI i去に終に絢色小

ll[ r.J.が[1¥IJLし， また北:や 出H丙iこも柄lトEのノl、病IIIが認められた。コスモスでは必で

の病徴は n¥'f. たなかったが，名:~~ ，こ赤間色のノj、I>[}，'i.が認、めら れるようになり i

11 筏には周辺制l織の1也大が認めりれた。而jIt!i物において己れらの仏関はやや j広大

して 11日 if2~3mm に i主し【 1 1 央部が同変した。 IFi 照磁波ul:が(ほか ったはいか， 1Ii..[l[の

拡大 ・融合はあまり認められなかったが， :，\{の l~n士I は1f~の 11有 .m に比べてやや人'き

く， II;然、発病I'-t:と問似の特徴を示し， j妻鹿謀l の迎いによる病徴の A~ Ylは全 く認め

られなかった(閃j仮-33)。

5) 病1Ji!閣の越冬

-1， l~l i11i 1，市株からは完令 IJ'i{日を免.R.することができず T どのような形態で本病院I

liiJか越冬するのかイ;fifJであ ったので，越冬被害7.ai奇かnl I 次{7;封~n車となるかどう

かを検討した。

Ijij ~下に本(Vl の ~ß I主力、認められた*.!~{却益日区の発生地において，現 "1' 5 )j !己越



!f~皮 7ヰ伐 i古 I，\J..11における 1"1:<i¥:it却問、の常的状況を，，[，(1t't したロまた，越冬 !Iセ :~'iQ 怖

をlj;lilJ.1iち帰!)， これを婦問 u'i.l者のパ y トの炎上 Lに択さ.その後発却してくる

r'r'jにおけるかi.frJi l1引状討を a州汽した。さらにこの越冬 Ij~ ~守技術から 。 11'(般的 11;(1肖

の分離を試みた。分紙に、"1f，こ「ては悦 I.ii=y~ 情表 r(ÎJ を滅的 /k でよく ðW し， I，'i即日，j;

をが.J5 mm fuに切1[;:り， これを 70%エタノールと次司TI11，;点機ナトリウム 1伎 ((1効 1M

来減反 1%)でそれぞれ 30砂および l分間点 l日終的した後， 25'Cの漏 1Ji:ドで l'S 

i¥ 1:に抑{汗した。

r~/u山におけるJíL!tIネ 散は巧株で ， いずれも装 j互は 5cm以下であったが， この

うち 3株の茎には j既に小そうか病斑が認められた。これらの発病t'Iiはいずれも越

冬 1車?等主~m の 1白 F'乙~~ jJ: ， '1" Jkしていた(図版 30 " 

越冬 1底';~:9:k債を友仁」ーにおいたバ y トにおいて ?UJ'ーし，長j豆約 5cm Æ~ 1.立に'I:j'f

した I:r'jの発病状況を剥有した(図版-35， 36)。結果では発J，fz [>株 IfJ J 7株にそう

か病IIIが認めりれ，非常に t吉iヰiに伝搬が行われるこ とが平IJI]I]し た。なお ， I(;JII'[に

J臨時 L被'di1 (t'i処i慢をせず迎常の'1:l'rを とげたJ'ljは. 全く健全であった n

魁冬1喧舌:践的かりそっか病的を分詰推すると pr:試 10試料 [fJ 1 ~J\ 料という(l~ ，担で

はあ勺たがそうか病的が分間tされた。分離できなかった試料であっても本照的の

l育設らしいものが生育したものがいくつかあり， これらはすぐに維闘に箆われて

しまったため. f'Mの分離ができなかったものであった a このことから越冬彼答 iJ<

ir'(lfrには，約 I¥;il均が生伐する乙とがfr(fi認されたの
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5). 病原闘の同定 ・分類

本病m=の病原閣はその病徴や病原凶の形状等から l閃かにE且且i主主l.Qma民的である

と恕われた 。 これまでにキタ科植物を侵す~主主♀立\.Q.m_a (E_ 1 s Lu_旦e)属l遁としては，

E.凶呈旦旦Lは旦が包l'n 9 n i_a g_Qj_y_a1!J b.旦互(ヤンパルヒゴタイ服組物の -OD "' ， E 

u_1_Qllが包l主E ¥1_心盟主lJ..LLd_a台'"' fi.<:!_Q_j;_l旦且且且呈上Lが且旦且且lnia且立L日旦r_pJl旦 o I E 

日.0Lょが担主r_ou旦 E旦lysta旦Qy.Jl(プタクサ liillii'i物の一段) 詑め E..~Q_l_i.JI~!t i n i sが

E且Udぇg旦 spp.(アキノキリ J ソウ!寓櫛秒jの 一 極) I ~，\ :i且よ且旦且illがコセンタン

クサ ヨい ~. 1上gulari且旦がツワブキ IIg) ~. Y.Q旦且II皇B旦がコヤプタパコ 11 .~ ，をそれ

ぞれ侵す l詣とされ，全部で 8積がま口られている(第 7表 )。しかし，そのほとん

どが町生植物を宿巨とするものであるためか，報告も械めて簡単でわずか敏行の

記述だけの湯合が多く ，せ いぜい手占きの図が添えられる程度であ ったの 唯-s 

b i d en t i互について詳細な報告が行われているが，.目¥ この菌についても記峨時F2.

では分生子の存在すら 1111認されていなかった 3I I したがってこれらの幽について，

病原l遁の分限やt.t!種試験等が行われた形跡はきわめて乏しい。

今回後続試験の結果， コスモスから分離された菌はコスモスとコセンダングサ

に病原性を示し， またよ監にコセンダングサそうか病的もコセンダングサとコスモ

スに病原也ーを示した。 コスモスそうか病菌はその形状等においてコセンダングサ

そフかr，i，閣に酷似しており E 病原問も 一 致したことから，S_Q主主主旦よ立且旦!ll且主旦U互

Jenkins and sitancourtと同定してさしっかえないものと考えられた。
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1) 考察

.m (tまでのところ ， 本怖が 11mJ拐において 5@l!ーしたというすf例はなく.絞済的な

n~ ~i，点、発 '1=. したという判i;EE もな t'n しかし近年. 11本の手当 l折て休山円l等にコスモ

ヱをj雨f，tl. 1.¥: Jtj L. n u(なJinti;'，の提供を jjうすIJf0Jがしばしば泌められ， このよう

fJ 1'M 11Jfてそうか病が先生した場合にはJ!.1o!.および観光(，16怖の(){ドか gしいと rjえ

られる勾己 j1までの本的の発'1:1自は閥均外であるため. i'i}]リな防|徐JI¥[泣は令くと

旬 j1ておりず. (III 7i' かの Jf3 で ~I，ïi が開場等に侵入し，多大の被古を及 li す吋 li包↑'1ー

は，.石いものと忠われ，今後本病の発生状況には卜分7tむを払う必~があろう . ~!j 

にI，ijL 1，;， ß;t 仰が ~It ''iiであるコセ J ダングサにも発生し，その分市が I1本全IFIに及

んでいる冒11実から ， コスモスそうかf丙の発生と防|徐については， 乙の Jえも l';ii咋

~~に入れる必要があろう。

本病約百1的については己れまで完全 11与!には発見されず，完全 l時代での.J&:冬は考

えにくい状況であ勺た。しかし ， 越冬被害残iJii.からは病原閣が分間推され， さらに

~冬彼 ';!HJ1 値下には発病~4<が生育していたこと ， 正lÏ冬被害残溢による aí への IHfi

が可能てあった乙とから z み;病病原[話lが被害後滋中に i溺糸 の状態のままで生伐す

る可能性が与えられる。また， ラッカセイそうか病凶についても ， 開場 lζ111G'iさ

れ lffi 肥等の材料とされる被害 1* を企むラッカセイ村i~ 芸誌が. tf4 1次{式自主似とし

て非常に (T)J であるとされているけ 4 ・ 17わ。なお ， 越冬被 ~ð 伐筒から 1;l.fi1l子を 1早

る乙とができなか勺たため，ノド研究において確認する乙とができなかったが， ラ

2カセイそうか 1，有やインゲンマメの scabで言われているような. Dl I-伝染の可能
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!'1.も I'P'・ド川 わずかではあるが妓されている 。
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図版-28 :茎頂部の議および:tt
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32・やや長形の菌糸から

突出した分~子柄と，
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分生子
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病的とコス モスそうか
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図版-34 越冬権病植物残澄直

下 I己認められた幼植物，

茎下部に小病斑が認め

られる

35・越冬擢1Iil植物残滋に

認められた黒絹色で隆

起したそうか病斑(こ

こから病原菌が分織さ

れた〉
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f その他のそうか百i~

これまでに.iAベた. ラ yカセイ(i¥rachi ~ hypQg号ga)， コセンダi ングサ (liid旦旬呈

r i IjJsけおよひコスモス (¥&smos bipinnata) のそっか病は.本研究において初

めて nlJらかにされたものであるが，わが同においてはこれら 3精の病原闘(ラ γ

カセイそうか術的は~h3_ÇJÙQm_ê <iLa_c.Q_I d is， r也は SQ_i 1!見立Us) 以外にも，多数の

Spha，_cJ9ma (E 1 si 1100) 照的が発ノ1:しており 1町一ぃ，''"川 . これまでにもいくつかの報
:ーがある 6I .， f: -:>. G (.: • G司. I U?. I 旬 ~ . I 1 I咽 II ，!. j I C I I ? "" ! 2'" I 4 I 1 ii f.'， Iら?.;，・".r， . 2ち・)0 4， 

~If 究では既報の各組i そうか病につき， 11本終l也での先生状況とむ「のが;4J点的のj'l'

~k につき試験を{íった。

1)ウコギHllUl勿のそうか病

本 j~ は Jnnk i ns によって A ra___L上9 ~11l且且包の病害として初めて ~G.1虫されむ，. わが

!司においては黒沢がヤツデ江主江辺地且血li_ca) にそっか j~，を見いだし ， その州w

l唱を斗;i'~i としたのが 11立制j である IA 2 V その後 Jenkins らはセイヨウヰヅタ()lcllcI l'

hりix)で$.hcderacを記載し 色川わが|羽では市谷らがタラノキ(i¥. c J a t a) I己そ

うか病を総め， その病日立E基i~.呈工a J i aeとした 13130 山本はウ 1:(主主旦工且II旦)で品

そっか1，;jを認めるとともに， 占い病mから完全時代を見いだし， ャ γ デおよびタ

ラ/牛のそうか術的である S.a u___li且旦とはゴそくの別!illとして E.a土jl~LAeの記 絞・ 命

名を1rった、日 2色色、 ILI 本によればウドそうか病iliーの形態は， タラノキおよびヤ

Jデのそうか liiil剥とはnなり，やや大型であるとしている。本研究では， これら
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ウド，タラ/キおよびヤ Yデのそうか病につき試験を行った。

(1)ウドそうかがj

ウドそうか病は山本によゥて発見された病害で 2S f.) • :::0 Sい'発見当初から完全時

代か見いだされ~. il_工W__il_Qと記!I真 ・命名が行われた。この{也わが国において当初

から完全時代が見いだされたのは Kurosawa らによってコウゾに~. bC旦us_q n_c l.l a ~ 

が記載された*例だけが知lられる 1aao ウドは東京都における生産が多く. +)( i1 

!じしたものの生産は都道府県男11で第 1(立であるが，そのもととなる山どりのウド

の生産地である I洋馬県等においては. :;1'11々の発生により大きな被害が認められて

いる(白石，荘、信〕。

病の病徴は， t也t剖1全体に現れる大小，淡燭色のそうか病斑で，激しく先生

するとこれらの病踏が融合 して大型病癒を形成した(図版 -36， 37)。また病斑

が茎頂部!話柄，真E等 iこ多数発生すると ， これらの部 (立が萎縮や変j診を起乙すこ

とが多かった。病斑のクチクラJi'li直下には厚い i誼糸屈が形成され， ここから分生

子層が突出して表面に分生子を形成した。分生子は無色，単J1包，惰l司Jf5で大きさ

5-7x 3~5μm -r.あった。 本研究においては完全時代は見いだされなかった。

本研究においては 1986年に北海道網..!fliにおいて本病の発生を辺、め， また病原

菌の分離1こも成功した。発生地は山間のワド自生地で， その場所から約100mほと

の距離のと乙ろに，そうか病に罷病した多数のタラノキも認められたu 分離され

た菌は PS A上で後絹色の肉質波状歯議を形成 L. 20日間で直径20mm， 包さ 10酬
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程度に生育した(凶j坂-38)0*1過のスライドカルチャー試料を倹鋭すると，ほ!

被ιIJ央には直径 5μm内外の不正球形菌糸が認められ， こ乙からやや長い形の[適糸

が(II'長し，その一部には長さ 3μ m内外の分生子柄が形成され， 乙こに病原 1:と同

様の分生子が多数形成されるのが認められた(図版 -39)。これらの結束ーから，

本病原菌がSphacel盟主(旦はU虫) I高に属する悩であることが確認された。

(2 )タラノキそうか病

本病は悼，谷らによって発見された 1内容である!1 1 ) 0 ダラ/牛はili:年食品の多係

化にともない，東京近郊の山間地において殺培が始められ.一般のdJ場にもかな

りのf立が出回るようにな ったた。 lli梨県や崎玉県では. LLiの斜面の畑にそれまで

稔筑されていた 7ワ等を改植し， タラノキの作付を行うようになり ， また闘.tsに

簡裁する方法とは日1)に， 太めの技を加泊施設内で7l<占If栽培し，その校からでる新

Jfを早Ililに採集する生産方法も行われるようになった。さらに 山梨県では選般に

よる品肢の育成も進められ，既に食l瓜がよく刺のない 「トゲナシ」という 品向も

育成されている。本病はこの品庖トゲナ νにおいて病徴が特に激しく，崎玉 1巣秩

父sU荒川村においては，本病とセンノカミキリによる被害により. 1副主品が放mさ

れる "J~ ~I も認められた。

タラノ牛における本病の病徴は，茎頂苦f~ . ~柄および紫に認められる淡掲色の

そうか病斑で，病庇には小施点状のものから大型不正形のものまで織々のものが

認められた c 激しく発病すると諜においてはしばしば病獄中央が~.fL し，大型病



斑形成にともなって尚品となる新芽や主主制およ び葉の萎縮 ・変形が起こり，茎以

外のi'5s分がほとんどliij斑で被われてしまうため ， !ffi 発|凶場を l眺めると ~~WJ~ に児

んることもあった(図版 -j 0， 41)。 病斑のずチタラ府直下にはl麹糸侶が形成さ

れ，ここから分生子庖が突出し，その表面に分生子が多数形成された。 分生子 ，;t

j!員色， m Jl~， 1行pj}[1で大きさ 5-7X3-5μ mであった。

本研究においては 1984年に長野県小県/11!呉日]問r.崎玉県秩父 lill荒川村およびloj

両仲村， 1986年に _It海江主網准干11， 1991斗に，l'PIi¥¥j ~県富士宮 dï および東京初世田谷区

において本病の発生を141めた。これらのうち長野県，北海jEおよび的岡県 の 'Ir伊l

Ii.山野に自生するもの.東京都の ~l~ 例は大学構内 iこ i他殺されたもの，埼玉県の 2

例は裁尼闘t誌におけるものであ「た。なお，北海道網走市 の本的発生地に比較的

近い場所でウドそうか病根病 悩物を見いだした が，崎玉県秩父郡の 2仰lと的同県

富士宮市の発生 地においては，縫病タラノキとウドが隣接して存在した り， ウド

樹仁をタラノキの有?病t.¥lが被うよう に生育していたにもかかわ らず， ウドでの発

病を認めることができなかった(図版 -42)。

長野県，北海道，崎玉県(荒川 村〉および東京都の illi病植物から病原閣の分雌

を行 ったところ P S A上で淡黄娼色~赤県筒色で肉質塊状の闘波を j形成する i掛

か分間tされた(図版 -43)ω 本I巡のスライドカルチャ一試料を検鈍すると，閣議

中央部には直径5μm内外の不正路JfJ繭糸が石坦状に認められ， こιから J司聞に frll

ひたなな長j診の菌糸から f市長した長さ 3μ 問内外 の分生子柄ょに，病貰Iよと同憾な

分生子か形成されているのが認められた(図版 -44) Q 異~?;の結架から本病 liilJ京



3
 
7
 

繭がSJl!ill五呈1旦凹(旦凶in旦>l) lIiíに属する菌であることが iìi~ かめりれた 。

(3)ヤ'/-7'そう か五育

本病は，~、沢 によりウコギ科柿物のそうか病としてはわが国で l員初に発生が ES

められたもので I.0:; 2 I 病原菌はそれ以前に Jenkinsによって紅込li盟且旦臼の病

原!泊として記 ・敏されていた s."旦，Ji aeが当てられた傘"。

本，;)Jの i~i 徴はi;~および謀術1<::認められる偶色のそうか病mで，新薬において激

しく発病すると誕 11取に沿って大裂病斑が形成され，重苦縮 ・ 変 Jf~ が認められるよう

になった{図版 - 45~4 7) oi~i 斑のクチクラ直下にはウドやタラノキそうか 11与に

比べるとやや泌い l通糸庖が認められ， ここから分生子隠を尖出して分生子を形成

するのが認められた(図版-48)。分生子は無色， tjl.胞，附円形で大きさ 5~ 7x 

3-5μmであった。

本研究においては 1985 1f に千業県下 t~ 市， 1986年に埼玉県京総山r!'， 199 1年に

埼玉県魁谷市および千袋県浦安市において本病の発生を認めた。発生場所はいず

れも公悶内や民家の庭先であった。崎玉県東松山市の公聞においては， 1986.tFに

その一向に悩殺された数本のヤツデのほとんどが発病し，公園管nn省が徹底的に

ìl'ì.病部位を除去することによって防除と 必;大の防止に努めた模倣 で~見街ょっゃ

く本病の発生を見なくなったが，かつての催病樹は繋数が級端に減少し，かなり

貧弱な隊十目を見せていた。また最近では J9 91年に干葉県消安市の東京ディズニー

ランド圏内において。|却に対するイメー ジが大いに倶ねられるのではないかと思
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念されるほどの激しい発生が認められた。

このうち干焦燥千葉市および崎玉県越谷市の被病植物から病原 l通の分限を行っ

た。分総された伝iは l'S A上で巣悩色~紫筒色の肉質総状 l1!i，慌を形成 L， 20 U I悶

で直径Z0 mm，高さ 10mm 程度に生育した(図版 49)。 病院l的のスライ l'カルチゃ

一試料を検鋭すると， 1盗液中央には l直径5μm内外の不正球j修[¥li糸が認められ， こ

こから周聞に [tl.l長するやや長 )f~ の i翁糸の一部に，長さ 3μ mii可後の分生子Wiをとも

なって.病底上に認められたものと同様の分生子が多数形成されているのが観察

された (1刻版 -50) 。以上の結果から本病原菌は包且包立l盟主(ιLtl..!L旦豆) J潟に属す

る幽'であることが僚かめられた。

(4) 3般の自主の交互援庖試験

これら 3 艇のそうか病舗はいずれもウコギ科植物を宿主とし)形態的な Æ5~ が

ほとんど認められないことから ， 同-~とする娘告と D " I ウドそうか病l適は病原

性の而から~なるとの報告がなされている 11 。そこで ， これら 3憶のそうか病的

について， ウド， タラノキおよびヤツデに対する交互銭感試験を行った。 分生子

懸i罰液を得ることが困難であったため， ゾャーレ内に表面殺菌した口JI徐袈を白書 ，

その上に病原自主の歯;程を直後世wする方法で後段を行った d含 なお感染のfiJ!i!は，

病庖形成の有無とともにその部分からの持分~を行い ， f妾極に(比試したのと |司憾

のじ自殺が得られるか否かによって判定した a その結果，後事E7日後には各磁波の

直下に小さい褐色の病斑類似tJ点を認めることができたが I明かな病斑とは判断f
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できなかった。つ いでこの病施頬似m点かり病原菌の湾分離を試みたところ， ウ

ド磁ではウドそうか病闘をJ耳障したものだけから . ヤツデおよびタラノ牛 1告では

ヤツデおよびタラノキのそうか病溢iを接種したものから ， それぞれ後間に供試し

たのと同慌の闘来形態を示す l趨が i~ì られた α このことから ， 少なくとも本試験に

I!t試した怠i株については， ウドそうか病i舗とそれ以外の幽との聞に . j~， J.京性の去

~~が認められた 。

ウコギ科1宙物のそうか病簡について，接待試験を行勺たとみなされる明確な事

例は':市・谷および端山らの研究と赤池らの研究伊iだけである 1. f.， 7.1 (1 ~ . 1 t t，. )。常谷

および端山らはUHilli阪として，はせした閣議を用いて 1共試縞物の袋に低床する)j伎

をとったり(端 111，刻、!言) ，般病 |箇物体の下に検定ft1i物を泣いて自然感染を起こ

させる方法を川いた 109・11610 W~ 池 らは自然発病株由来の分生子を接結曲GI として

おり l' この方法はi吉田がダイズ黒とう病菌の {婆緩試験を行った方法と問織であ

るtA030 これらに対して本研究においては， シャーレ内の切除125と幽諜をf!Jいた

ものであり， 1通法上での分生子形成が少ないことから， t主主I!il¥(には多少の問題が

あるかもまnれないが，発病条件としては前記の 2つの方法よりも良好と凡なして

差し支えなく，いずれの試験においても特に問題のある方法をとったとは考えら

れない U

端山らは 3慢の病原菌すべてに未熟ながらも子のう殺または子のうを認め，こ

れらが形態的にほとんど差採がなく，交互接邸;試験の結果病原性においても述い

が見いだされなかったと報告した 67).端山らはこれに蕊づきこれらの菌すべてを
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同-i'.llと見なし， !，高際的名を ~ .aralia~ とした。ま た常谷らはそうか病にほM し

たヤ γ デやタラノキの品l 下にキプタ (11旦cJ ~ra rhQmll_e_a)をi泣いて自然感盟主をおこ

させることに成功し 1t 61 その結果から端山らはセイヨウキヅタの病原i迫として

記 l院された2.hederaeを]i.且ralia旦と同一極とみなした !;j-i' 現在わが国においては，

これ らの病原闘はすべて i主II斗 aeとして記 峨されている t!) ~'. 1勺叫何 - )jili:年，

司、池らはウド， 7ラノヰおよひヤツデそれぞれから分離したそうか病 l麹について，

これら 3樋の縞物との聞で交1il童相]を行った。その結果， ウドそうか病菌はウド

だけに病原性 を fiし， タラノキおよびヤツデのそうか病幽はタラノキとヤ ツテ'の

間}jに病原性を1守するが， ウドに対しては非病原性であることを報告した 1 。 本

研究においてもタラノキモうか病の蛮絞発病闘j拐において， 隣接する l司I誌に健全

怠ウドが生育し ているのを硫認し，また得病タラノキの樹下に健全なウトが生育

しているのを認めた<> ~， i也らはこのことから直ちに rn 名の再般討が必必であると

は述べていないが， ) これらの閣の異同については， 他に波数 の植物持を宿主と

する註主主主旦19J!La(E I 立与旦~) 属歯の分類にも関連して， さらに検討が必要ではない

かと思われる。

本研究における結果は赤地りの結果と一致したが 1， このことか ら綿山らの*1;

日比を間違いとする乙とはできな L、。これら 3つの試験において共通に言えること

は，供試悩物がすべて 野生舶物かまたはそれに非常にi!Iいも のであるという こと

である a イネやジャカ'イモにおける病管のように，抵抗性i古伝子や病原菌のレー

スの停症が l羽かなよ品合と異なり， これらの他物の病原菌に対する反応は，個体ご
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とに一様でないと見る方が妥当である。このため T 後手下試験ごとに異なる結果が

報告されることはしばしば起こることと考えられる。

タラノキおよびヤツデのそうか病I舗の病原性が，分類学的にはiJi:いと思われる

(1;) -)，或内のものに発現せず， 1.認を越えて現れたが， このようなことは呈旦hac_cJ注目

(斗王山立皇)照的のなかではいくつか事例があり， カンヰツ額のそうかf内閣である

E・呈且sーμ旦よ上sと E. L旦:!!;_弘Jlがその 代表とされるが2目白金引 z この他にも本研究に供

試した閣の中で， コセンダングサとコス モス の1両極に病原性を示す E且は型旦斗主

がある 196ao こうした』見象は閣の分類のみならず，他物J分類との I~I(長においても

興味ある現象である 。



図版ー 36・ゥドそうか病の病徴，

葉および主題柄のそうか

病斑(紫表面)

37・ウドそうか病の病徴

(幾重Z面) ， 主主脈や葉

柄 i己沿って拡大 ・融合

した病斑

38白ウドそうか病的の随

1控(P S A上)



図版-39・数珠玉状菌糸および

その周辺に形成された

分生子(スライドカル

チキ ー試料)

40 :タラノキそうか病の

病徴 ii告に形成された

多数のそうか病斑

U:タラノキそうか病の

病徴， 王宮の婆紛



図版-42 そうか病 lこ需病した

タラノヰ直下に見られ

た健全なウド

43 :タラノ牛そうか病I迫

の菌叢(P S A上)

44:菌糸とその周辺に多

数形成された分生子

(スライドカ Jレチャ

試料)
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図版-0 :ヤツデそうか病の病

徴， m表面に認められ
る多数のそうか病斑

46:激しい発病による病

m 申央部の~孔症状

(葉表面〉

47 病鐙中央部の穿孔と

業j旅に沿って形成され

やや隆起した不正形病

斑(繋裂面)

-81-



図版-48 :病斑表面lこ認められ

た分生子庖(青色部)

49:ヤツデそうか病的の

凶策(P S A上〕

50 菌糸とその周辺に形

成された分生子(スラ

イドカルチャー試料)
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1)プドワ黒とう病

ブドウ泉とう病は世界各国において古くから知られる病害で J 白t!， 1 ~; ， t.~; 乙

の病原幽である f.'l.!!l.2..旦.LL1l!Iは本l昂閣のタイプ駈になっている .，ピ， no 約1:1箇秒j

のブドウ (Vilis y.l!斗工旦工旦) li，近年わが国において各隠高級品砲やワイン問品

m7Pの生Qtfの[中びが著しく， それにともない本病の発生も後を絶たな L、。 1991{f.

には佐賀県において，本 G自のベンズ イ ミダゾ ー Jレ系議，'í!l にあj する1f~1 性的も比いだ

されており ?2也¥本病害発生の綬強さが伺える。

本研究においては 19B 4年に干li'$県千百5市において本irilの発生を認め， その1在病

葉から病原幽の分離を行った。歯識は赤絡色で肉質機状を呈した(図版 5 I )。

本的のスライドカルチャ一試料を検銭すると，数球主状の l麹糸とその周辺に形成

された， 出正色， tI1JJ包， ，ti'11よIJf; で大きさ約 5~7X 3~5μmの分生子が認められた(

図版 52)。完全日寺代は見いだされなかったが， このような形態的特徴から，本

病病原l翁がr:I s i 且旦~ am_Q立Iム!llであることが確かめられた。

3 )ミカ y そうかIfil

ミカンそうか病もブドウ黒とう病菌同機古くから知られる病害である ~ 1:. . 13 I 0 

本病については外国においては大別して 2極 の病原菌が紀，1まされ Jl.包主主主主 liお

よぴ)l.a U s l r a I i五が知られている 20・222u これら 2!illの進いは病徴と子のうや分

生下等の大きさといわれるが， 乙れらの宿主範囲はほとんどが京阪している。 わ

が閣にはこのうちQ.L且且王立よ上iのみが発生するとされており 1";J1i 本病はカ y 牛ツ
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耳!の代表的な術省の 一 つである 。

わが国においては，近年の各極力 y キ ・;;t買の愉入自 llJ化締法にともない.食l川、

のよい高級なカンキ γ砲が栽1古されるようにな った。 このため 一般のウンシ A ウ

ミカン (C i t r見旦 Us...2.h.よ且)やナツミカン (c旦主主主且且且JJ!.旦1) しか作付できないJI'俊

良凶 l立， ほとんど欽也に近い状態におかれるようになり E このような|週では ~JjI徐

も不徹底となるために， ，f病 の ~!ì i1軍が後を絶たない状況である 。

本的については外国において 主に同定 ・分頬闘係の多くの研究が行われ ト判

日.'13 • ~ o . 8 ? J 発生生 f!E~'f:についても I最近の報告が認められる H 嘗 2 Il ~ I。 わが国

においては常谷が病館組織について異常 j哲摘を認め ¥1'"';;.1泊7 197 I 1，'1戸には山口lに

よ って，発生生!13に関する詳細な報告が行われている 2531[)

本研究においては I984年に愛知県尾張一宮市内のウンゾユウミカン図におい

て本病の雌冬病.f1:fの認めりれた枝議を採集した。越冬病隠は常谷の指J肉どおり j詞

辺組織が異常増F由をするため，組織全体がやや隆起または陥没していぼ状とな っ

た(図版 -53， 51)。 ここか占病原l請の分離を行ったところ ，本;属菌特有の筒色

-~とう病菌根1 色の肉質協状盛i;震が得られた(図版 - 55)。 スライドカルチャ一

試料を検鋭すると，数珠ニu主的糸と多数の無色，単胞，m円形で大きさ 5-7 x 3 

-5μmの分生子が認められた〔図版 -56)。完全時代は認められなか勺たが， こ

れらの結果から本病原闘がE1 s i s♀.Qll且主立上上よであることが儲かめられた。



-85-

4)サトウキピ白星病

サトウキピ臼 g~ 病は熱都地以のサトウキビ(~主主旦主主心l.!!l officinarum) tJU局地出

によく発生 L，わが国においては州事U!思や奄美地)5においてその発生が知られて

いる 6 ~. 212 . 2?61 。 本病!;t ~~子葉他物に発生する数少ないâJ1hacclQma (Elsinoe) 

属的による病室のひとつで， 151 憾の事例は!也にショウプf科紅i物における 2仰1) (S 

'-i!エ且旦E立且iおよびS.c u .!:.fJt且E.~)と t7.! ξ2.clJ イネ科牧草での 1j日l何回且lcl) ヨ4らt

しか tEj められていな L 、 。 本的の病原菌は当初1.0 によって~. ~主主旦主主Lょとして記 。|遣 さ

れ I'5l>) その後 1957年lこ完全 l時代が発見され!l..註旦必日Lよとされたが 山 ¥ それ以

外については見るべき研究市例はない。

わが国においては 1 付I制県や鹿児島県の奄美地方において発生が認められてい

るが EI'，ε131 本研究では 1986年に沖縄県の宮占l誌を調査したところ， そのほと

んどのサトウキピ闘場において本病が発生していた ε，.)。

..-1，病のf丙徴は議および禁制等地上部全体に認められる小そうか病斑で，初めは

煎紹色からす、問色を呈するが，次第に中央部分が灰槌色化し，病I:il周囲は亦紫色

となった。病徴が進行すると，ト亙数の良f点状病蕊fは次第に融合 L， ti~ J脈にi沿った

納長い灰悩色病斑となった([gJ版 57)。病斑表面のクチクラ届直下には l麹糸胞

が認められ(図版-58) ， ここから表面に突出した分生子j百ょに多数の分生子が

形成された(図版 - 59) 。分生子はm!色，単 l胞，精円)~で大きさ 5-7X3 - Sjlm

であった。

1986年にi<Jl詳II県宮古島城辺 11町で採集したm病植物をから病原幽の分離を行ったa
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分離された闘は ps ̂上で赤褐色， 除Ji'HJ1l状の菌叢を形成し ，20E111l1で位s'i約20

問 I~J さ約 10mmほどに生育し，産生する色素で築地を亦色化した(図版 60)。

スライドカノレチ十一試料を検鋭すると T 菌~中央自~I には多数の数珠玉状的糸が必

められ， そこから周図に (ql長するやや長形の菌糸から ，長さ 3μm程皮の短い分そt

子Mが ([11び， こ乙に病sf上と同慌の分生 Fが形成されているのが観察された(図

版 61)。完全H寺代を見いだすことはできなかったが. これらの結果から本病病

原 1:siは!u旦よ且旦主旦主主旦h旦工よであることが確かめられた。

5) 7ケピそうか病

アケピ(主主旦主i呈旦J!J._且且l_ii)は， J量近わずかではあるが応践にその袋をみかける

ようになったが， このj苫頭の果実表面にはしばしばそうか病の発生が認められ，

外見において品質の低下を沼いている。

本病は Kurosawaらによってわが国において発生が認められた病害であり，その

病原闘はアケビ科織物を侵す II{十ーの Sp h ac且与且呈 (lli斗且主) 属 閣の~ . il_I(_旦魁旦旦である

T .d l~ I U 同じアケビ科楠物であるミツパアケビ (ιlr i f且よi1!.上E.)やムベ (il旦且よ旦旦よ旦

hexaphy__Ll_i:!)にも発生が認められるが 1<6わが国以外での免ぺ=報告はない。

本病の病徴は，当年 (lfJ長枝，言語柄， J定等に認められる黒色1両足fおよび，来3程表

面に認められる淡抱色そうか病I:lIで(図版 -62， 63) ，枝 x主柄および果実表面

のMilHt初め小斑点状であったが，次第に融合して大型病斑となり ， 伎や謀術で

は中央部がやや灰糊色化， 果実表面ではかさぶた状を呈していた。誕の 1占拠はし
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ばしば穿孔し， }詞凶iはやや紫色を待ぴた。病斑のクチクラ層 l直下には l迫糸脳が形

成され， ここからとさおり求而に分生子層が突出し I その表而に自1I色， 11.胞， fi'i 

円If5で大きさ 5-1X3-5μmの分生子が形成されているのが観察された(凶l倣ー

伺〕4
 
6
 

本研究においては， 19811-1ミに山形県村山市において本病の発生を認め，その茎

紫および果実上の病関から病原陛!の分間世を行った。 分総iaiは P S i¥ L~ で黄絹色で

肉質J;cg状の l道i殺を形成し， 20日間培養すると l直径 2Omm，高さ 10mm綾反に達し た。

l詣液晶、らは色~~が墜さ住吉れ， .r;'} J也がやや設色に普色した (1忍l坂-65)。 スライド

カルチャー試料を検鏡すると，箇2宮中央部には多数の数珠玉状菌糸が認められ，

そこから周囲に仲良1るやや長形の薗糸から s 長さ約3μm官iii去の短い分生子柄が

{IIIび， ここに病且f上と悶憾の分生子が形成されているのが観察された(凶j仮 66) 

。 これらの結巣から本病病原l過がSphacelOma主主旦主i主主であることが般かめられたu

なお，本病病原菌についてはこれ までごく簡単な記載に当た っての報告しか見あ

たらず，本研究が病原閣の分離 培養，培養上の詳細な性質の般初の報告と Jぷわ

れる。

6)ヤプマメそうか病

本病は，かつて 1950年代に激発したダイズ黒とう病についての研究がj昆められ

る過程において見いだされた病苫で， わが国だけにその発生が知られる t2: ~ . 1 iI 0 j 0 

本病はヤプマメ(担エ，hi ca盟主呈_g ~止且U且rlh i i var. Í1l阻止jc~) 自主主地にしばしば
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倣凡され，特にi高玉県VJ<父郡荒川村においては， LU借l却の闘上島の問問にヤプマメ

が多数生育し， ここにかなり多くの得病植物が認められた。 本!rijはダイズ黒とう

がj と同線 7 メ科 l随物に発生することから，両病/j;~閣の!足 l司に つ いて研究され ， ャ

プマメそうか病菌 l;tダイズに病原世tを示さなか ったことか ら，結局間的は異なる

障とされた I;?:;，I ) c その後本病の病原闘についての研究は行われた )f~w*がなく， it

田はダイズ黒とう病の研究論文の中で後口:;..li工旦主盟副ldとして記載する旨を記述

しているが 14 ~l } その)(/械を fI'(I.かめることができなか った。

本病の病徴は，地上郎全体に認められる黒色病斑で，茎や葉柄においてはこれ

が大型化し表面全体を倣うこともあり a 乙のようなf完成では中央部がやや灰褐色

化することもあ った。 また214での病斑はしばしば忠商の挺脈上に認められ， !主脈

に沿 ってやや萎縮が起こるため，袋がちじれたような症状を呈し(I図版 67) ， 

災にも病胞を形成した(図版 -68)。病l;!fのクチクラ居直下には!趨糸庖とそこか

ら尖出した分生子層が形成され，分生子馬表面には無色..tI'Jl包， 的円形で大きさ

5-7X3-5μ mの分生子が認められた(図版 -69)。 菌糸層内には子のうに額似

する構造が認められたが，確認するには歪らなかった(図版 -69)。

本研究においては 1985年に長野県の八ヶ岳周辺. 1989年に干議県下潟市. 1990 

年に埼玉県秩父郡荒川村. 1 992年に埼玉県浦知市において本病の発生を認め可 こ

れりのうち千葉県および埼玉県(荒川村)の試料から病原菌の分自在を行った。 分

離された菌は PS A上で黒絹色~黒色で表面が乾燥した感じの肉質瓜状的援を形

成 L. 20日開地養しでも菌議直径は 10mm.高さは 5mm穣l立にしか生長しなか った
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(図版 70)。スライドカルチャ一試料を検鋭すると， 4' /，瓦幽 lこしばしば認めら

れる数~玉状 l道糸とその周辺に形成された多数の分生子が認められた 。 分生 jニの

j惨状は病斑上に認められたものと同様であった(図版 ー71)。 以|ーの結架より本

病 1I主 l舗はâJ1M~斗旦且旦(~よ_!> I 盟主)属 E宙と同定されたが，本虚1 の生育は f也の本研究に

供試した本!討 l過に比べても綬縫で， ダイズ黒とう病閣にぽいように思われた。 な

お，本病についてはdc・1まされた文献が不明であること等から，病原I迎の分離 .j~ 

1!tが行われたかどうかについては IlJ'J かではなく.すくなくとも本病原閣の培~的

11質等については，本研究において初めて明かにされたものと思われる 。

1)スミレそうか病

スミレそっか病は Masseyらによって発生が般認され Kurosawaらがわが国にお

ける発生を認めている 1dt>1。本病に感染すると地上部全体にそうか病斑が形成さ

れ，その外観を大いに慢なう。本病の病原闘は S.vioJaeとされ，完全時代はA<発

見である。木蔭iの宿主範聞については1ff:・ 谷らがその幽j殺を用いて広範囲のスミ

レ郊 (.\'._i~旦 spp. )について援椅試験を行 い， 10係以上のスミレ科ttii物におjする

病原性を確認している けい。

本病の病徴は地上部全体に認められる淡策偶色のそうか病斑でs 激しく発病す

ると病斑の拡大 ・ 融合が認められs 集では~孔.萎縮，変 /F; が起こり . :ft茎や3定

例では変形や湾酬が認められた(図版 72)。

本研究においては. 1984年に干葉県四街道市. 198 S年に静岡県;宅士宮市， 1986 
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年に))11:京古11~白江市。 1987年に東点都世邸谷区および太田区 l 989年に埼玉県朝阪

市で本病の先生を認め，千葉県凹街道市での係集試料から病!点l適の分維を行 った。

これらの発生のうち，千m県四街道 "5のちのはサンシキスミレ('UQlA X ，!:j_H 

盟主主i正日)と「アメリカ j とfかされる園芸品種で鉢値えの鑑賞用であった。 J主京

間l 位田谷区のものは鉢随え，点京都狛江市のものは民家の庭先に栽.t~されたもの

でいずれもm:rtmで， f也は道路端や山野に臼生司るものであ ったが， これらの正

確な符!名は不詳であった a 分離された l請は PS A上において紫絹色で除，7主総状的

業を形成し， 20日間で直径は 20mm，高さ 10mm住居Eに生長した(図版 -73)。スラ

イドカルチャー試料を検鋭すると ， 繭糸とその周辺に形成された多数の分生チが

認められた。 分生下の形状はJ!!!色，単胞，惰円形で大きさ 5-7X3-5μmであっ

た(図 l仮 - 70 。 これらの給泉より本病原簡は~. vj__且illであることが確認された。

8 )ケヤキそうか病

本病は KurOSH'aらによ 勺て発見され 145) これまでのところわが国だけに先生

が認められている。病原 I岩は2z_立は旦主主主と記載 ・命名され 1/; S 1 本l麹はニレ科l宙

物を16主とする唯一 のa.P..!!1!.主主よ旦旦a(五.ll.辺♀且)属磁である。本病の病徴は」誌におけ

る談相色そうか病S'Eで，病E証ばしば しば穿孔したり ，楽脈に沿ってJ広大し互いに

融合した(図版 ー75， 76)。 病斑のクチクラ層直下の l誼糸庖からはときおり分生

子局が話出し(図版 77) ， この表面 iζ1!it色， 1I~ 11包， m円形で大きさ 5-7X3-

5μmの分生下が形成主れるのが観察された。
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本研究においては， 1988 fFに東京都世間谷区のケヤキ(Z_且比旦n 旦旦IAl.a) にお

いて催1南葉をt主主長し，病原l量lの分離を行った。 病原閣の分峨 ・指廷を含めて， 本

的についての詳細な研究は全く行われておらず，本研究における事例が唯一のも

のである 。 分離された菌液は PS A上で紫縄色で肉質成状を霊し， 20日間]の崎妥

で直径 20mm，市iさ10mm程度に生育した(図版 ー78) 0 スライドカルチャー試料を

検鋭すると『菌糸とその周辺に形成された a 多数の分生子が認められた(図版 -

79)。 分生子の Jfj状は 1，G.m_l:に認められたものと同機であった。 これらの結果よ

り本"I，J.点目白はE且且主主旦辺国 :-:ill旦旦主主であることが確認された。

以上のような病容の他に， わが国においてはチャ(工主主呈包且旦山立上空)の白接 f~ï

( !i. I _C_4手旦互FょL~) の発生が恒常的であり 6 9. 1 ニ Yジン(!l.呈且主主主旦II旦よ旦)にもそ

うか病(立lli旦旦よ旦且旦 sP. )が散見される 62>。近年では， 広島県においてはイチジ

ク(E._斗且豆~工よ五旦)のそうか病 (â. caric且皇)が報告された。本病の病原菌は以前

:c Vi 方が~.~工上主主として紛介した後 Kurosawa らによって主旦且工~として正式

に記載されたものであるが， '<九 日本有用櫛物病名目録には記載がなかったもの

でる品 。 この1也I湖東地方の各所においてはヘタソカズヲ(主主主且よ.L.Ll盟主且m主〕を

宿主とする S.pー註且且riaeの発生が数多く認められた 141.)c 日本筒用倒物病名円録

によれば， I也にも多くの本属 l請による病容が記載されているが，野草や雑草等の

病'2?については 「街用 」の御念をはずれるため，本属i誌の発生を卜分にカバーし

きれていないのが ~f古である。



図版-51・ブドウ黒とう病菌の

閣議(P S A上〉

52 :ブドウ黒とう病菌の

産i糸とその周辺に形成

された分生子(スライ

ドカルチャー試料)

53 :ミカンそうか病の越

冬病斑(繋表) ，病斑

部分が|経起する
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図版-54 :ミカンそうか病の越

冬病斑(裳袋).病斑

部分が隆起する

55・ミカンそうか病菌の

菌叢(P S A上)

56・ ミカンそうか病閣の

数珠玉状菌糸とその周

辺に形成された分生子

(スライドカ ルチ ャ一

試料〉
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図版-57:サトウキピ白星病の

病徴，病E証の周囲は紫

色がかるが中心部は白

色

58 サトウキピ白星病の

病斑君主面のクチクラ層

直下の i泊糸庖(背色調1)

59 :サトウキピ白星病の

病斑表面に形成された

分生子層と分生子
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図版-60・サトウキピ白星病菌

の菌叢(P S A上) . 

赤色の色紫をE主主主

61 :サトウ牛ピ白星病菌

の!詣糸とその周辺に形

成された分生子(スラ

イドカルチャ一試料)

62・7ケピそうか病の病

徴. '$;1'こ認められる黒
憾色病斑
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図版 -637ケピそうか病の病徴，

果実表面に認められる

激しいそうか疲状

64・アケビそうか病の病

磁表面のクチヲラ層直

下に形成された分生子

周

65・アケビそうか病闘の

薗援(P S A上)，策

色の色紫を鹿島生
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図版-66:アケピそうか病的の

数珠玉状滋i糸とその周

辺に形成された分生子

(スライドカ Jレチャ一

試料)

67 :ヤブマメそうか病の

病徴 t喜裂商の:染l阪に

治った病斑

68 :ヤブマメそうか病の

病徴，災に認められた

病斑
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図版 -69 ヤプマメそうか病の

病斑表面に形成された

分生子層

70 :ヤブマメそうか病菌

の歯譲(P S A上)

71 ヤプマメそうか弱閣

の数珠玉状自主糸とその

周辺に形成された分生

子(スライドカルチャ

ー試料)
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図版ー 72:ス ミレそうか病の病

徴， 355および紫柄に形

成された多数のそうか

病斑

73 スミレそうか病菌の

幽f授(P S A上)

H:スミレそうか病闘の

菌糸とその周辺に形成

された分生子(スライ

ドカルチャ ー試料)
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図版ー75:ケヤキそうか病の病

徴 (エセ表面)

76 ケヤキそうかがjの1丙

徴(諜夜面)

77 :ケヤキそうか病の病

E証表面lこ形成された分

生子層
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図版-78 :ケヤキそうか病的の

i!Ill議(P S A上)

79 :ケヤヰそうかf高歯の

菌糸とその周辺に形成

された分生子(スライ

l'カルチャ ー試料)

ー101-
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IV 分生子大量形成方法

これまでに本続的の接箆試験を行う際にJi]\、られた }j 法には大í.Jlj して.分 fl~ 1二

懸滋!被を附いた l債務楼Hlおよび l通叢の直tJi鐙床j主題の 2f1ll煩がある。

端山らはウコギ科他物への接怪を行う際に I誼政をきぎんだものを附い， これを

供試闘物の耳，~ ~長 I耐に塗布するようにしたという(鳩山，在、 1言) 。 本研究ではラ 〆

力セイそうか病閣の接俸を直後世t床方式で行ったが l。￥¥ このJ在限法では.首l米

した部位にわずかの個数の病阪が得られるだけであると同時に，本民間特有の肉

質機状l酒，uはそのままでは置床するには不向きであった。

- }j分生子!懸溺液による j主主E方絞は簡便でありその効率も高いが，本!高 i適のf易

合，安定して分生子懸i錨i筏を得ることが容易ではない。 本研究においてはコセン

ダングサそうか病閣の接種を分生子 I噴霧接鹿で行った ls a jo これは通常の ps液

体培地で振とう培養するだけで分生子を多量に形成する菌株を得る乙とができた

ためであった。 また倉田はダイズ黒とう病的の後極を， tl~ 病随物体上に j形成され

た分生子を丹jいて行い 14I¥ ) 近年では赤池らも同僚の分生子を後限協iとしている

が" こうした例は少ない 。 従って分生子大豊形成方法を 1擁立することが，本~

I誌の後程試験の 効率を高めるのに必要と考えられた。

Sphaceloma(Elsi旦旦~) l;ii閣の分生子の人工的な形成手法としては， ミカンそう

か病菌について行った Whilesideらの }j法と 2.a~ j チャ白星病菌病l舗について行

った高屋らの方法 225 があげられよう。前者は分生ヂ由来の小1詣叢を特殊な液体
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地地中に放位しておくものであるが，小薗波形成の手順がやや削減であり， ラッ

カセイそうか病菌で同織の手訟を試みたところ，長}生 jこ形成には成功しなか った。

後者の方法はきわめて簡便で，分生子由来の小崎援を P S A Iこで生 ffさせ. こ乙

に少設の 7)<を加えるだけというものであり ， これだけの操作で大 l止の分生 Fを比

較的限定された短期間のうちに得る己とができるものであうた。

これとは別 1;:，各極のそうか病閣について各障の炭素i飯や釜来政の利用状況を

比較していると， J;古地中に粘波状物質とともに分生子が形成され， ，拘淡の生育状

況の判定が困難になる j括合があった 3 このような事例が認められたのは， 決議 i1t，i

としてデンプン， マンノ ス")レトースを添加した場合に多く，宅井:出i;fでは 7

スパラギン駿ナトリウムで比較的多かった。 ζ のことから， 己れらの炭素飯と窒

衆紙を組み合わせたほ地を作製し， この中で各筏のそっかが;白告を生青させたが，

分生子形成が認められることはなかった。しかし ， これらの物質には何らかの )f;

で分生子形成の活性を高める作iIlがあるのではないかと考えられたc

一方， ミカンそうか病菌では， ヰー トクレープ滅菌した宿主促i物体(良)に定

脅した闘終から大製分1::子が1専られるとの情報(有本，私{言)を得たが， 多1ftの

小型分1::チを比鮫的短l時間のうちに得られる方法とはならなか勺た白この}j(:去を

もとに， ウコギ科f@物のそうか病趨について，オ トクレーブした宿主他物の禁

とともに滅菌水中でゆっくりと往復娠とうを行ったところ.比較的多豆の分生ーf

を得られることがあり，宿主主Eのかわりにオートクレープ処照したゾャガイ モ小

切片を用いたところ， さらに多量の分生子を得られることがあった。この方法に
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おいては，宿主誌やジャガイモ C7J片に付'!.t・定者した歯車主におい て分生 F形成が

行われており，栄養源としてだけでなく支持体としても ldU誌やジャガイモ切片

が.:u嬰な役割を果たしていたものと与えられたs しかしこの }j法では，常に安定

して分 ~I.ミ下を得ることができなか っ た。また，分 主È 子形成は仮とう rll を.i1ìíじて行

われたため，初期に形成された分生子は分生子it!l皮が高ま ったl1JI..J.では発芽を開

始して小[盗殺の形成が始まり ， さらにその小崎叢において枯性物質工事の皮~I:が始

まるなど，純粋に分生子だけ得ることが悶tilとなった。 さらに，振とうによ って

ジャガイモ [;/J/ヰの組織が防1i#iして栴地中に散乱するため，分生子だけの出品溺ir?iを

得ることは固まff.であ った。

似上のような経緯から ，本研究においては高屋らの方訟を島本とする国体培地

上でのもの，およひジ守ガイモ小切片の振とうによるものの， 2とおりの方法で

分司王子の大1ll形成を試みた げ5・Ie ~ t。

1. l;m体培地上における分生子大量形成法

1).材料および方法

高屋らの)j訟に準拠して e 各筏の天然物を材料とする固体府地を川い， ラッカ

セイそうか病闘の分生子大量形成を試みた 2きら o 供話;天然1，!ij血としては PS A 

P C A (クャガイモ ・ニンジン煎i-I寒天培地) ，麦芽崎地のほかに ， アズヰ 1 サ

サゲ，エンドウ s ラッカセイ，ダイズ，インゲ Y マメ， ラ y カセイ裟』吉，ニンジ

ン， エン パ 7およびコムギそれぞれ200gの煎什にゾヨ糖 5gとJ5 gの袋天を加え，
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zt留水で J.000 m 1としたものを用いた !4;J . I 9':1 I。

これらのよ高地を約 10m.1ずつ分注して平仮とした 100m1フラスコ内に， ラ yカセ

イそうか病菌(~. a工旦chidi_;; Sa-01)のi通叢紺l片を 10(悶ほどJ安値 L7 - 10 日間 !t~ :貸

したロ 各閣 3覧車111片かりはそれぞれ直後，高さとも 5 mm~~ 皮の趨 j住が発述するので.

これに約 10m1の滅菌水を 1mえ，自奇策の1頁部が水聞から現れるょっにした。 2-数

l時間後にこの水中における分生子数を計測し，形成状況の良否を判定した。

Z).結果

各ほl也におけるラァカセイそうか病閣の生育状況と分11:子形成状似は，白P;8表

のとおりであった。殺も j形成状況が良仔であったのはニンヅン煎汁怨天崎地で，

的議の~育はそれほど良くなかったが . 107倒Im1脱皮の分生子形成が認められた。

ついでエ y ドウおよひダイズ戸!(汁寒天培地と PS Aで良好で，およそ 10"個Im1程

皮の形成が認められた。その他のほ地での形成はかなり少なく • t'tにラ y カセイ

茎 ~J被什:寒天崎地では ， 全く分生子形成を見ることができなかった 。 なお， この

ような分生子形成は，菌株の継代がi謹むにつれて認められなくなり，新たに分離

された菌株を用いても， このように多量の分生子j形成を得ることはできなくな っ

たc
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第 8表 天然物間体j汚j也上におけるラ ッカセイそうか病l過の分生下

形成状況

培地 l適法形状 とE育状況 分生子j形成状悦

P S A 肉質波状 十++.， 寸ム十 bl

麦芽 +-tτ 

P C A '1王国状 + 
アズ牛 肉質塊状 十+ I 斗ト

ササゲ +十斗 寸
エンドウ +十ト 十 i十

ラッカセイ 十++ ++ 
ダイズ ート + 十 + -1 
インゲンマメ +十+ イ+
ニンジン ++ ト+サ十

ラッカセイ ~Mf 寸十

エンバク 平面状 + + 
コムギ 十

a)ト・不良， 十寸 :やや良好 ++イ :~ I， '，lf:に良好

b) ・形成なし. + 10り- IO"@! ml 程度形成. + + 10"- 10'飼 町H'il皮形成，
+++ 104-10'個 .m 1程皮j形成. ++++ 106-109個 ml形成

j) 考銭

高度らはチャ白星病的と PS Aとの組合せで， 非常に大宮の分生子を短時間の

うちに得ている ~Z思〕 しかしこの方法においても，比較的新しく分間~された戯株

をJlJl、ることや日い， 分主主子形成能力の高い菌株 を選ぶことが主要〔償毘.+1、(言)

であった。 本実験は分総から聞もない時j引に行ったため，当初比絞的多民の分II二

子を得ることができたが，分出曜から自寺聞が経過するにつれて， 次第に分生子形成

状況は悪化した。

分生子形成 lま，比較的蘭君主の生育の礎んな培地上では良好であったが， 必ずし
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もこのような崎地上でばかり起こるものではなく，それほど生育状況の良くない

ニンジン培地において，多くの分生子が比較的長i切にわた って形成された。 生育

状況の不良な殺郊の自由什培地ゃ.3;:芽上古地およびラ y カセイ芸袋JiUi+ 1;¥胞におい

ては，全く分生子j形成がみられなかった。 この状況はラッカセイそうか病菌の 1

的事t<についてだけ行 った結果であり 1也の的株または!也の必または異なる天然楠

地を灯jいた場合等に良好な配;巣を1専られる可能位があり， さらに検討を行う必?s

があろう 。

2 ジャガイモ小切片ょにおける分生子大設形成法

1) 材料および }j法

P S i¥斜面府地で 10-20日培養した閣議 5mm平 }j程度を 100m1 7ラスコに入れ

た20m1の ps 波中に人れ. 25'Cで 2週間J. 毎分 100@]の往復煩とう培養を行ったe

フラスコ内には多数の球状 l遡糸泌が形成され， このうち直径 3mm侵皮の幽糸仰を

とり z オートクレーブで l分間処盟した lQx10x 5 mmの大きさのジ十 jfイモ切片

上に健床し， これを滅菌水で ~A)! らせたろ紙を敷いた直径 9 cmの yャーレ内におき

25'Cで培養した(図l仮-80) Iきs，。

5口後菌糸の何15(により菌糸峻の定oしたジャガイモ小切j午を取り出し， これ

を 5m 1の滅菌水を入れた直径 18mmの試験管に入れ， 25'Cの極度下で毎分 50回の比

較的ゆ守くりした振とうを行勺た(図版 81. 82)。なおジャガイモは，オート

ヲレープ処理やその後のt震とうによって組織が崩壊すると，滅的水中にでんぷん
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1'lI: "事の *ßJI干が j滋揖~し F 純粋な分生子!駿濁 l夜を得ることが困ì:i! となるため，武!Jjjれ

の少ない品館であるメークイン等を j~ んだ。 数 11寺聞の仮とつの後 Thoma の|血球，， 1

話(~症を IH いて滅的;)<[IJに形成された分生子の数を計 m1jした 1刊。

なお供試i謹lまウドそうか病 I適(r;虹i斗主主 Udo5，分縦i圭6I手，最終継代後 4 ケ

月) ， :;ラノヰそうか病的 (ji.u..... 上上旦.!lTaraN4，分離後 5 ヶ月 . ~誌終継代後 2 ヶ

月) ， コセ:.-:;"ングサそうか病 l官(~. Q止dQ1Lli旦 Sb-K 3.分間世後 1年，1詰終総代後

G ヶ}9)およびコスモスモうか病菌(~ . h.は阜旦lliCOK6，分離後 1fl二，J邑終継代後

6ヶ月)であった。

2) 結果

結果を第 9表に示した。タラノ キそうか病菌については， 3日および 5日聞の

培養区において，減l錨水技泊処理 1I時間後から約 10&個 ml以上の分生子が飢策

され， 特に 5日後の 4時間処理区においては， 5 x 106個 /m Iにまで噌加したむ そ

の後分生子数はほぼ防ばいから減少し，発芽分生子般の富IJ合がI曽川]し I日後に

は観察される分生子数は極端に減少した。ウドそうか病幽については 6日間活養

区において良好な結果がi専られ， 滅菌水浸 t責処IJlll時間後から 10ι(悶Iml段皮の分

生子が観察された。

コセンダングサそうか病菌では， 3日1mの培主主のみであったが，滅菌水浸泊処

理 1時間後には 1 X J O'何 ml将皮で， 6 I時間後にはその約10(i告に達したがその

後は地力日せず， あまり多数とはならなかった。 またコスモスそうか病陛iでは ， 3 
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ロ!昔p古設区において滅t1!1J<処PJl4時間後には 13.6 x 10'例Imlにli[jIJI1した。 その後

81時間後にはがJ2 x 10 1悶Iml近くに達したが，発芽したものの数が多か った。

なお. コセ Y ダングサおよびコスモスのそうか病幽については，得られた分生

予の病原1生の有無を[確認したが，分生子濃度約 1X 10 個 m Iの濃度の懸濁械をl喰

筏接極したところ， それぞれの宿 E他物に対して l凶かな病原性が認め られた。

3). 考察

木研究においては， ウコギ科1泊物を宿主とするウドそうか病幽， タラノキそう

か病的およびヤ 7デそうか病 i誼(l、ずれもE呈工旦μ主主)については，比較的良好な

分生下形成が認められたが，牛ク科J宙物を宿主とするコセンダングサそうか病 l過

およびコスモスそうか病的(l、ずれも呈且lQ.旦且u五)についてはあまり良好な結果

が142られなかった I~ =-J。 これまでのSphaceloma(主よ旦よ旦旦豆)属薗の分生子形成に臥l

する報告では，全ての本属的についてその方法を迎用した事例はなく，特定の問

についてだけ効果のあったことが述べられている定，，!)， 2 d 9 ，。 この点からみると，

本研究において行われた方法は，後数の穏に対して方訟をAiJTJしたものであり 18

>1 この方法が特定の穏だけでなく広く本属閣に対して迎fIiされることになれば，

本属閣の荷主範囲を検討する上においてこれ以上の貢献はない。

今回の結楽ではコセ Y ダングサそうか病Iゐおよびコスモスそうか病的である S

U 旦.!l.LUの分生子形成状況は，せいぜい IOS個 ml程度であり，必ずしも俊れた

ものではなかったが，俊樹飯として供試されその病原性 を十分 lζi確認することが
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できたの 従ってこの方法により他の本属閣についても分生子形成状況を確認し，

それを筏f重役;としてこれまでごく 一部の出jについてしか行われていなか った浅間

試験を，より広い範囲の虐jにつ いて実施できるも の と思われる。 特に本属 l'fiの場

合 ， 現状においてはその宿主筋閣を決定することが極の向定 ・ 分 ~i に大きな比重

を占めており 2..2 ， 11 . 'il' ~ I これまでやや混乱気味であ った本属的の分矧状況を改変

する手段 のー っとして，非常に宵効であろうと思われる。

なお，本方法 4己 1<1:分生子 j形成誘導処迎前 lこ 2 fStの lì~ Ji~ 養 JUJJ剖があり，高尽 らの

l:i (;t;ミに比べるとややt貞利tな手法を{半つが 22>'，Whi lcsideの方法に比べるとはるか

に簡便であり 8判，特に Uu0 5のように数年間というかなり長期間の継代を経てき

たj的f.l<についても ，非常に良好な結果を得ることができたことは， 大いに評価さ

れよう 。
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分生子数
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飽名

(菌V>f<iii'号)

ウドそうか病凶

(E.aralia哩 Udo5)

I音妥臼数 浸i出時間
(日〕 (時間〉

6 

2 

4 

6 

8 

1 0 

コスモスそうカ>1，有 ~i 3 

Ol?主主C_lU且旦旦 Q_i cj_Qn上よ号 CO K 6) 2 

4 

6 

8 

1 0 

5 

2 

4 

コセンダングサそうか病菌 3 

(S !U_g_旦且lliSb-K3) d“
t

a

U

守，

分!:1'子数 発当q胞子主将

(x lO'spores/ml) (% )司

1 0 7. -t 

1 2 O. 8 G. 8 

j 3 5. 8 9. 3 

1 5 3. 6 I O. 5 

1 5 ~. 0 I 8. 8 

j 4 3. 6 3 '1. 5 

ー十

6. 4 

J 3. 6 

1 6 8 6. 0 

j 9. 2 3:3. 3 

1 7. 4 4 4. 8 

O. 2 

O. 4 

O. 2 

2. 0 NT 

6. 3 N1' 

9. 0 NT 

7. 0 N T 

a)発当分生子数 全分生ナー数 XJ 0 0 



図版-80 :オートクレーブ処理

したジャガイモ小切片

上において培養したそ

うか病菌の球状幽糸境

B 1 試験管内の滅菌水に

浸111した球状闘糸塊の

付着したジャカ'イモ小

切片

82 : 71<に浅漬i圭，毎分 50

回の往復振とうで分生

子形成を誘導

113-
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V. J，岳地!こにおける 11，状比較

S'p bac~1 旦 m ~ (" 1喧iIl oe) 民 I活j の分~が， t:に当初発見された術 Eのj主いによ って

行われており，厳rf，:な aむl沫での街主筒聞に息づいたものではないことは j犯に述べ

た。 このため本研究κおいては宿主材i物の科が|司ーである 一 部の l'si株について，

それぞれ公_ll般的を行いその桁 J:純l耳lの混同を確認した 川010 その結果|百lー 名{か

のぼI でも，分自!ilhi 刷物が5'4 なると柄 JJ主性も JJi: なる上~I 合があり い ， qc';に1&J品hi[物以

外の/ti[1却を祈 tとする i宵については，必ずしも宿 1:範閉だけで砧名の児lcijを論ず

ることができないことが l切らかとなったの

このため本研究においては， J岳地!こでの生育や栄養生m! ó(H者 !~I， 1'1， 血7J'1学fJ'jT 

法による終的の}J日総性， および可後性タンパクの SIJS-，j! リアヲリノレアミドゲル"1'i

気詠llliJによるパンドの出現状泌からの比較を行い，科的Il打のm縁関係を IVJかに ーす

ることを試みた n 本 市におい てはまず栴地 上における各i鈎株の性状に ついて試験

を行った。

l 温度および水素イオン濃度の影響

これまでE且)Ja_ccl_Q1I!旦 (E_ISj_ll旦旦〉照的は分離が困難な上に， J~ J也上での生育が淫

1、ため，多 f'1!の摘が記 .1者・命 名されているにもかかわらず，収 j也上における生n

1え i~( をれしくぬ討した τ打例は少ない 。 本同点i の悶 {本 jf~ j由lニで の位打は緩慢なだけ

てなく J{1地点 IIliを以身HRに(1111主することがないため. ~t 育状況の良夜を{巴侵す
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ることは容易ではな L 、 n また，液体 jl'~ 地を)TJいる場合も 11， ijI 仮とうまたは[，~'1'，; J民

とうによる明設を lfわないと生ff泌fJtがきわめて j~ < ， そのような j古.IS'(，lH.Jの性

11 1多数の試料を _.Lpに倣うことがI:1H置であるため，他の!'eiにおいては間 ql，ζ総

J巳の噂ける l.';A 伎 や J;n也の pll によるt，~ ~!f;'がほとんとイミ 11J1のままである l1 ?'l" fiTIiM 1.主や

水素イ司:/iJ:.~ JJt I、ての '1'育状似を検討した過去の研究可)q刊においては，そのJj法

がまちまちなだけでなく， しばしばあまりì:t~的とは言えない }j 訟をmいている

ことがあり， こ.1Lらのデータから終的ごとの lt状 をJt絞世ることは )1:.，'止に 11，)i~t で

あった 1111-1げ白 ItI Jj . 1 ~ G 1 lJ 'iI 刊さ・1UHe

本研究においては， 1司休明 j出 lーにおける ~J:fiについては C.lamによる i宵の生長

l立把JkjJi法に刊I(した Tt)， を JT) いるとともに 刊 \液体 J高地における，，~ Tfについては，

念日lがタイズmとう 1内閣の日13tにおいてmいたみi~l， を j占4:として 1 .tI o， コセ /7

ングサそうか r~I Ij!fの研究のため iこ[世mした )j放を統一 的にmいた 19O・I・d. ( ~ ~.; ，。
己れらの方法においてはJ:&筏似を幽糸嶋 とし， 生育判定を直言体の柁:W!.ill i立によっ

て点記するものであり，日的な比較が非常に容易であるとともに， また多数の試

料を|司吋に倣う乙とができるものである c

この刀法によって，制使条 n の ~I~ なる固 体培地上，および水素イオン泌伎の災

なる液体沼地における本属I捕の生育状況の比絞を行い， ノド属幽の lill々 の{生状を iリj

らかにする ζ とができた。
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1). 材料.tJよぴ jJt!; 

(1)l!l試I古都府

木試験のfJ~試 lお rÆi は第 10 友のとおりであった 。

百i10点 i，'J m:および水素イ 71.::.--í~~ J.廷による i;fj符試験に (J¥試した i盗株ー l

l五l除名 病原的中日名 分離i!?，[1出物(知名)および探知J由

日Isinoc_amp~lina Ea-04 ブドウ t且とう 114i話I Vilis vinircra (フト'ウ)

千島~ !県 T品5rli 

E aral iac Udol ウドそっ治主ν11¥11 Aral ijl ，_ordala (ウド)
.lt ifij j且網広 rli

A r-O Z タラノキそうかがUtti A."I_a1a (タラノキJ

i乏野県小以/lI!只Illlllr
YTI)4 ヤアデそうか病I泊 I'atsia jaPJJnica (ヤヅデ}

下l主県 fA'1r1i

ト fawc.;.Lli Ef-Ol ミカンそうか病的 むLよJli u n旦lli(ヴ ~'J di 古'l)

愛知県尼娘一 宮 rli

E. sacchari SCI サ lウキピ lコXli病的 E旦且回以.!!l9 f fj_cj_l!!u u m 

(サトウキピ〉

~ Ir 例県富 占 ぬ城辺 IIIr

Sphi) ~I_om a <u~b_ i <!_Ç AKBl アウピそうか病l量I 位互主i且且旦 J!]AJ_旦(アケビ)

山形県村山 rli

a arachld しを Sa-04 

S.bidcl11is Sb-Ol 

('001 

ラッカセイそうか1おi持 立ra c h i写 hypoga旦.2 (7マカtイ〕

千葉県千J謎市

一1C 'l~' ~ l'せそうか病 IJli !日且♀旦s p_l斗旦~a (H~r 'l 9 rJ) 

京 Jメ i~11 )(ぷl天

コスモスそっ iJ' li有 lま~ c旦旦.!!lQ..S 担.lPl且且ala(nu) 
れ11奈川県川崎市多成区
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第10 ，~ 昨~ f\よおよび水主主イオン iC~ 民:による ~f; ~.，q 試験にfJt 試した l通株 2 

|料株名

$， kurozawana Sk-01 

$， zc1kovac KYK1 

(2 )品u立の形手平

病院llj;if1l各 分離imit~i 物(fl1名〉および尿処i也

ヤプマメそっか的t'f.i Amphicarpa9_a ~dgçW(Ul ji 

var， pdg旦Wロι1ii (寸・ 7-'1' メ ) 

j品玉県秩父 III!結川村

ケヤキそうカも奇有1・両 Zc1 kova scr司は.2 (ケヤ牛)

w 1;( 1m llt川科医

f品1立による切符については，以 Fのとおりの J]?liとした o (1 m 1のド S，¥を分 il

した試験管制 irri1('; J山中央部を鈎量|ですこし I'jrjって小阿部をつくり ， 乙こに#t-)2迎

1m Jff iをLu'[径が約 3剛によ主した LR状l趨糸泌を，周辺の用地に触れないよ うに往怠

f空くぽlポした。乙れを 15， 20， 25. 30 および 35.C の tt1指鴻 r~r におき，手) itÇ~ l文ごと

に MI，広 5 .1;;の試験管を IJt 試 ・ J~51をした。}書王H~ ({圭は，生育した1調;設部分をなる

べ〈収J山が合まれないように 1"&りIlJし， これを熱湯洗浄と l吸引泌過を aII!/繰 りA

して， 1苦ij品、に Hi守する ;選天守の沼地成分を偶 )J1除去した後シャーレl付に移したn

洗浄 i去のがi;按;t.¥r↓は 90.Cで 511年限]乾織させ てから 1111日lidEねL/Jにlixii'I:し， その後

'fi lïJ:を百 /'71[1/し て f号制度における平均値を!ì~UI し，各 #i"'.支ドにおける生長ほとした

11'" . 124. J o Cq 。

(3) ;)く丑;イオン iJ1~ JStの j~~ ~;呼

l)( ，t;イオン記H~ による彫符の試験方法は以ドのとおりとした。 j垣市の P S i伎の
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2 (g. の 拠 l立とした i高 i~i伎(以下 rP S 2 ir主lという)に. ~1 J 1 .長に ;l~ すとおりの

f1lの O.1 NJ品目をまたは O.1 N水目骨化ナトリウム治討をを加え， さらにこれとHf1lの蒸fi{i

水を加えて IJTほとし， これを 9m 1 づっ試験管にう}(!:してオートタレープで l'，V. I'~l し

て， rr Ffl I交件?の 7]<.，i};(寸ン濃度を '1ミす J占 j由を i'l 烈した。終処 I'1! ごとのfJt 試.，1.股 Î~

~は 5 ..j正とし， 係試験 7・~，ζlよ[1'[11'約 3mmの)，P1)( 1:'"糸塊を lつずつf差額し， これを
lanO'.3.17に傾斜させ，煽I見付℃で仮闘 7cm. 11$分 1001弓に，:i;iJ~質した往復仮とう

jA提起fii!J:を川い， 14 ~ 20 rJ I11J J;j i~ した α なお. Jfi'i'iii'Uiijおよ びJ:51重点i去には， .~守

処即または試験1'fごとに pllメーター力'ラス'fUjili式JKぷイ オン泌JJt訂， IlM-20E， * 
IJJi1Uil1<:工業社製)または p1/!ÎÂ験抗.~ (張作総紙(聞製)を汀!いて沼地凶lをiJliJ定した o

J/~ i'i:終(lまに rfJ~J れた必肢は蒸留 水 で洗浄し . 90'Cで 511寺1111党総させた後 IU

r.ll'主hVlにJ.iXi賀して frr1iJ:が安定してか ら 'IHil:を ~ I' 国'J し，終処舟lζ との平均仰を算 11\

してノ1:民Q.とした tf' rl • I ? l1 . 1 P川。

なお， サトウキピ I'J尽病閣は，7)<般化ナトリウムがほJ血に合まれ， やや JJ<業イ

オン ill~J.支の高いJ点Jljjでは，多 I，jの枯111物質を iJt~I.:して幽叢の乾燥flÎ むを ~ f' iMする

ことが不司 fi~ となったため，問ほの O. 1 N7)¥ ~量化カリウム俗般を川い て.W.J絡を行つ

た I? 4) 0 また，試験TIを傾斜させて擬とうする方法では 1IBJ に I 台の振とう n~

養織で 150本以仁の試験管をf!t試することができた。
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( rll. (，'1 : m 1 ) 本来イオン iÅ~ 皮の見なるJ:;'';J出の調校.m 1 1ぷ
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2). $，'i県

(J)il，，\1立のJ:~ 'J年

~寺内そうか百'jt Î~~i の '1:i7に対する織!立の影特は第 J2i~ のとおりであった。 名 1・向と

も20-30'Cの附Iでよく'[:f1'し， 2S'C 前後においてi註も良好な:'tj'fをポすものが多

かった。 15T のやや(JJ:偏におけるノ I~ 1守はほとん どのi'~j で憾端に不良 とはならなか

ったが p ブドウ匁とう病的 だけがかなり '1:l'i不良 であった o 35.Cにおいては全て

の世iについて |河 ;riの'IonをIIilU~で認めることができず，また この itlJtlJtドにむい

た"，\ 1強~を 20 r J IHIの1.，¥lí，品 川IIUJ 終了後に 25 ・C の 7.~\ 皮下にftしても， その後1通;たの '1:

長は認、められなかった o 20.Cと30"cにおける生 ffを比校すると ， ヤプ 7 メそ うか

病l測とコセンダングサそうか病以1は30.Cでの生育が良好であった。 i並にウドそう

か1市l草1. タラノキそうか病的， ヤツデそう か病 111. ケヤキそうか病凶， ラ y カセ

イそうか抗菌およびアケビそうか的摘はやや 30.Cよりも 20.Cにおける '1:1'干の }jが

良好であった。また， 宮占e13でJ，*:mされたサトウキピそうかliIi舗は. 30.Cにおけ

る生育が20'Cにおけるリー汗よりもやや良好ではあったが， 1長 ~;t~ な偏り (;t 示さず，

l孟ぼ25.CH.i1I:で1註も Ij:i'r 良好であ った υ
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(2)水素イ司ン波皮の影響

i音地の水素イオン iC~ 皮による修響についての結果は第 13j~ のとおりであ っ た 5

各撞そうか病閣の生育は供試 pllJ~ のなかではかなり広い範囲で生育良好であり p

ほぼpIl3.0-9.0の範匪lでよく生脊した。アルカリ側において生有阻害が顕.6とな

る歯は少なく. il!tt!lolJlrJでは pH値がおよそ 3.0以下で比較的大きな生育阻害がみ ら

れた n 例外はラッカセイそうか病的およびブドウ黒とう病的で， ラッカセイそう

か病虚iでは pll4.0-7.日付近が， プドウ黒とう病閣では凶16.0-8.0付近が生育に好

適な沼地pll!il(域であ った。

上古養後の培地pllを掴11Æ:すると，主に p H値が~ • 0以上で比較的良好なとt育を示し

た区においては 7.0付泣にJ促点するようにみられたが， 主主育があまり良好でない

低い pll域の区においては，応初に調挫したときとほぼ同織の pll値を示す傾向lが認

められた。

なお， サトウキピ白星病自主については，水酸化ナトリウム熔j伎を肝jいて水素イ

寸ン in~ 1Jfの羽殺を行 ったj音I由を用いると. pll が~. 0以上においてはよ苦手島rlJに多民

の粘性物質がmt1ごされ，乾燥Z古島の測定が困難となったため. O. 1 N の.!1t~緩または

水酸化カリウム溶液を11'1いた。 またこのようにして作製した沼地においても . pll 

値が6.9， 7.~ ， 7.5および 7.7 の区については，車内性物質が多五I に~生されたため

薗叢の乾燥重E誌を測定することができなかったが，菌;旋そのもののをE育状況を肉

眼判定すると以上の 11区での生育状況はほぼ問織で，あまり大きくなかった。
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;r. 13;毛 各府iS p h" <:_C 10m ~ (E 1 s i 11 oQ) 鴎闘の位打と /I< ~i ィ;d. :/泌Jjtとの関係 l 

EIsil10c ampclil1a r. ~ - 04 (ブドウ児とうが<1拘， O. 4 mg) 

J;~ ~Iiíí pll 3. 0 3. 8 4. 9 5. 5 5. 9 6. 3 6. 8 8. I 8. 7 8. 9 
培養後 pll 3. 4 3. 8 4. 8 6. 5 6. 6 7. 0 7. 1 7. 4 7. 5 8. 5 
乾燥!D;1百(m日) J. 0 1. 0 O. 8 42. 2 11.0116.7 91.3 85.7 46.3 1.4 

E. aral i ao U<lol (ウドそうか病的， 0.6mg) 

J;'; j!i iFi pll 2. 8 3. 8 4. 8 5. Z 5. 5 6. 0 6.6 7. 2 7. 8 8. 0 
J再建{者 /)11 2. B 3. 2 6. 8 6. 8 6. 8 7. 6 7.8 8. 0 8. 1 8. 2 
花怜，-uli1 23. B 38.0 57.4 52.2 52.4 62.0 61.5116.2 19.5 1o.2 

E.ualiao r̂-02 (タラノキそうかがii'f¥i. 0.3mg) 

j巧1'i:IFf pll 2. 8 3. 5 4. 8 5. 2 5. 8 6. 1 6. 1 1. 7 8. 6 9. 0 
I;J J~ i去川l 2. 1 3. 7 6. 7 7. 3 1. 3 7. 4 7. 4 7. 5 1. 1 7. 1 
位 ~!t1U立 28.8 84.4 101.3 88.6 18.6 85.4 80.3 82.5 83.0 85.0 

ーー『 ・一 千ー

E. aral iac YTD4 (ヤツデそうか病的， O.lmg) 

J，~ ~ijíipll 2. 8 3. 5 4. 8 5. 2 5. 8 6. 2 6. 7 7. 7 8. 6 9. 0 
!;~廷後利l 1. 8 3. 4 6. 7 6. 8 6. 8 7. 3 1. 6 7. 9 8. 0 8. 0 
乾燥宅情 29.2 11.8 87.5125.2 74.0 76.3 78.4101.8 75.280.3 

一 司ー

1;' f a w旦旦.lil Rf-Ol (ミカンそうか 1お(~f. O.8mg) 

J再延tiiipll 1. 8 2. 8 3. 4 4. 6 5. 2 6. 1 6. 8 7. 4 目。 B. 4 
j~ .. 主主 後pll Z. 2 3. 1 5. 6 7. 0 7.1 7. 9 7. 5 7. 9 1. 7 8. 2 
乾悌 ~rn 17.883.479.678.580.188.1 84.281.4 71.2 91.6 

一一一 『・

E. ~哩J;. c h <lU Es-O I (ザトウキピ白昼病 l草i. 1. 5 mg) 

j再定前1)11 Z. 5 3. 1 4. 5 5. 4 6. 0 6. 7 6. 9 7. 4 7. 5 7. 7 
j吉長後pll Z. 3 2. B 6. 0 6. 8 6. 9 7. J 1. 0 1. 2 7. Z 7. 4 
乾燥 illIi-! 33.271.453.555.581.088.3 

司『圃 ー一 __.  

~hac e l o ma ara.Jillid i s Sa-04 (ラ yカセイそうか病関. 1.1 mg) 

Jff i!i fiij p 11 1.8 2. 8 3. 4 4. 6 5. Z 6. 2 6. 8 7. 4 8. 0 8. 4 
JA 1'i: i主pll 2. 2 3. Z 5. 5 6. 9 1. 1 7. 9 7. 7 5. 3 5. 1 4. 7 

'i'l.線市町 4.3 51.6 61.7 116.9 118.4 114.9 J 13.5 49.6 51.0 44.5 
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第¥3.;t{ K H Spha C!) J_oma (¥， ¥_si 1l9c) 属 i符の生frと水量;イオン波l立との関係 2 

S. billon.Li s Sb-O ¥ (コセンダングサそう b冶1市rFi， ¥.Om&) 
111員。ij，，1¥ 3. 3 3. 9 5 2 5. 8 6. 2 6. 7 7. 2 8. 5 6. 8 9. 1 
JtlNi走判l 2. 8 6. 6 7. 2 7.6 7. 6 7. 6 7. '1 7. 9 7. 9 7. 9 
陀照 m!tt 4 ¥. 0 60.5 92.2 86.3 82.2 78.7 19.1 85.3 64.4 61. 8 

~. !l土並立nlis COO¥ (コスモスそうか病(~i. 0.6I11g) 

!i~ 1をliijp 1¥ 3. 8 4. 6 5. 2 5. 6 6. 0 6.4 6.8 7. 4 B. 2 9. 0 
19 ~後 p l\ 4. ¥ 4. 8 6. 6 6. 9 6. 8 1. ¥ 7. 3 1. ¥ 7. 1 7. 3 
位燥 m1i1 62.0 80.2 81.8 63.8 87.0 87.4 86.7 69.3 87.0 86.2 

ー 一一ー

S. kUfoz.a!1!Il" Sk-O i (十プマメそうかWií~l ， 1. Omg) 

J(¥ ii' iiii ，，1¥ 3. 6 4. ¥ 4. 9 5.5 5. 8 6. 6 7. 3 8. 6 9. 0 9. 6 
JI~ .iS: i走pl¥ 6. B 4. 7 6. 0 6. 2 6. 5 6. 8 6. 6 6. 8 6. 8 6. 8 
乾燃 rf[ra 22.9 27.6 31.6 35.6 32.5 29.5 3¥.7 35.7 34.0 25. ¥ 

+・一 一

~.zc\kov 呈_Ç KYK¥ (ケヤ牛そうか1占的， 1. d I昭)

J14英前例l 2. 4 3. 1 4. 3 4. 8 5. 5 6. 3 7. 0 7. J 7. 3 8. 0 
J行iQ:j.圭lバl 2. 1 3. ¥ 5. 9 6. 2 5. 2 6.5 7. 0 7. 6 6. 3 7. 0 
吃線南 Gt ¥ 3. 4 46.2 8¥.7 50.6 58. I 53. 4 60.7 67.5 55.6 [，3.8 
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3) ，考察

ilJ. l主の速いや水素イオン i~H交の迷いによる l品I の ~I二 f1 の.iIi;いは. 1;~ J1JJ I-_における

'1. nに1¥(1する肢も j占本がlなt'i:Viてあり ， それだけでは分別 同定の)~i¥f，となるこ

とは少ないが， 備についての電史なれ']fMのーっとされる。本属蘭については生長

の緩慢さと特 51~ n/~ な i世i お Jr~ 状のため， このようなJ占本的な情報すらほとんどない

に等しい状況であった。本研究においては s このように取恨の1'1<1燥な本属 l拘につ

いて問問な手法を開発し， さらに何々のl誌についてその迎 IIJを行い I 多くの結果

をf号ることができた。

ほぼすべての供試出Iは25'Criii i査を生脊.iJm砲とし . 300Cの高槻や 15"cの比較的01

itril Fでもかなり良好に'trrするが 30・C以上の高itmに虫、jする反応には微妙なもの

があり. 3 5"C に少なくとも 15~ 20日間おくことにより，完全に死滅寸ることがり]

かとなった。本同 [l!iによるラ yカセイ ， コセンダングサおよびコスモスの病宍は，

7 n r l l~ F 旬の 1毎iil;jlリ]りあたりに誕生がピークとなり . 7)J下旬から 8月にかけ

ての高槻lVlには一次発生の j11.‘大が停止する川崎， 1刊 19' Ei . 1 S ~) d このような現象と

本開 l趨各府1)の府地 l二における沼l支't!it!.Eとは， きわめてよく一致するといえよう。

1司-Illiとみなされているウド， タラノキおよびヤツデのそうか病閣については，

傾似1生が認められ. 3つの的とも 30-Cよりは 200Cでの生育が良好であった。[司肢

に!日]-R!であるコセ;/7'ングサおよびコスモスのそうか病菌の楓皮特性 lこも比較

的高い煩似性が認められた。乙のことは iiIj有の発生場所が北悔Jllや本!ijの山間i也

てあり， いずれらJt，絞的寒冷な j白域であること ， および後者の発生場所はほとん
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ど1司 ーとい J てよい己とかり， ::ft'l，場所の rMlJi環境が各 l鈎の協[I[H 1'tに1><:1決した

結果であるとら思!われた 吋 1・刊I1B6JO

しかし. ウトそうか j，iil:trのtli集l也It非常に定冷な.1ヒ海道網庄市であるにもかか

わらず，俸制 Iこ低減での'1:ffが良好ではなく， また， 'JE熱借地域てある官，'i，1i_dで

j;~ 11.\δ れたサトウキピi' J 足病院~i は • q，j に高指ll において'1:育 j込 ~r とは見られなかっ

た。このことからは，ヰ;f~ 1・''¥iは v 般 f':2 S"C前後において他行Hげであり，あまり

その発生地の似&:J車場に Li:{iされることが少ないのではないかと思われた iqd10

4>: ;た験において桜町前~としたのは D'[ i宅約:;rnmのlR状i1i糸i胤であ勺た。このlR状

Ifl糸見はI潟l核よりは比較的 l'i'i!.立が低いがs 通常の糸状凶の l通J接に比べるとかなり

，:・5嘗;皮であり，お限の j罰応援凶に対するIfri.Jtリ:が強いのではないかと忠われたが，

35'Cで死滅サることが認められ，実際には かなりね皮の修得を受けやすいと思わ

れた 1.凶!日・ I~ 6. 11) ~ J 0 ‘このことかり，本氏菌 による病'占についてFIlf-伝染のI1J

li~ 1'1: 1)>認められるものがあるが 1，; P . 1";" iI ) このようなliP，-;g:の防l徐に当た 今ては.

熱処JlJlによる開 fin Jj;の可能性があるといえよう。

水量:イ司 Y 泌l支による影響については F 設定できたpllJ或が約2・0か ら9.0までと，

従来の研究ーにみられる純四より比較的狭かった。これは本実験においてmいた刀

法にi包括lするもので，特に高いplll直に ついては水酸化ナトリウムを多:[t，己 使用し

ても設定が|羽;ntで，正JIMIj窃圧紙閣の1去にpllll車を測定すると， あまり高い!iI[は得 b

uず， 吉らに培地の色彩か必;尚色化して内容物が分断している flj能11:が示唆され

たの このため設定I泌を比般的炊い飽聞にとどめざるを得なかった。
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7l<~ イオン濃度による生育への影響は， ラ γ カセイそうか病的では比較的2Ji呂・

なものがあり，精養開始直前の水素イオン濃度がpll4.0-7.0付j[において良好な

生育が認められ，その前後においては著しく生育が抑制された。しかし.その他

の本属 l麹においてはこのよう伝状況がみられず，比較的広い艇聞において良好な

生育が認めら，水素イオン濃度がpil3.0よりも低い湯合およびpllが9.0を魁える場

合においてのみ生i'fl担答が認められる乙とが多か った。

tg I出のノk紫イオン濃度は，舗を{妻名E・』古ii'することにより火きく変化した。 何

も後陸しないで単に探とうを行 っただけの結地では，娠とう開始l立iiriと終了直後

においてほとんど変化が認められなかった。比絞的良好な生育を示した閣の縫15'

直後の上高地の pllを測定すると . ほとんどが 40-8.0の範囲にあることが多く，特

に6.0-7.0の付近に収束する傾向が大きかったの このことから， 本属山首の多くは

比較的 Il~ い範閣の水素イオ Y 濃度に趨応して !t 育できるが，はぼこの付 i庄が共通

した生育至j菌水素イオン濃度域に当たるのではないかと思われた l.tl0 J。

本属簡の i昂 B王特悩および生育至適 J)<~ イオン濃度による影響は， [星r;授の吃燥雷

1ilを:1l様として判定を行った。 本属閣以外の糸状的では，通常悶体培地上におけ

る磁設の直径を il[l!;tEすることにより ， 簡単に生育の良否の判定が行われているが，

本属菌の場合にはこの方法をとる乙とはほぼ不可能である H ato 少なくとも本属

的の場合，生育状況の判定にはやや煩雑であると同時に多数の試料を必嬰とする

が，本研究において伺いた方法をとることが適当であろう 1日刊しげ恥。
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2. 炭若~iff.l守 主主家ilJliおよびビタミンの膨号車

Sph~G~lo l1!~ (E 1]> i 11旦_c) h~ r河l;f. -般にf;n由1:におけるつ，1'，が綬燥で，その性状を

IIJJ 句 かに甘る ι とはH<1 1ílt とされた 。 45 に~ 1l'J:F目的な試験については， y イズ J.I}，

とう病 l均(E.glj'cinQs)について合 1l1tJ>iiったものがその噌ーの 'lf例 であ 勺た 111111。

1975年以降， ブドウ[.~~とう fiii l資 (E . am且c1 i n a)戸2" ) やチャ I~ )i!術的(fi_.Ic.り ospi 1 a) 

?;'れ について同線の制作か行われたが， .('11TI の JJ 法に J:I:べると ~Iõi'f mのr，r11'，み t1i

がやや不正確であった。 ラ ッカセイそうか病l虫(S.H 旦<U!lJ!i s) I令令}について的波

~IZ 州市 111:により'1::ff虫ヰとめたれ1;~があるが，国体崎地 t での判定であり，多少な

ワとも }1~ 天の J15 併を )<;1;Jf. せざるを得ない P l P20 その後コセンダングサそうかjiill¥¥l

(S. b i den l i s) 1 o n)およびコスモスそうか病 l:ti(S.!LU!旦且上1s) I告ら}については rpl~i 

で，サトウヰムピ白星病「ゐ (E.sac_山旦Ll) ， ラッカセイそうか病的， ヤプマメそう

か百iii調 (s.1t旦I:Q旦jlWalla)， ウドそうか病白M， タラ/牛そうか病的およびャ γ テそ

うか病l清(¥、ずれも E、主_r_aU<!..Q)については同時比較で， ft l1Jの JH去に f信じた試験

が行 われるに をり I~ A ) 他 の[拘よりも約 40年遅れで， -1>:j溜の栄養生間的な日f究は

ょうやく t-fiについたばかりということができる。そこで本属的 の栄!j!t~jô I-'ll的な而

をさらに切らかにしようと実験 を行 った。

1). 材料および刀法

( 1 ) I!t ~式的1*

本研究に JIJいた閣は， ラァカセイそうか病rtfやコセンタングサそうか'M閣， ミ

カンそうか病lぬ(E.f.awq'1___U)， サトウキピ自足病的(!i.・旦包主主主工ょ)， ヤプマメそう
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かがli拘(S.kuroza.ana)， ス Eレ初そうかがlt符 (S.violac)， コスモスそうか1百iil羽(s 

F 注 hc~loma iJidcnlis) ， ウドそっか Ir可I't!i， タラノキモうかがiiおおよびヤ Iノデそう

かMlf拘(，、ずれも E.a r a I iむ1) である。

(2 )jJl'極的1の調 jc，

名阪 Sl/ hacelom~(EI ，<; inoc) 属 Ç{j の栄民生 I唱を検討する場合の lîf'TI ìII)ll:! ，以ドの

とおりの下 11闘で剥較した 11:1.:1.1 ~~ 01 • t刊 3u

I!¥ J，t符怖を PS八れ IfliJir J也て 2.Il!11日11¥11.立j岳長し，約 5mm立方f'EJ.丈のほi擦をかき

とり 100ml の 7 ラスコ内に移した後，薬さじ等で卜分に治して制)~ーとした。乙れ

をl古筏 O.5 mmのニ 7ロム線でつく勺た IJ，j径 2.0 mm，外筏 3.0 mmの柄 f.fきループで少

況をすくいとり E フラスコ l付の PS i放に怒濁してitmfJt25・'C，娠幅 7om，毎分 100[11:1

の往 復J辰と うj古謎を行 ったo IS;長を続けると ，使館狐 の制片を伎として次第に 1*1

質沈状で L1<状の l狗糸j鬼が形成され始め ， ~f，J 2週間後には直径 2-3mm程度の均一な

LR ~Å' I '~i 糸 lJY が数|間以|得られたので， 己れを符符i試験等のt耳石E似とした。

(3) Ii骨建 jj法および佑長官の.I'1'fllfi

f号処Jl]lごとに5*の試験管を f!¥試し， l!fn是jの浪人や不良後-Al拐tによる途中廃棄

があっても， 11改終的に f~ 低 3 本が各処1'-l1ごとに銭るようにした。 終試験管には目立

派約 2-3mmの球状 [:ti糸J鬼を iつずつ桜 fillL. これを la n G "-. 3 1 '/の flj皮に傾斜さ

世. (r7dfJt25
C1

Cにおいて， j.長踊7cm，毎分 100回の往復振とう培養を行ったの 2必悶]
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-20 U IWNi i'tをiiった後 1専られたi泊識を恭W:I;Kで卜分に洗浄してから 77ナ

ろうとでl吸引泌 jj.¥¥し， プ/ラス y "・ーレ|付において 90・Cで 51時間乾煉さ日た。 乾煉

1¥向JEはそ のi走 1 rllm~fi/，，\ t人 f@. に liXii・iL， #ñUß[を{!~ FさはるとともにjiTI'ii~' の '告主\"f 

の水分 l吸収による;;~怖がなくなり弔!立が安定してから僚 ljì を íf い『各処1'1: ごとの

I試験管当りの、leJ勾似を生長 li¥とした。なお， J品集開始直前には pllメーターをIIJ

いて各処 I~! ごとの代ぶとなる試験管 l 本について，また J1'~ i!E U!I後には pllメーター

または，，11試験紙を川い，原JIlIとして令供試試験管について J
1
'7地 pllを制え・した。 1'11

試験紙によるiIlu定では，必ず l処 Ifl!について 2限烈以上の試験紙を川い， 1 fon煩

の試験紙で iWJr主限界に j1J:い値が?Sられた場合においても， より正確な lWJ犯をこ己

ろがげるようにした。

(0 炭窯語;i の t~ tJ.!~ 

抜本m地として，合川 (1960)の報告でmいられた Lilly and Uarncll solulion 

( L Il i皮)をJ11い IiI o ) 乙の J~ )也において炭;MiJjJ(として111いられているグルコー

Zを，グルコ スを含む糠mや糖アルコールで[i!興した組成の Jf5j出を IIIいた l令。

1き41N'o 供，M炭来郡の限恕!とその添加l_母はtf， 14"¥長のとおりで，名 iJU;源の I奈川1

fillま戸j一 分ほのぼ j也内における炭素の買が， 25 gのグルコ スを添加したときと

~!llとなるようにした a 滅的は IJ~(Jlflとして， 3 n 11司の|聞けつ j威l調または泌il!!li滅l通

( 1'L 1望O.22または O.45ILffiのミリポ 77{ Jレター， JJ 4>:ミリボア工業 iJ製)とし，

オートクレープ処尽による総額の分解等がないようにした。各試験管には 9m 1ず
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つの椛 j由を分itしてJ:R~X 1道糸泌を{主将し 2週 1m-20 [J I日]の Il:f!i振とう府廷をff

ぃ.1拘波の乾様弔問により'1;Tfの良好を判定した。

;n 14ぷ I!t試t起点iIl;iのrUIiとその添加14t

{J~試炭宗派

(品E?うおよび略号)
分{rrt 添加日分子 )~ ~lij )5' 

(g!L) 

-
U同

-uJ

制
M
M

物
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L

司、
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h
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h
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u
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V
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P

P

2

 

z

g

u

A

6

A
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v
p
u
n-v
n
L
P
u
p
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W
 

O

O

8

0

0

0

 

0

0

7

0

0
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5

5

2

6

5

5

 

2

2

2
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2
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0
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-
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e
L
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V
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ρ
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r白

nu

m川

r

・
2

“

PL

A
N
H
S
E
E

ヨ

G

Hド
ι
n
ι
u
H
U

-

V

4

・hu

-

-

I

l

n
μ
V
A
n
n
n
u
n
u
n
u
 

f
、
-

-

f

、，
t

一

;

U

L

i

)

 

3

r
h、
r
~

z

ス

引

い

一

ス

ス

一

一

ス

/

一

一

ト

l

一

ピ

口

/

ク

ヲ

コ

ラ

シ

ム

ル

ラ

ル

7

牛

ラ

ブ

ガ

グ

マンノース(J)-M，，"nosr.:Man)

ゾルボース(I.-Sorbosc:Sor)
180.16 25.00 C"II， " O ~ ， 

180.16 25.00 ColI，含ob， 
マニトール(J)-ManniLol :Mnt) 182.17 25.28 C，.II"O&， 糖アルコーノレ
ゾルピトール (1ト$orbiLol:Sbt) 182.17 25.28 C.II"， 日仏

セロビオース (CCllobiose.Cel) 3~2. 30 23.75 C， ，112201'， 二地獄
ラクトース(l.actose:l，ac) 342.3023.75 C'211，.O" ， 
マルトース (Mallosc:Mal) 342.30 23. 75 Çt~ 1I 22 0 1i， 

メリピオース ('¥¥clibiosc:Mel) 342.30 23.75 C は 11220"，

Y~ ーク ロース (Sucrosc:Suc) 342.30 23.75 C，含11220t t， 

フフイノース (Raffinosc:Raf) 504.44 23. 33 C ， ~ 1I l2 0"j ， 三 結額

テキス卜リン (Dcxtr i n: Dcx) 22.85 (CらIItoOdn'xll己0，，¥，7で，¥1-:p 
'1 ti11'1:デンフン (Starch:Sle) 22.52 (C&II，"0<)，，+II，O， ，， "99 で ~ I ' l~:

(5)>1[泉純のai!嬰

基本}高地 1;1炭ぷ1聞の試験と!日j織 1-日I止とし . ()~試笠 245 源にはアミノ酸知. 行機

およひ1!1!機の宅点化合物で 1・13椛における窄議飯であるアス バラ ギン l水利l物
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19を， それと、'1 1ttの名問令系i1J;1 てii'tJ挺した剥11戊のl.'~ J也を「ド烈し-*".I:!般にf!t試した n

供品[培，4;i，日lの f.lil]と i?，:iJJlIlilはifi1 5 t.之のとおりであ 3た"引い<¥，1S:'・to

己れらのをよ~ i@ i~ JsI h1 J由は， J再認 Ijiiの 11<;#イオン浪度が川15.0-5. 5 の ~ií r!llにな

るよ弓， O. 1 N J布目立または O.1 N水政化ナトリウム縦波を川いて凋慌した。その 他減

とrlijf，~とした 1 8 f¥ ， ， ~ 11 ll;'川

l有， Jj} i'f. j主milJní~ 製および ']:1長引f.1:U'.の名 Jj 法や Ut 試試験 Tf 数は以来似の j劫 o

第15j.毛 t}l，品1:':!. >fi 11;1の HiHiとその添 JJI1I，t I 

~)f ，f; i伊1j

(英?うおよび UI自ザ )
分子fi1 添加 Ijt 分 F式

(g/I.) 

アラニン

(L-Alonine:AI.) 89.09 2.37 

7 ルギニン~}f'{'iilll話

(I，-Argininc monohn1rochloridc:Arg) 210.68 1.40 

-r ^バラギン般ナ lリウム

(L-MのnosodiLlmasporlolc:Asp) 155.08 4.13 

アスパラギンー水利物

(L-Aspoaraginc monohydratc:Asn) 150. H 2.00 

クレ 7チンー水 中111勿

(Crrotinc hydralc:Crc) 149.16 1. 32 

Y ステインーJ1J，椴 j白 水利物

(I.-CYSlcinc IICI 1120:Cys) 175.64 4.68 

グルタミン般ナトリウム

(I，-Monosodium glulamale:GILI) 187.13 4.99 
クリ ν ン

(Glycinc:Gly) 75.07 2.00 

ヒλ1-:;ン~}語版繍

(1.司lIisitidinomonoIlCI:llis) 191.62 1.70 

ハイドロ キシプロリン

-d
 

v
J
 

l
 

pトnμ O
 
I
 
P
 
V
、x
 
o
 

ps y
 

l
 
(
 131.13 3.49 じらIIgNO.，

C ~ 117 O2 

C.II"N，02 

C.dIB NO， N a 

C，II，日Nρ()，

Cdl" N，O.， 

C，II100，NSCI 

C"II自NO，Na

C2II，NO? 

C& 11，叫N30;-C 1 
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電話;邸!名

(主主1'，および附号)
分子 ril i~ 却 1 [jl 7f r-~\ 

(g/I.) 

イソロイ y ン

(1， -1 S 01 e u c i n e: 1 1 c) J 3 1. 1.， 3. 4 9 

ロイシン

(1，-J.cucinc:I，cu) 131.l7 3.0 

リシン ー 1M;目昔fH

(I，-)'ysinc monohYdrnchloridc:l.ys) 182.65 2.43 

メ-t~ニン

(J.-Mclhioninc:Mel) 149.21 3.98 

フェニルアラニン

)
 
ρu 
1
 

内
Iんj
 
1
 
I
 n
 

内

d
見
"l
 

v
J
 

1
 

れ1
 
l
 

(
 0

 
4
 
4
 

9
 
1
 
5
 
6
 
1
 7ロリン

(1，-1'1'01 ine:l'ro) 115.13 3.07 
セリン

(l.-Serinc:Scr) 105.09 2.80 
タウリ y

(T九urinc:'J'oll)
3
 
3
 
3
 

4
 
1
 

• 5
 
2
 スレ'"ニン

(1，ーThrnonine:Thr)

トリプト 7 ァン

(1.ーTrYPlOphan:'J'ry)

7
 

3
 

内

7
&1
 
9
 
1
 

204.22 2.72 
バリン

(I.-Val ine:VaJ) 
2
 
1
 
3
 

5
 
1
 
7
 
1
 尿3長

(Urc.: Urc) 

制限アンモニウム

(Amm0nium ni lrato:AN) 

耐般アンモニウム

(Ammonillm sulfolc:AS) 

5l'i O電力リウム

(Potassillm ni Ir.tc:I'N) 

6月後ナトリウム

(Sodium nilratc:SN) 

60.06 0.80 

80.05 213 

6
 
7
 
1
 

4
 
2
 
3
 
1
 

101.JO 2.69 

85.0l 2.26 NaNO， 

じら11"NO， 

C"II，モNI)2

じ(，11，'， N202CI 

じら11"NO S 

C'j 11， ， N 0， 

C， 11. N02 

C， 117 N 0， 

C211;-NO S 

じ， IJ-，NO

C， dl， ~ N.O. 

CSII"N02 

じIl， NO含

NIl，N03 

(NII')2S0， 

KNO， 



ー134-

(6)ビタミンの彩響

必本土青地に Ls ;:夜を月]い， ピタミンの成分である t日酸チアミンおよびピ可チン

(lhiamin hydroch1oride:l00jt g/Lおよび bi 0 l i n : 5μg/L) のかわりに， ヨ116 .. 長に

ある水 t特性ビタミンを単独で添加するか， または試験対象となるピタミンだけを

除いて桟り 9筏(ウドそうか病的およびタラ/牛そうか病的については 7陸)の

ピタ ~ ;/を添加して，炭素iJj;iおよび主主主長銀と同憾の方法で培長を行った後， 生長

抵の比較を行うことにより， 1jh Z式各位自のこれらビタミン煩に対する要求性を倹討

した IAD. l1HJ・1台凋 186 0 J苦地の7)<業イオン濃度については. !i:l'i霊前に 0_1 Nt訂酸ま

たは7)<ii費化ナトリウム熔f伎を f干jいて pfl5_ 5粍fftに籾躍し. i威i請は町tIll!として孔筏

O. 2 Zμmのミリポアフィ Jレターで行った。

第16表 {共試ビタミンのDi類と添加昼

ビタミン名(英名と rn首号) if. ~1I:tI! 備考

(μg/l.) 

L-アスコルビン般 (L-Ascorbicacid:AA) 500 熱に不安定

P-7ミノ安息香自主 (p-Aminobenzoic acid:As) 300 熱に安定

ビ#チ ン(日引l。引li川n:B引1) 5 自酸費宇判性l主よ個側1)で熱に宮安2定
1"，，'ぜントテン酸カ Jルレシウム (ωCa川1c引1U阿悶 p阿an川山t。引lh e町en川1

誕E駿費 (1仔Fごoω1 i c a c】d:FA) 2.000 熱に不2及安kE，定

イノシト Jレ(lnos i lo 1 : 1 N) 5. 000 熱に安定

定

定
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2 )ー結果

(1)炭 MW~ の j;\; '，'i'I 

炭 ~i1i;îの何i i頃によるI'lH ~)J12 c c_Lo同(EI喧inOQ) j，反I詣の'1:TI状況は ， 員Ii17Rに;f"，"

すとおりであった。ヤブ 7 メそうか í~t !:[;fの生育が比般的不良で， iJ<:;w.源の Fll煩に

よる供1'Pilの廷が小さか勺たが， シューク ロース<'ニトール<'ン/ースにお

いてはある位j立の Iti'iが認め られた。またグルコースにおいてJI'1i';に I[fiが不良

であった。

この J去を除くと全 f本的 iこ11:絞(t]よくやj灯]された炭ぷ似は， アラピノ- .̂ 7!レ

クト -A. グルコース<'/ノース<'ニトー Jレ. シュークロ ス， 〆リピオー

ス<'Iレト-A . ラフィノース，デキストリンおよびデンプンであった。 J旦にど

のl誼においても.f11mのほか ったの はラクトースであ った。ラクトースの干11灯]がj註

bJ¥きかったのはサトワキピ白星1fIii演で，利用程度は低いものの他の閣のが)2 (ff 

の生長 l立が認められた。

附の fUi1によ ってか なり利 j日程度の呉なった 1実業訴はがヲクトースとソノレホーー

スで，刊にサトウキピ白星病磁およびスミレそうか病院iにおいては， (也のt!iiに比

べて.Plmが低かった。 がラクトースについてはウド. '7ラノキおよびヤツデのそ

〉か病闘である E.a r 司 l 上~Qにおいても，他の!持より利用が低か勺た。

なお，各J-;H山の水井;イ司/'~~~度 1;1高絹高 LEi凶l泊11'0去， ~古 '!~ljI]始前の測:i:i:'で 5. 2 

であったが， 乙の自立はJ市英被において全てのラデトース添加lヌおよびほとんどの

炭素磁m添加11玄を除くと， いずれの的およびいずれの添加l炭素孤区においてもは
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{ま 6.0~ 1. 01・tiliーに銀山ー した。ラクトース添加|烹およひほとんどの氏本 ð~i Jflt添加Iベ

においては 8.0にj[い偵をぷした。

立i1 7j~ 添加炭 ，.，Jiiff.iの F1imと各種Sp".celoma(Elsinoc)!，高閣 の'LJ孟との IJ.¥J係

jW;程乾燥毘nt(mg) および J~ J~ 後 J再 J也 pll
炭ぷ出~t '! J 

(J;1 J也pl1) E r l • Es s" Sk Sb-IJ Sb-C Sv Ea-U Ha-T Ha-Y 

1¥ r" 34.8 21.9 67.5 2. 4 71.9 44.8 45.2 40.9 42.3 30.2 
(5. 2) 6. 3 NT 6. 5 NT NT 6， 4 6. 5 6. 3 6. 0 6. 9 
X y 1 47.2 13.6 66.6 5， 4 81， 0 45. 8 63.955.853.629.1 
( 5， 2) 6， 1 NT 6. 4 NT NT 6. 7 6. 5 5. 6 5. 7 6. 9 
F flJ 71.2 53，3 72.2 11.695，573.762.453，549.3 H.3 
(5. 2) 6. 0 NT 6. 3 NT NT 6. 1 6. 7 5. 9 5. 6 6. 7 
0，，1 39. 6 8.3 H.5 1 2. 3 26. 4 29. 2 9， 2 3， 9 16. 3 9， 3 
(5 2) 6. 4 NT 6. 6 NT NT 6， 7 6. 5 5， 9 7. 0 8. 0 。Ic 60.3 51.9 78.4 6.9104.1 63.862，187.229.433.6 
15. 2) 6.1 NT 6. 5 NT NT 7. 0 6.6 6. 5 6. 4 7. 1 
Man 62. 1 60.4 88.0 17.0 93.1 65.5 56.6 49.0 41.1 77. 3 
(5 2) 5. 8 NT 6. 7 Nl NT 6. 6 6. 5 6. 1 6. 2 6. 7 
Sor 23. 7 5. 6 59. 6 9. 9 18.4 47.3 6. 3 NT 383 33.2 
(5. 2) 6. 5 NT 6. 2 Nl NT 6. 0 7. 0 5. 4 6 6 
Rhm 22. 2 14. 1 62. 3 4. 7 55. 6 37. 4 37. 1 18.0 51.6 19.3 
(5. 2) 6. 2 Nl 6. 5 Nl NT 6. 3 4，4 5. 7 5. 7 6. 9 
Mnl 60.8 51.9106.8 17.2877 72. 5 12. 1 78.320.332.9 
(5. 2) 6. 0 NT 6. 6 Nl NT 6. 0 7. 7 6. 3 7.1 6. 9 
Sbl 39.2 24，2 30.5 1 1.. 3 30. 4 37. 7 5.828.0 1 2. 7 9. 0 
(5. 2) 7. 3 Nl 7， J NT NT 6. 8 7. 6 6. 5 1. 7 7. 3 
S IlC 

66.3 53， 1 83.0 27.9 90.3 82.3 73.5 79.5 39，3 35.2 
15.2) 6， 2 Nl 6.6 NT NT 6. 6 6， 7 6. 1 6. d 6. 7 
M， I 50.623.979.8 3.316.768.333.4 39.8 35.9 31.0 
(5. 2) 6. 2 Nf 6. 1 NT NT 6. 1 6， 5 6. I 5. 9 6. 7 
Cel 47.263.672.5 4， 5 33. 4 62φ.537.678.524.759.1 
(5. 2) 6. 5 NT 6. 6 NT IiT 6. 1 6. 6 6. 3 7. 0 6， 3 
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第]7表 添1m炭素i僚の純頒と各Fli:u由主主旦L且ma(E]sinoe}1寓l舗の 'Io長との|対係 2 

炭素紙

i通業吃生最重量 (mg)および培養後沼地pll

(培t由pll) Hf Bs Sa Sk Sb-s Sb-C S. Ea-U Ba-T Ea-Y 
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Ma I 

(5. 2) 
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(5. 2) 

日ex

)
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5
 
(
 
Slc 

(5. 2) 

None 

( 5. 2) 

rss 
(58) 

57.446.5 

5. 9 Nl 

51.730.6 

6. 4 NT 

56. I 32. 8 

6. 6 NT 

55. 8 ] ] . 1 

6. 5 NT 

1. 3 1. 4 

7. 8 NT 

66.] 69. 2 

7. 1 NT 

97.8 8.] 37.6 

6.7 NT N"I・

64. 9 

6. 7 

66. 8 

5. 4 67. 9 

NT NT 

8. 5 55. 3 
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NT 

1.8 1.4 1.8 

7.3 NT NT 

76.2 NT 103.3 

7. I - NT 

55. 9 

58.0 61.8 

7. I 6. 5 

55. 6 53. j 

6. 5 6. 8 

40.825.6 

6. 4 6. 7 

30.0 47.3 

6. 8 6. 6 

1. 5 2. 1 

8. 0 7. 7 

66. 9 98. 4 

6. 9 7. 1 

82.034.5 

6. 3 6. ] 

51.7 35.6 

6. 7 5. 8 

52.048.0 

6. 5 6. 5 

j 2. 8 54.] 

5. 3 6 2 

3. 3 1. 2 
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NT NT 
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a) 炭井~ i/!j(略号は第14表のとおり。 Noneは炭素綴無添加， P $ Sは PS i佼 Inoc は筏
符{i1iifの球状f麹糸塊でJ音養前。

b) I指名の略号は Ef:);.ill旦旦lli81'-01 (，カンそうか病菌) ， E s: );. s且E旦主主工止

SC1(サトウキピ白星病菌)， Sa: a呈よ立旦主上且.li$a-04 (ラ yカセイそうかが3幽)

Sk・2主且L且主主旦主且且 Sk一日 ](ヤプ マ メそうか病自主) ， Sb-B:呈・包よ且旦.Jl...!j_豆 Sb-O1 (コ

センダングサそうか病的)， Sb-C: alli且且iliC001(コスモスそうか病iJ:i)， s. 
・LY..l♀ill$.-01 (スミレ類そうか病的・) ， Ea-U: 1i旦工主上II旦 Uclo1 (ウドそうか
病jIi)， 8a-T: );.aralia旦 Ar-O2 (タラノキそうか病菌)， Ea-Y: ~包ili主主Y1' D 4
(ヤ .Yデそうか病菌}0 
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(2) 変 ~E阪の最23畦

r， rE ~)'来 ib:i の久間 Sphac _oJ_Qma(JiJs;noc) 時点!による和l 川状況は筑 18ぷのとおり

であった。アラニン，アルギニ Y. アスパラギン， アスパラギン椴ゴトリウム，

グルタミ Y~貴オトリウム， グリ γ ン， プロリン I セリンおよびパリンは， どの i筑

においても lヒ絞的よく利/fJされたの逆にどの仰においてもやl川されにくいものと

しては. ?レアチン， システイン . 口イ γ Y， メチオニ Y. タウリン， トリプト

ファンがあげ句 A1-. 合fultアミノ放であるシステインおよびメチオニンがいずれも

やl 川されにくか勺た。また 1!!t 俄 1m;の宅.k~ i1J~ については， tにアンモニ 7'sと問機

態の泣いと 1草iの隈によって平UJJJのk小に友兇が認められた。

出¥jのHirJ1によって大きく生育状況が見な勺たのは， イソロイシ Y ブヱニ Jレ7

ラニンおよびj京裁の i奈川1区で 11正機宅;fi化合物に ついてもこの傾向が認められた。

イソロイシ Yではヤ 77メそうか1Jilj麹および コセ Yダングサそうか病的目 7."'Cニ

ルアラニンではヤプマメそうかがifi週， コセンダングサそうか病菌およびコスモス

そうか病1判p 尿素ではヤブ 7 メそうかliiif:lj，知機筆業化合物ではヤプ 7 メそうか

1高i官およびコスモスそうかMfl¥jでの生育が. f也のf!H式l星iよりも不良であ った。

コセンダングぜそうか病砲とコスモスそうか術的の平IJRJ iX iRは， 1!!t機管素化合

物以外では)1，常によく煩似しており， ウド，タラノキおよびヤツデのそうか病的

3 J貰株のflJflJ状況も比 3絞的よく煩似した。{也の l詣については多少のばらつきはみ

勺れたが，特に大きく他 と~なる!町 /;;j を示す閣は認められなかゥた。

アミ/般f住宅井<iifJ;lのJ，'';i~ 1&のj古i出pIJは， かなりばらつきが大きいが必常およそ
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5.0-6.0となり，多くの比較的利仰向伎の高いアミノ政顕はここに戸;まれたが，

j割目立代行化合物を川いた 7 _，レキニン， ヒスチ ジンおよひリゾンでは， J:5i!f 後のJJI

I也pllは 3.O/I可i圭と低い 1'1¥を示したのまた 強敵とi)，j"7Iレ1Jリの化《物である 6ri股7

ンモニウムおよび続放 "7 Y モニウムでも， !I~"，長 i去の J/iJ山 plll立 (J~ い(J{i であった。逆

にアスパラギン敵ナトリウム， グルタミン殴ナトリウム， iJI'j ni1カリウムおよび I，ri

目立ナトリウムで 1;1， J;H;を後のJi;J出pllli6.0-7. O/iij後となり， Jt，絞的高い怖を/)""'し

た。

第 181~ 添加|等来語';[のA1 im と名 filì~ p haccl 旦 ma (J; J s心)_(l号)照的の JJ・1毒との関係

悩殺吃燥:ruI立(，晴)および培養i長崎J出，，11
~，f;尚(;l)

(J:H也pll)E s ~ i Sa Sk Sb-jj Sb-C Ea-U Ea-T Ea-Y 

A 1 a ~ 5. ~ 101. 7 25. 8 61. 9 57. 7 66. 4 60. I 50. 5 
(5 4) 5. 8 6. 7 NT NT 6. 6 NT 5. 0 5. 7 
Arg NT B B. 2 J O. 6 45. 4 42. 9 74. 1 78. 1 22. 0 
(5. 0) 2. ~ NT NT 3. 2 NT 3. 6 5. 9 
Asn 55. ~ 94. I 12. 0 72 9 4 6. ~ 62. I 27. 1 36. 2 
(5 0) 6. 0 5. 9 NT NT 6. 6 NT 5. 9 6. 6 
Asp 63. Z 日1. 9 7. 1 67. 9 51. 7 45.0 43. 0 24. 4 
(，. 4) 7. 1 7. 2 NT NT 5. ~ NT 6. 5 7.3 
Crc 3. 3 4. I 2. 0 1. 9 1. 6 2. 4 3. 2 2. 7 
(5 2) 5. 7 5. 5 NT NT 5. 4 NT 5. 7 5. 6 
C)'s O. 3 2. 4 NT 1.3 1. 5 1. 3 1. 4 1.3 
(4.5) Z. 0 3. 8 Nl 4. 9 NT 3. 2 3. 4 
G 1 u 72. 0 76. 5 1 6. 7 60. 6 NT ~ 1. 1 Z 1.7 2 ~. 2 
(5.4) 7. 3 1. 3 NT Nl NT 6. Z 6. 6 
G1y 22. 5 38. 8 19. 3 4 1 . 6 40. 0 .1 4. 0 20. 9 39. 0 
(5. 0) .1.1 5. 5 NT NT 5. 8 NT 5. 0 6. 5 
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;(l18J 添加13主;q;i/J;iのfHnとiヰFfiS]!hacu IQma (E 1 s i 1190) 同J'~l の JI ， J乏との関係 2 

lみ;提佑燃illr，t (11唱)およひ.I:[H~後!.'iJ也pll
~素W'J

(J市j也pll) E s So S k S iJ-H Sb-C 1， a -U r，a -T Ea骨 Y
His O. B 56. 6 22. 7 35. B Z 8. 5 45. 6 14. 1 18. 6 
(5 0) 2. 6 3. 2 Nl NT 3. 8 NT 3.7 5. 0 
11 yd NT 45. 6 Nl 28. 8 1 3. 5 NT NT 8. 6 
(5. 0) 5. 1 NT 5. 5 5. 0 
11 c 28. 2 25. 8 6. 6 1. 6 14. 6 38. 9 Z 6. 8 17. 6 
(5.4) 4. 1 4. 9 NT NT 5. 4 Nl 5. 0 5.1 
j， cu 7. 7 404 7. 5 1 . 5 3. 2 5. 0 7. ~ 1 . ~ 
(5. Z) 4. 0 4. 6 NT Nl ~. 7 NT ~. 6 5. 2 
l.ys Nl n.6 9. 8 36. 4 Z O. 0 Z 5. 3 34. 4 Z Z. 9 
(5. 4) Z. 4 Nl NT 2. 8 NT 2. 5 3. 0 
Mcl 7. 2 3. 5 1. 3 2. 8 1. 7 5. 8 2. 4 1. 2 
(5.2) 3. 9 4.5 NT NT 4.6 NT 4.1 5. 0 
Phc 11. 8 57. 3 4. 3 6. 7 4. 4 28. 4 30. 6 Z O. 4 
(5. 2) 4. 0 4. 3 NT NT 4. 0 NT 3. 8 6. 2 
Pro 43. I 78. 5 9. 4 71. 4 37 0 77. 9 56. 2 34. 3 
(5.2) 5. 7 5. 8 NT NT 5. I NT 5. 3 6. 8 
Scr 32. 6 92. 1 1 Z. 9 38. 8 27. I 55. 9 42. 0 27. I 
(5. 2) 4.8 6. 2 NT NT 5. 3 NT 5. 4 6. 8 
Tau 3. 3 3. 6 2. 0 1. 9 2. 2 3. 6 4. 4 1.2 
(5. 2) 4. 0 4. 5 NT NT 4. B NT 4. 0 4. B 
Thr I 5. 9 23. 4 5. 7 16. 6 23. 0 28. 0 23. 9 12. 7 
(5. 2) 4. 3 5. 7 Nl NT 5. 0 Nl 3. 9 4. 6 
Try 3. 2 Nl 2. 6 3. 0 3. 8 4. 2 2. 7 2. 0 
(5. 2) 4. 3 5. 2 Nl NT 4. 7 NT 3. 8 4. 4 
Val I 7. 7 34. 0 11. 2 ~ 2. 7 I O. 1 ~ 5. 9 77. 9 19. 0 
(5.2) 4. 3 5. 0 NT NT 5. 0 NT 3. 8 ~. 2 
Ure NT 85. 6 5. 2 68. 6 NT 83. ~ 67. 9 1 9. 2 
(5 ~) 6. 2 NT NT NT 6. 3 ~. 8 
AN 42. I 38. 8 10. 6 20. 7 6. 4 37. I 29. 9 48. 9 
(5. 2) 3. 6 4. 2 NT NT 2. B NT 2. 3 Z B 
AS 35. 5 18. 2 6. 3 I 1. 4 I 2 5 23. 4 20. I 23. 6 
(~ 2) 2. I 2 3 NT NT 2. 8 NT 2 1 Z. 3 
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第 [8.<長 添 IJIl笠索隊の殴~と各 fllâ lÙは旦旦辺旦jj(llii且旦旦)閥的の生長とのl兇(，j¥ 3 

i指叢・吃燥蛋虫 (mg);および栴養後結I也pll

IU告is;i
(I15J由pH) E s S. Sk Sb-日 Sb-C Ea-U Ea-T Ea-Y 

PN 53. 0 72 8 1. 9 56. 5 3. 4 40. 5 27. 4 1 [ . 8 
(5. Z) 7. 2 7. [ NT Nl 5. 6 Nl 6. 5 6. 0 
S~ 50. 3 56. 7 1. 9 58. 4 3. 8 2 B. 7 Z 1. 9 21. 5 
(5. 4) 7. I 7. 9 NT NT 6. 6 NT 6. 9 7. 2 
N 0 n i l. 3. 9 3. 2 1.3 Z. 2 2. 6 O. 5 3. 0 O. 3 
(5. 2) 4. 6 5. I NT NT 5. 4 NT 4. 9 5. 0 
PSS NT 99. 3 NT 57. 9 10. I 69. [ 49. 7 61. 2 
(5. 8) 6. 7 NT 1. 2 NT 7. 0 6. 6 

I noc. O. 6 1.0 1. 0 

a)安井;飯田首号は第15i~ と l司織 o No n j l は~索 i阪 il!t 添加区， PSS は ps 1I1i， Inoc.は
t:iH重源の閣議。

b)的名の国首号は E f: );・L且旦呈旦llif:f-Ol (ミカンそうか病i迫) 曹 E s: ~立.il..lil止[_1
SC 1 (サトウキピ白昼病菌) ， S a 主主L旦旦hidisSa-04(ラッカセイそうか病l翁〕

S k : 互主且L旦孟旦且且旦旦 S k-Ol( ヤブマメそうか病菌)， Sb-B : ~ 且よ且主且上li Sb-Ol (コ
センダングサそうか病菌)， Sb-C: ~. bidenti立 CO0 1 (コスモスそうか病l錨)， f:a 
-U: E紅立以aeUdo[ (ウドそうか病的)， Ea-T: ~且工え斗主主 Ar-02( タラノキそう
か1"，虚i)， Ea-Y: ~・呈L.il斗~ YTD4 (ヤツデそうか病趨)。
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(3)ピ7 ，ンの良jll呼

内向の本属i'~j の '10J毛に立、jする添IJIIピタ tンの彩併は第 J91-<のとおりであ 2た。

1)\試 íllj'l'7 メド1'~ï1!JJ を 7iI t とするヲ y カセイそうか百埼 ['(\1 とヤプマノそうか病 (~I は.

チアミンを添加していない j丹l山においてほとんど位行世ず，チアミンを添加した

区において j通行な'J:n をした。サトウキピ (11主的 ml~ チアミン 1m 添加l の lざとチア

ミY 添加11又での'1:fiにやや&~TJ が認められ， チアミンの添加された区での'1:fiが

常に無添加l又の 2i世間l定かまたはそれ以 L:となった。ゥドそうかが1閣およびタラ

ノキそうか liiiI;~I については， サトウキピ i斗ill病以Iほどではないが， そのような傾

[，，) がやや認められたのコ kンダングサそうか病以!とコスモスそうか病l却は， ピア

ミンを全く添加していない|玄においても)1，';;:;に st好に生行した。
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第 19表 ピアミンの添加!による各極illβi旦j_gm~ (!U玉よ且立主)属 l過の住民に主j する世~~砂

協議乾燥頂母 (mg) 

iJ¥試ビタミン H 一一一一 一一一一一
Ea十 Es+ Es- 5a 5k Sb-s Sb-C Ka-U Ea-T 

7

6

9

5

6

3

0

3

9

 

p

j

;

9

1

7

1

2

9

9

4

0

8

6

 

e
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-

-
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e
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自

T
a

M

m

h
川
口
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iI)ビタミン即時号は第 l6表と向憾。ただ し+は当該ビタミン単独吉区j川区，ーは当滋ピ

タミン単独除去区， CNT+ はビタミン~~\添加区， CNT は全f共試ビタミン添IJ日区。
1nocは筏穏仮閣議。

b)的名の目白 '-jはr:f:)i. U!旦旦主上IIEf-OJ (ミカンそうか病菌) • E s: )i. ~Af_ιþa r_i 
SC 1 (サトウ キビ白嬰病陸自 )， 5a: a_..i!.工主♀且よ且上主 Sa -04 (ラ y カセイそうか)iIii，通)

Sk: ~・ U工立主主主旦M Sk-Ol (ヤブ 7 メそうかfiIi闘)， Sb-B 韮且よ且立且l_i_~ 5b-OJ (コ
センダングサそうか病l麹). Sb-C:.s_.主凶且且lliC001(コスモスそうか病菌)， Ea 

-t;: r:.・主illiaeUdo1(ウドそうか病菌)， Ea-T:.&呈ra1i ae Ar-02 (タラノキそう
か病的)。
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3) .考察

コセンダングサそうか病的とコスモスそうか病的は，分自世並立[!il'l物がnなっては

いたが， 炭素 i艇の利用状況は酷似していた川81860 ウド，タラノ牛およびヤツ

デのそうか病|正!の場合は， コ~ :/グングサおよびコスモスのそうか1内閣ほどでは

ないが， やはり非常に郊似したパターンが認められた。 これまでの報告および本

研究で， ウドそうか病閣はタラノキおよびヤ YデのそうかIliii.閣とはf点目;ri'!が見な

っていたが 11 少なくとも炭紫狐の利用状況からは， これらの閣が近縁であるこ

とが示唆された lP，J11。

グルコ スについては，ほとんどの薗でよく利則されたにもかかわりず，ヤプ

マメそうか病 i:eiでの利用状況は不良であった 1U10 この菌は本属菌の中でも特に

生育が緩滋で，その程J}[は Yイズ黒と う病厳に近いと思われた。両閣の性質はゾ

ユーヲロースやデンプ Y の手IJI刊については一致したが， ダイズ忠とう病闘がグノレ

コースおよびブノレクトースでの生育が非常に良好であるのに対し，ヤプ 7 メそう

か病的はおまり生育しなかった点で災なっていた 1.4~). ，制'0両闘は過去の試験に

おいて宿主範囲が一致しなかったことや j')_ S 1 炭素搬の利問状況から判断して，

それほど近縁ではないと思われた。

しかしながら， 供試i通株の約 20極頒の炭素源利用状況をみたとき， i:tjの手H買に

よって磁援の乾燥重量でぶされる生育震に多少の違いはあるが， きわめて特災的

な菌は認められず， どの歯についても比較的類似する傾向が認められた。また逆

に，菌の施類によって利用状況が際だって異なる炭紫源もあまり認められなかっ
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た 。 したが、て;足止~ i原の利 J日状況から~J.ぷ l狩 各 ~filiIIのむi縁関係を論ずるこ とは，

あまり迎~ではないと巧え tつれた n

:f Ail原の 1:IJ川1)(;}~に つ いては，炭素似 IdJ L'sあまり特 Y4的な[却をよLいだすことが

できなか った旬 乙れまでに本臨時1の零来源の手IJ111 について険付した 'Ji例 では， タ

イス .~g とう出j~ IJ~[ I <1 内Jおよび 7 ドウ!日とう術oli?古..， の 2 f明l が凡られるのダイス ~M と

う滅的に つ いては IHfiの 7， / ñli:，以来および m~ 機唆ぷ化合物~ f<Iiについて試験

を行 っており ， ァミ/般好iではデレ 7 チン， デウリンおよび限設の利1IJが似く，

!!I{ j筏平井~~ li前lでは1II'jn!i!.ぷ喰 1;よりも了ンモニ 7!!A笠井;の干I1J日が大きか ったとしてい

る n ブドウ ;~I}_とう 1，;íiofiの場合はアミノ般 l極と知機袋素化合物 4純についてだけ

の結92て， i(~ (U古 j也を用い ての結果A では， ダイズ黒とう病l通と問係附綬態安井iの

利JTJが劣っていた I4 t1 . 1 ， 11 0ζ のょっに1i11 酸態~JiI; の 利fIJ ;が比較 的低い的は， ノド

試験での (f¥試 l量iI/Jではヤフマメそうか病 l主iだけで 19.1 1 他は .ltに1m1議制緩!!!~草案

郎の利JlJ1)>アンモニ 7!iS雪在来よりも良好かまたは同住民:であった。

理主京都の試験の場合. J昔廷後 のJ，'lJ山pllが大きく低ドするものと， やや上押する

ものとが認められたが， これらの影響については，既に行った水素イオン成度に

よる生育に対寸る影空手の試験の結果から ， あまり大きなものでははい乙とがHfiilltl 

された。

各出iの弘育に対するビタミンの影響では. j首主催物の主E煩(科〕による k興が

比較的 IIJlJ僚であ った。 キク科tu古物体を宿主とするコセンダングサそっかがn却とコ

Zモスそうか約111の場合， コセンダングサそうかが11資には， ビタミン添加による
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民~ ~平 lます干く認められずい"に コスモスそうか病問はチアミンだけを除去したばて

の'[育がやや不良であったが， ピタミン 1誕百E却11玄での'1;f干がかえって良好であり，

これにもやはりビタミン要求1'1:は認めりれないといったみが迎当であろう HUO

プトウ料館物のブドウを侵すプドウ .~I:\ とう病的については，除去区でのデ タし

かぷばなかったが， ビタミン1，Q¥添加Hズでの位行状況から判断して， 己れにもピタ

~ ;/ ~;J<:l'I:はないものと思われた。

)of.に 7 メ科lfIi物{本を1首tとするラソカセイそうか病日rj'判円U およひヤブマメ

そうかが~i拘，.引は， チ 7 ，ンの添加lされないI又での生育が4年しくィ、J主であり， チ

アミンにx.Jする強iい:81求11:が認められた。これまでに本原衡についてビタミン嬰

;l<t'lを検討した 市!日iはダイズ思とう 1，高度1だ付であるが1d"¥ この閣にはチアミン

要求i'I:があり . 今回の 2fo1)もあわせると ， チ 7 ，ン3E王位性を示す本i尻t¥!jがいずれ

も7 メ料情物を宿主とする ζ とは興味深い現象である。このことは宿t:.liii物体内

の栄提条 件に!i:むされているものと J思われる。

f!l試胸中011.-.tlA j".延の イネ』斗純物に病原1止を示すサトウキビ白星術iJijについて

Iま，添加!と除去で試験が別々になったが，チアミン ll~ l~~ 添加1 1&での生育が他の 111

1'11 添加|又の倍近くあり，逆にチアミン単独除去区での生育は{也のピタミンの tlll~出

除去|まの半分{干!主であった。また， 令ビタミン添加ではチ 7 ミ;/tl1 l~1 荷~1J11区とIoJ

j'Rの'1:11が認められ，全ピタミン除去区ではチ 7 ミン除去区と向除なとtffが認め

られた l0 A.' a これらのことから， サトウキピ白星病I狗には，チ 7 ~ンに対する m~

分配!な要求↑'1:があるものと思われたの
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。コギ朴It!i物に病原↑'1を示すウドそうか j肖I'liおよびタラノキそうか病的では.

ビタミン世話係1m区での1:討が最も劣り E ついでチアミン '11Jo.I: 1除去医での佐官がイミ

良であった。またアスコルビン酸， アミ/安息苔般， ピオチン， イノシトールお

よぴ邸前ピリドキゾンでも単独除去区での1:ffがやや劣る 1mlo) がみられ， 己れら

の凶のピタミン袈求性はややト主主fEである可能性を示唆した。しかし阿l舗の生育状

況は給どー致しており，分離 iff，lh古物 の j~ いによるピタミ/!}.g求t'J:の法)'ilは認めら

れなかっ fこ1ga30

ヒタミ/'tJg求I11を， iilliのa!1Jからでなくピタミンの側から」止ると Iリ111(，[江:a求性

の認めりれるのはチアミン l陪についてだけであり，他のビタミンにはほとんど

要求t'tが認められなか勺た。ウドそうか病的およびタラノキそうか病菌について

は乙の 1也に数五nのビタミンついて 部分的ではあるが2lf;1<性を示唆する結*が得ら

れたが e あまり IVl脈なものではなか った。
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V1. 1fUげreJ"的手法による名 11iの比絞

糸状保!のJ.í'~1f11m についてはかなり以前から判官はあるが， これまであまり研究

が;mんでいるとはいい難い状泌であった。ウイルスのように比較的純怜でしかも

問主li の少ない 2 ンバクからなるものと見なり v 糸状閣は体:lilf が絞 ~ft であるため

1ft 1(11 n'i fJ;分続 同定にJliいられることはほとんとなかった。しかし特妹な川途と

して，抗l白1ri'fによる検出がf.ti('l!かっ illj，主であることから，特定の糸状I.¥¥iを限られ

た条f'i'ドにおいて検出することが行われてきたrι ';1 12今川辺 l匂"この i也には!山

物体内における的糸の (J.(r:ー状況のJ巴JIilや(主主rc_mQJllum収1:(1)21引. .fI!j物検伎にお

ける)u[(rl rnとの識別 (PhYlgphlhoj"a属I湖およびI'ylhi_um照的) 1 " r. .~0a "Øll ~.p lこ

111いられてきた。近年では，モノクローナル抗体の1ll.lJ!.により Fusarium収I省，

!lh i ZOc lon i a時的および yQ_r llil Ll.lJl.m庇i週などの糸状l調において， Al q寺'.Nl1の高

い抗J(nii'fがi専られるようになり，病原当日 による反応性の j~ いを見たり oï 江 ， 1，'1、

!言) • 1'ii糸高!!l合nf.との IY'Jfぷを検討した側告も見られるようになった 1)>1魚" その

特)'?j'jがまだ不完全である場合が多く ， 同定 ・分灯Iへの応fl1はまだまだ困j:1l:な前

がたさい。

Sp_hjlcc_IOIlJ.旦(I!liiIlQ←e) 属閣については Jミに宿主のi主いによる同定 ・JHi[や記

;~y' .命%が行われてきており /.'.}.1I) これまでに血消'学的研究はほとんどirわれ

ていない。本研究においては本照的について数限の抗J((1mを作製し . その反応刊

をlに1[¥的にl1jiらえることとし， ~呼応!日l の ~fl 縁関係の六小を J巴援することにより，
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これまでの分知 Jjょについて多少の倹却を試みる乙ととした。

l 材料および)jr)， 
1). (!~試 l資料z

l(lli点字的下 itによる Jt般には， rfiZOぷのとおりの|有を川いたのなお ，JJt 1仰がfは

コスモスそうか病的 (Sphac_gJomabid_Q_l)_l i理 CO01) ，サトウヰピ内庁:灼 i:ti(E J s-

inoo sacchar i SC1) ， ラ ，)jセイそうか病問(S. at'j!♀.h_idjs GNI) .お よびヤツ

デそうかがi~ (i向 (E.araliac YTP6) について ('F~ した 。

m 20表 1(11ii'f学(Jj F 訟による Jt ，旬、に Ot 試した:ilill且C旦辺~ (I;_斗..ll!l()i!)属 l尚 一 l

ほi!，~，名

1;lsino_Q a_~旦 Eô-02

(ブドウJ:~~とうがHfsî)

E. a r 司上上~" Udol， Udo5 

(ウ 1<そうか l，ilfまi)

Ji. ill上よ旦eAr-02-04 

TaraNI 

(ずラノキそうか病的〉

E. ara ll_g哩 YTDI， YTIJ6 

(ヤツデそうか病的)

g. f 1l_'!_C旦...UJ.Ef-Ol 

(ミカンそうか病I強)

E.旦ac;_c_h_uiSCl， SC4 

(ザトウキピ白i.l¥1iiHtli)

主旦hjlccl_Qrnaliebiae AKlll 

(アケビそうかがII趨)

分離撤収l物および採集地

li上~ '!_与Lヰ旦La ， 千耳~県千五~rlJ 

~J:..iil上51 f..♀国主li!，北海道網AiIi

A 立与.li!，長野県小県1lI1J'{ I]j iUr 
， 東京都lJl.:凹谷区

Fa l s i a jJill旦旦土日， 千葉県干潟 市

包ムよ且互且且ぷ斗.![， 愛知県尾張ー富市

主主主~Q:江且且旦lLLι上旦且Ll!旦，沖縄県富占品以辺nJr

ι也.li旦且且旦且邑h_a， l.u 形県村山fIj
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祝日点 l(Jl il't 学的Tt.去による jじ校に{J~ばした Sphac e Iqma (E 1 s i ng_c) iJi!' l't'l 2 

j't.1株約

S.lrachidis S~-Ol 

GNl. GN2 

(ラッカセイそうか病['，向〕

S.bidcntis Sb-Ml 

S b-T J 

(コ位ンタングサそうか病 l:tl)
S.bidBl1tis COOJ 

(コスモスそうか 1，肩 l笥)

S. k u roヌaWal11YllMOl可 YIlMCl

(ヤブ 7 メそうかがi;[~:î ) 

S. v i旦laQ5v-01 

(スミレそうかが;， 1活1)

S.7.clkov弓cKYKl 

(う十キそうか l，i;1ぬ)

2). jj'(l.京の ('1'製

五}縦ift，ilt1i物およびJHll也

J\rach~ hyjJogaca， 下主主以下車~ 'IJ 

下集日八下(¥';r!i 

日idcl1s且上lo_sa，* 1;\ 占I~!u:: lゐlぷ

和歌山県汀l辺，Ii

巳OSII)_旦呈包lllUn a la， 神奈川~li!::川附 rlí 多 1't. 1孟

Amphicarrr_lca edg畦wo_rlhii

va r. j，，11.QlLi ca， J屯li.U~~ 秩父 llll北川村

Y._i_Q 1 <! x wはlIQckはj1I，下35以凶 i}jjiJ II-j 

主主lk_ova.HIιf)， 束h{街IIU.LlI f宇区

ー:向フラスコに入れた 20mlの PS i後 lこ (J~ 試[狗のf.，R 状凶糸泌または約 5 mm立}jの

i通渋J1を mHL， 25"Cで術騎7cm， fJj分 100l1:!Jの1.1彼J民とう府廷を行い，がJ2週間l

後プフナーろうとで il~過してi泊糸泌をろ紙上に I限切 IUした。乙の l話I糸lJttを O.02M 

リン問責緩衝I伎 (pIl7.38，O. 02M NaoIlPO，・121120rfJi!li:O.02M KII，i'O，i'ifiei." 7: 3-4 

1に O.15M NaClおよび 0.02%のNaNtを加えたもの，以下 rl'日SJという)で

数rr'l洗浄して余分な崎地成分7j.を除去した後-80・Cのディープフリーザー 1)-]に

ー晩おいて予断11品Ii結し， この試事iを真空凍結乾燥微(日本フリーザー(附裂〕をm

いて 50 "Cでーl段以上!分に乾燥させ， j克服となる I週休i4!結位協試料(以 Fr乾
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1'，; ，iA fl J という)を作到した 59) 。 この 'F七時~，~f'I !t約300mg ずつがリエ 4 レン;~~の

小サン 7 ，1，. m¥に入れ. シリむゲ Jj，.をi，¥!jたし た窓日:irlJに'ii';i誌で ('f.UL， Ai'1工必 1Jlt，t 

を jf~ ') 11¥ Lて符間試験に 111いる乙とができるようにした。

3). あ~L1m i庁の作事1

吃 4世品t 料 5001且を宇Lf本でよく硲Tl!t~ し， これに Im 1の l'Il SをIJ日えてi位協さ日 ιれ

を抗原液とした。 l削 ttj 試斡 I~(系に 1 1] l、る抗原被は阪fIIlとしてすべてこの )jrJiて11，

21した。この JiLIi;t il'iに政相jの1'!1は完全 7 ジ A パント( Ilacl complclcaujuvanl， 

。!ドCOLaboralorics Inc. I時) . W. 2回日以降 liィ、完全アジュパント (BaCI inc-

omplelc adjuvanl， DIFCO L~boralpries Inc 裂)を等.!itIJlIえ.雌菅波発生装置

(Sonifior 250， IJranson Sonis I'owcr Company製)をJlJいて乳化した。干し化し

た試料をウサギ(品fiIl Now Zcalanu While，雌)の後1)主に数ヶ月rrに分けて(l:ll;)し.

これを l週間おきに繰り返した。また，第 3回日の免疫tJ:射のときからは，幻邸j

脈から f耳目 1-2m 1の部分1*胞を行って少ほの jfJl怖を得，ゲルI;l..J二 重拡散法により

l1ct本 fdr，の高まりを飢察した ~ IH' 10 

およそ 10 回の注射を行ってから l 組問後，鋭部を切開しl:n動 IU~ かり ~tti 血を li

令 た。 j*~ した l削 i{ii は I JJ年1m3 7 'Cに静侵して IflI;，')の分雌を促し， その後 5"cに一

晩静賀してから的INI部分を取り /Uし， これを冷却主主心機(R 9ト 23，阿佐久間製作

所刻)て 5，000rpm， 10分間主主心して上it'1をとり lm Iずつエ y ベ Y ドルフチュ-

7にう}注した i長 80・Cのデイープフリーザー内に保存した。
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4) ゲルl付2'lH広i民法

抗体には， コスモスそうか病[潟 (~ha.c_ç. lO_t!!ß tid旦nl i ~ CO 0 J) ， サトウートピ 1'1

尽l，ii!"向 (EJsinoc ~acçhHi SC1) およびラッカセイそうか病的 (S.arachiJlisGN1) 

を1-，'[IJ;1としてf'f製した lic1(11 Nrを， Jic 1，京にはガトウキピJ':rIfl:術的 (IL~.acchari SCI) 

ラ γ カセ イそうか liiilA-I(S. ilr~ch i d i s GN02) .ヤプマメそうか病的 (S.k_jJf_qzaw-

ana YBMJ) ， コスモスそうか病院1(S且l!l.旦旦li五 COO 1) ， コセンダングサそうか

術的 (S.ti_dcnliJ;_ Sb-MI) ， ウドそうか病区j(~.ara上i_il..Q Udo5) ， タラノキそう

か械的 (E.araliac r̂-02-0・1)， ヤツデそうか術的(E旦工aliagYl06) ， ミカ

ンそうか1術的(Ii.rawcclli Ef-Ol) およびブドウ然とう病的(!l. a 仰に斗11a I，a-O 2) 
の終回 ~iG 明:試 料を乳鉢 でよく If~ (J'，~ L， ζ れに r11 Sを加え懸1却させたものを川い

た。

ゲノレ I)~ 二干ll:拡散伐には PBS100mlに0.2%のゲランガム (GollanGum， -1'11 j¥'; 

純薬 1:業(附製)を川lえて峰く j覚1"1'し，家庭!lJ也子レ Y ジで約 l分間加熱・総解し

た後 1皇 i塁。 cm のシャーレに j~ J主分注して j享さが"3 mmの31<板を作製した。この、F

f~ をパンチャ により，孔筏 5mm，各孔t:jl心!開閉縦 8胴の試料孔を作製し，ここ

に迎立希釈した r(nifrまたは 抗原械をがJ50μlずつ注入した。ゾヤーレはi混室で 37

℃の筒潟HRIIJに的許し ， 2 -311 i.査に白色沈降格の形成状況を在H草した。

5)， Ó~ A結合抗体法(ニ iJ'!抗 体法)

二 iJ{抗体放により in 点結合抗体法による検定を行った。*試験に (!~f，，¥した抗的l
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iI'iは，コスモスそうiJ>t，iir:tr(Sphac_cIJlma bidcnlis (001) .サ十 ウキビr'I )j-~ 11内l主l

(l1!sinoc sac_charJ SC1) およひタラノ牛そうか病的 (11..Ha 1 i皇(2 YT1J6) の河内

について ('1射したもので， これ b のJi(1(/1 iJ'Iは)]([16かJt般的必<. またゲ Jレl付一市

拡散が、によ って 比較的反応状 i)~ が見なると吉れたものである の 険:;tに日j いたガン

マヲロ 7 ')ン(以ド 11 ~ G .Jという)の 制限，併殺標識抗体の 1乍関および防-*i*11 

o 抗体的に関する下Wiは以ドのとおりであ った 6 らQ30

(1)ガンマグロプ'}/の ~"j 11~ 

Jic 1111 i['j 2 m 1にぷ fi'Jノド 8m 1 を加えて荷車{し， これを 7 グネチ y タス:;ーラー

(Thermolynr Typc 1000 51ir Plale. Branslead社製)てゆっくり 11'111:L 1.， 

がり，飽 fll脱政ア ンモニウム 10 m 1 ;を少なずつ的かに術下した。 1'1いタン パク

の!臨調ijii!i.ができるので， これを 50m 1の低迷遠心チューブに拶 L. 約 60分純白

後. 5.000rpinで 10分低迷迷心分断t(Sakuma R90司1.3冷l;iJi立心機，側佐久 IIJJ烈

作所裂を使用)をhい 1早られた紘殿を 1/2PIlS に終解して 2mlとした。

1.. j.ri !J'i J民 (Soamlcssccllulose lubing， size: 8/32. UnionじarbideCorp 

主nをj芭勺なi王宮に切り取り ，透析中に反応する物質を除くため 100.Cの恭

官i;j( '1" ，こ 10分 Ijj]綬i泊した後. 1でf揺られた試料をこの透析脱'1'に入札 1.0 

00同lの 1/21'8Sで311_11透桁した ω 芯析は !日臼と 2回目は 180分. 3回日はー|挽

--IJ勺 fこ。

3 カラム(I勾従 18mm，長さ 60cmのガラス管)の底に I/ZPsSを浅み込ませたキ

ムワイブを数例数き ， lt町の 1/2PIlSを流して fs:i而に安定させ，次いでその上
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に蒸留水で 2口問l以上l膨7閉させたセ 7 アデ ;1 pスSophadex(G-200-120. S i gma 

Chem i ca J Compill1Y製)ゲルをゆっくり注ぎ込んだ。 L'.fらく;'J:fiil(するとゲル

の枕澱の仁に t摘を生しるので， これを姶ててから膨がlゲ Jレを流し込む作業

を繰り返し，カラム上部までゲルが充満するようにした。さらに， カラムの

t部からサーキュラ ポンプを用いて， 1/2P8SをO.J羽J m i n程度の流i止、で多

量にiniし，カラム内部の蒸留水を 1/2JlBSで置き換えた。

透析の終了した試料を3で鈎怒した Sephadexカラムで粕製した。試料 2m I 

をカラムにiIiね，完全にカラムに入った後l直ちに 1m 1のJ/21'日Sを屯ねた。そ

の後 1/2PJlSをサーキュラ ーポンプ(l.abotec社製)でO.1ml/minの速さに調整し

て流しながら浴出し， フラクションコレクター (FRC-2120， 宕11:止li!'l子L陶製)

で Jm 1ごとに分阻iした。

5. 各分闘について分j¥';光広計(lIilach i U-2000， (附 U立製作所製)で 180nm

における|汲光度(E28~ )と 280nmにお ける吸光度 (E2sa)を測定し ， 最初にお書

出した E28 sのピークのうち E:，eoとE:?s.oの比が 2.S以上あるものを粁11 !2~ I グ

ロプリン(1 g G )とした。今回の実験では "280の値が1.0以上の分簡を選ぴ，

これを混合後E280の値が 1. ~ となるように調援し， これを lmg/mJの 1g G治液と

して 1m 1ずつエッベンドル 7チュ プに分往 L， -80'Cのディープ 7 ')ーザー

P;Jに保存した。
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(2) ñ1 ぷf.~~ ~挑抗体のf'1' lJ!:I

7 ルカリ 7 .，スファターゼ (Phosphぉl"sO，Alkalillc， No.p-5S21. Sigm" 

Chom i c.1 ('ompiI"Y烈) 2 0 0 jJ 1を小 Jlg冷 1，11泣心機(微段 r~~i車述心機 CH1 5 n，側

11点 1:機製〕を川いて 5"Cにおいて 3.000rpm， 15分間遠心し上 h'1をi合てた。

Fえったむt械に l，'i製した 1gGを 1m 1 }11l ;えて組合し，約 1，000 m 1のP日5で約 3IJ与111]

ずつ 2l!!I および 晩 l回.iMJ.主 5'cの冷宅l句において透析を行った。

グノレタJレア Jレデヒト，(生化学!I]70%台望校， -1'11 光純 1~ 工業側製， 以下 rGA J 

という) O. 1 m 1を!AWf;)<で希釈し 7mlとして 1%のGA総泌を iJFg唱し ， 乙 J~ を透

折後 rII Sを }JIlえて 2m Jとした試料に 0.05%となるように )1日え本織でぺ時 1m

I~P ~ll した。 ι の I止を!と同械の }j 法で:i l'.!.l透析した。

3 透析後の試料と J%bovine serum albumin (Sigmil Chemical Compa 川':Jii:，

NO.A-1378) 的I伎をそれぞれ0，2 m 1ずつ混合したものを百事業保識抗体i止として

工 y ベン!ルフチューブに往ぎ守 ぺ℃ で保管した。

(3)二重JAI，本伐による iW索結合抗体誌の'Fli&i 

炭 R貴綾街液 (0.5M Na ~ CO " p119.6， 0.05M上高酸で調桜)でJ自立希釈した JgG

を，マイクロピベットで 200μlずつポリスチレ Y 裂マイクロタイタープレー

ト(96 I"':， 平成 Grcincr LaborlcchnikU製，以下 「プレート」という)の

I¥に注入した後，乾t唱を防ぐためにプレートをポリヱチレン製ラップで包む

か 7)< をft;'ませたティッシ"，--<ーバーを ~11t. き詰めた密 m.容見守 '1.1 1こ入札， これを
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3 ) "C の似宝に~ U'j間静位した。

2. 7 レー トを 37
0

C辺三宮から [1¥L IgGを1'"てた。 1g G rr~ を捨てるときはフレ

トを j.]って::"ti政に降寸て|勾自;jIの;K:5}を振り I時lますようにし， さらに陥 F等の

1:に;JiJ.いた数伎 のティ.":/'..:1..ペーパ一等の 1:に1111きつ りて内部 の水分や泡を

除去するようにして 1g G II!iを伐さ ずに 捻 てた。己の i去洗浄日1¥~手に入れたI' ßST

を穴の位置にあまりこだわることなくプレートのぷ lfJiに 143れるrt皮にまて住

いでお穴 iこJe織させ. 3-5 ~j I間半fll日で的問した。次いでこ の洗浄i(/(も 1g G [ul 

慌に3!，tいよく冷て，間ひ'テイソ y _，_ペ ーパ-~ç，の」二でのたたきつけ i地 {'1 を u

った f表， PIlSTをプレート全 uiilこ加えで各六に充満させてから 3-5分 11ll，'jJii也し

たりこの保1'1'をiJ回繰り返して洗fJ1作業とした。

3. iJt fj，後 7 レートの供穴に迎立 p日 Sで.riitJ~ した J克服波を 200μ1 ずつ加え，

ぺ℃の冷袋内にー l政的iiIL ，手HV]2 と問慌のみ法で抗/1買1直の除去と洗伊作業

を行ったの

防主位協織抗体をI'IlSTで J血B:.7[;釈 L. これを洗浄終了後のプレートの各穴に

200μlずつ7t・人した後，乾燥を IViぐためにプレートをポリエチレン製ラ y プ

で包むかノk を含ませたティッシュペーパーをリ炊き詰めた密問答 R~[11に人れ，

37"C の ilil~[I J Iこ4時間的問した。 その後プレートを湿室からとり HJし， 商事業

{思j故J./L/.f;i伎の除去とプレートの洗浄作業を . 2と問機に行 った。

J ，~n となる p - ni lrophcnyl phosphale (Sigma Chcmical CompanY !Jl~. No. 10~ 

105) の3正剤(5mgJ錠)を添加 l直前に J正TJ緩衝液 (10%ジエタノールアミン
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i1111~. 0.5N l1C1'C p119. 8に調悦)に治両干して 0.1%とし. 各穴に 200" 1ずつ IJIJ

え37
0

CのitJj誌に的門した u 防止~Ij'dt; によりお色の発色がある但 J[ 認められた

H年点、て，反応停止ifを (3NNaOl1)を 50μlずつ行穴に }J11えた。その後， プレー

iζ と il~ml\民 )LJ立 ，I[rJíË 機(1. e lJ s)stcms Ul1iscal1 11， ErloblJ事n をnJいて，

40511m における l汲.it1.えをifliJ:定したc

2 .紡J具

1)符f'li抗 IJ1i:のクンバク1'1泌1.1:

W~ に先立って各何本 lïii l誼の抗原被|付のタンパタ質濃度を;I[rJ~ した。 i1BJ 定刀法

としては紫外部吸収()， (たれ ~"2". ，)を 川い，様filj試料としては牛I阻l，lf7)レプ

ーミンを使 1日した(背広i di!.副弘正夫 (1977).生物化学実験tJ;7 . I音山賀の;ι fIl:

$';:(121仮J学会 11'.1仮センター .mJ;!. pp. 1~ 4 -1H . ) 。牛 l(n iJ'i 7 )レプーミンについ

ては， 10， 20， ~ O および 80μg/ml の泌皮の試料淡を剥桜し ， これについて各校長

における l政)t;[.itを測定してその援を求め， 1詰小[J釆伎によって検lili回線の式を求

めた。 次に名抗原被を 500(告に希釈して府;jt'!iにl汲)t;皮およびその去を求め， j二3d

の式に(~人して希釈被の P ンパク泌皮を JHll L. ここから供抗原被のタンパ~波

茂を求めた。結果は;:(12J表にあるとおりで，抗原の fin額によるクン パヲ濃度のJE

は小吉<，およそ 6.5 ~ 7. 5 mg/m 1の飽聞にすべておさまうた。このことから供試

抗If，(i夜については，試験ごとにタ Y バク総j正を jl[rj)'Eしなくても.ほ lま問 ーの y ン

川 7濃度の試料がm試できるものと々えられた。
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百1121J~ UV(}， (J; ，-1>日， ， )による各抗 JJ~i {慌の タン パ空 間泌L立

500{古希釈放の 仏国!i佼の
jiL /i;r 1均株 7， E233，3 1i221 場tノ¥:;1変JL タン バ ず iC~皮タン パ タ i~~1文

(μg/m1) (m~/m 1) 

一一
S C-01 0， 11119 O. 1012 8 0，03721 12， 9 6. 5 
G~ト 01 o 22116 O. 18692 0，03724 13. 0 6. 5 
Y llM-O 1 0.Og390 0，05773 0.03766 1 L 3 7. 1 
CO-01 0， 14 783 0，10989 0，03793 1 5， 0 7. 5 
S b9 1 0 1 O. 09119 O. 05366 0.03753 13. 9 6， 9 
¥'TD6 0， 15674 0， 11891 0，03783 ]1， 8 7，4 
Udo5 0， 18162 O. 1 n 33 0.03729 13， 2 6. 6 
hr-02 O. 11 990 0.08255 0，03744 13， 6 6， 8 
h 1'-0 3 O. 091 19 0，05435 0，03765 14， 2 7. 1 
hr-04 。12776 0，09047 0，03729 13， Z 6. 6 
];f-01 。163 J 2 0， 12576 O. 03736 13， 4 6， 7 ，;.-02 0，24550 0.20460 0，03765 14， 2 7， 1 

斗lfJlii'llル7"-iY 0，06860 0，09660 0，02800 10. 0 

0， J 1060 O. 16296 0，05236 20. 0 

0，14660 0， 21860 0.07200 40. 0 

O. 26516 0，34676 0， 08 J 60 80. 0 

2) j;L IU1 ii'iの )J{11fi 

-1，間以lのj応JJ;Ii(}iはもl;j生が出iく. また遠心上ii'lには凝集の核とはるものが(7-(I:し

ないため，)J {ilfi d!lJ í:Ëに際して一般的に m いられるリングテストやまU~(}; を m いる

ことができなか った。 従 って作製された抗 1111;;'fのノJf，而d¥rJ"をはゲル 1)-J2 m拡散tJiで

ITっTこ。

その結果， コスモスそうか1iJlf羽， サトウキピ 1:.1，"fr li;，凶iおよひヤツテそうかがli通
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に ついては，抗原希釈で 256(世および抗[u]h'i希釈で 32-64倍， ラ γ カセイそうか

病的ではそれぞれ64および 8(告， ウドそうか病l持およびタラノキそうかがJぽiでは

それぞれ I28および16-32 (告の希釈まで， ホモロガスなお~L}!;{との rlll!こi'，t:降件?を rrfl

認する乙とができた。以下コスモスそうか病凶に対する抗 l血 i~i を asCO とし，戸11殺

に as~C， asGNおよびasYDと表記する u

3)ゲル内二重拡散法による終日:本属閣の反応

ゲル内二重鉱 j技法による各極本j底的抗原との反応は第 22.&のとおりであ った。

U~ 試抗 l血消は， サトウキピ白星病菌(旦lLi_!目立 E旦五五主主Li~Cl) ， コスモスそうか

l~i 1迎(.s_旦担旦旦l CU!且包国_g_n は主 COOl) およびラ y カセイそうか病僅1 0 ・手 ras_hidi~

G~2) に対して作製した抗 rm 消で ， 以下これらの陛j 株をそれぞれ SC ， coおよびGN

と目白記する ω

asSC はコセンダ Y グサ. ウド，タラノキ， ヤ Yデの各そうか術的i指株との反h心

で，ちu守橋の出現が0-1と少ないのが特徴であったo asCOでは他の 2砲の抗血m

に比べて全ての抗原に対し一般に it降帯の出現本数が多いのが特徴であった。し

かしこれら 3屈の抗血消をmいて各尽菌株の血消学的関係をり]らかに1ることは

倒恕と考えられた(図l仮-83-90)。
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第 zz表 ゲル内二 毘拡散法による各慰抗l反 抗自Nf問の反応

抗 l飢 it'I 

抗原 a sG N' asSC asCO 

2 2 2 

f. sacchari Sじ1 ←乞 1 + ー11 +' ー十l 十t- + + 
E 旦E主主lLi且.uGN2 1-1 1" + 1 + ト十+ + ート 1 + + + +イ
S. kurozawana YBMl ++十 一γ++ 斗 + + + + + ~. .j 1 
S.bidcnlis COOl 十寸→ 十十+ イ+ 十++ .1 1 1・1ω1+ 1 
S.b i den l i s Sb-Ml i卜+ 十+ + + +十イ+ + 

11..主II上i~ Udo5 十 ++  十 + +ト
R .ral iae A r-O 2 -tト+ 十 1-+ 十 + +寸

A r-03 1 + 十十 + + + ; 
Ar-O~ 十 斗十 十 十 4 ト

~.;u: al iae YTD6 十イ -ト+ +++ 
H.fawcelli Ef-Ol ++ 十+ +十 +++ 1+-1ー十

ト 十 ++  十 4 十'1-+ 

a}asGN:ラ yカセイそうか病関 (a且rachidi五 GN2)に対する抗Ifni行，

a s S C :サ トウキイピ白星病院j(g. ~旦i主主心二1 SC 1)に対する抗 un11'1. 

a sCO コスモスそうか病菌 (a.ti且型斗i五 COOI)に末、lする抗 tUl消
b)数字は試験のl叉i主

十 l十

1++ 

十+ト

寸+ー+

+十+

十+

+ 1 

c)ー 沈降侍形成なし， ←:枕降格を 1本形成， 十+・沈降待を 2本形成，

+十ト .枕|峰手誌を 3~ 4本形成. + + + + 沈降?13を 5本以上形成。
はホモロガスな反応
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4)府宇奈結合抗体法による各癌本脱薗の反応

tiU;総合抗体法による本!ポ薗の反応は，第Z3j長のとおりであ った。 情家総合抗

体訟にはコスモスそうか病的，サトウキピ白Ili術的およびヤツデそっか病 l請に~，J

する抗 [(fl消(それぞれasCO， asSC， asYDという)を供試した。 ラッカセイそうか

約盛iに対する抗血清からは，ガンマグ口プリンが少量しか精製されなか ったため，

本実験には{共試しなか った。

asCOに対して1主主上iムuよ上回hii闘の 2樋はほとんど反応しなか ったが， 本!疋 l拘の

各符f菌株はすべて反応し，本属閣の倹出に利mできると考えられる の しかし際問

の差異は認められなか ったo asSCに対しホモロカ'スなサトウキピ白星病 l溜とは，

O. 840~ l. 060と強い反応を示したが，他者Eの磁株は O.209~ 0.345と弱く， また，

V e r t i c i I I i u m属的でも O. 1 55~ 0.220であったことから，本抗IUI消ではサトウキピ

白星病的の検出のみが可能と考えられた。 asYDではホモロガスな反応が O.204で

あり， 一方対照(p日s)でも O.09 lであったことから，本J充血11守による各極的株

の反応を特異的なものとみることはできなか勺た。
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供試的名

抗 I(Uiii 

asCOb asSC asVD 

むム山立Q araliae Udol 

A r-O 2 

raraNl 

YTD I 

YTD6 

1 呈E旦旦斗且且 Ea-02 

11. fawcclムl_Ef-Ol 

f:. S旦旦£且1!.JiSCI 

SC<! 

lli旦旦旦よ旦且且 呈lQQ_iae I¥KBI 

~. arachl且よ亙 Sa-04 

GNI 

S. Q_は旦旦上よ五 Sb-Tl 

COOI 

S. ill且旦且旦旦且旦 YBMC2 

~. y..i♀ill $v-Ol 

~. 2ft斗主立vaeKYKJ 

Vcrμ~ '!J主旦ー記よ.!u!!

Y_g_g_ι~ 

Conlrol (PsS) 

0

4

1

7

7

7

1

1

9

2

2

9

3

3

0

8

5

 

0

3

3

6

4

0

0

1

1

9

2

9

1

7

9

0

 

8

7

3

6

6

5

4

3

3

6

5

5

3

5

6

3

7

 

0

0

0

0

0

0

0

0

o

j

D

O

D

o

-

o

o

 

O. 181 

O. 141 

O. 1 03 

5

6

5

0

9

9

6

0

0

9

9

2

7

3

2

3

7

 

4

3

2

2

8

0

7

4

6

7

1

7

3

7

7

1

3

 

3

3

2

2

2

2

2

8

0

2

3

2

2

2

1

2

U

 

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

1

0

0

 

D. 220 

O. 155 

O. 144 

9

4

8

6

4

7

1

2

4

9

2

7

2

7

7

1

8

 

7

1

0

1

0

0

5

3

2

0

7

2

6

5

2

3

1

 

1

2

1

2

2

3

1

1

1

1

1

1

;

ー

!

;

:

j

1

1

1

1

1

 

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

o

j

o

o

ι

0

1

 

O. 108 

O. 131 

O. 091 

キ{まホ モロ ガスな反応

a) 1 gGは 5μ g/ml， conjugaleは200倍を 供試した。数字は 405nmにおける !投光度。

blasGN: '7 .，カセイそうか術的 (S・主工主主主i且IIGN2)に卦jする抗[飢tJ'i，

asSC:サトウキイピ白銀病i第(11呈A主主主主LiSC1)1こまJする抗血ir.i，
a sCO :コスモ スそうか病菌 (~.ιは旦且lli C001)に対する抗I(u消
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3 . 勾主主

近年糸状 l~'自の抗 IDIm関係の ltlf'i'i::がいく つか必めら れるが. この日fj，¥:がi並区して

きたのはモノクローすノレ抗体の作製が行われるようになり， Jt 校 (J(J 特 J~~V主の r::Jい

j;"llnil'iが得られるようになったためである ，，.， 0 1，j ~'~ i't の I~;j い抗 l刷 /I'j により，特

iiのf.f!の俄 IHが千F易になり . 検伎のようにjJ.ljiliな判別が求められたり， 一1:Lf~ 検診

のように沼 町|付却であづた ill11"Jにおいても ‘ 今後Jt較的}，ll1'tIIlJのIJ-jに l上保な珍l折

がuJ自Eとなるであろう。

本研究において('1'~~した jlL 1削消はポリク口ーナル抗体 であり， ポリタロ一ナノレ

抗体は多くの IlLn~t 決定J，~と J."z Lt;するため， tl;鮫 ((.lìS'i l支な体 il~J をぷす糸状閣の l吋 ít

には不1;')きである。しかし多くの抗 体を含むため， 特定の菌を倹 1:1¥するのではな

く守:m紋↑" の大小を 険討する Jにおいては{史JTJoJ ftlgではないかと思われた。

ゲル I)~ 二 重折、 i技法における反託、では ， J.点目IJとしてホモロ力スな組合せにおいて，

別"立な多数の此降併を縦主主することができたが， それ以外の組合せにおいてホモ

ロプJ スな組合せ以 1: の反応を制察することがあった。また Ii\( ~i 結合抗体 ti， におい

Eも悶慌の傾向が認められ，抗的1m作製H寺に抗原として1)¥試したほl株よりもおい

反応を示す同 fiJiの菌株があるだけでなく，別組であ ってもおい反応を示す l諸株が

tUEした。

1)主拭jjt原のタンパク濃度はほぼ一定であることから， このような反応の傾向は

7 :.-パ:71'l以外の抗l収決定 J，tの51("-J分布に起因するものではないかとのすEが示唆

された割近年研究がjft展中の糸状胞のそ/ずローゴル抗体については，抗駅前Vr 
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の結果多将{績が抗原となっているものがしばしば認められる ω このことから，本

研究において作製されたポリクローナル抗体も，その成分としては多数の多糖類

に対する抗体を含むことが HE!される。多総額はノ主 体の活動等に直接悦Jlj-するタ

ンパヲとは異なり，生体内に余分に 蓄積された り分 J必されることもあるため，本

研究において作製された抗r([l怖が.必ずし もホモロガスな組合ぜにおいて最大の

反応を示さなか ったことは， 卜分FJ!解できる ω なお，本属菌の中ではチャ白星病

的か， ヱルシナン (e!sinan) というラ 7イノースを基本単位とする多総額を QE!lミ

することが知られており 16. {也の本原菌に ついても r置の多少はあるが|吋慌の

多裕史買が!it'生されているものと忠われる。

asSCについては . IJt試抗原であるサトウキピ白星病菌が他の本属菌とはかなり

制f.fが3宅なる医iであ 勺たらしく，百年来結合抗体法においてホモロガスな組合せで

日目い反応を示した。 このことは本的が唯一単子3書簡秒Jを宿主とすること と関係が

深いと，'&1.われ， 今後本的以外で単子葉悩物を宿主とする本属 i溜との比較に興味 が

ちたれる o a s COについては o宇索結合抗体法において各極 の本属 I泊に)'-)し特果的

反応が認められ，本属 l謝の検出に利用できるのではないかと思われ る。



図版-83 : 中央・ ~.主主主主主主Li に

対する抗血消

( asSC) 

上下 :~紅.ll.h_はu;

右上とtr.下

: ~ 主主主主主主Li;

右下と左上

a. Qj_且旦旦lli(J~U)

(以下問l師)

84 :主主日旦ll.i且よ互に対す

る抗!血ii'i

(a sGN) 

E呈旦辿辻j三i

E旦旦且.li上;
a lli阜且斗玉(H壬A)

85: ~ .Q_辻旦止斗互 (nモ Ã) に

対する抗血iJ'j

( asCO) 

互主工主主主よ且当;

j;_._u主主且旦Ll;

主主は旦ヰι五(JAH)
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図j仮-86:asSC; 

E呈L主1i ae (十71') 

E 主工..tl..li阜(?7/キ)

E紅主斗_g(り'); 
説:1燦帯不形成

87:asGN; 

Ji.旦工ll!_旦豆O'f') 

E 主工旦lli旦(ウド); 

E主旦ιi主(?7/ヰ)

88 : a s CO ; 

E包主斗i旦(t77) 

E主旦斗主主(ウト'); 
E呈II斗主主U7/.l)
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図版 89: asCO; 

Kh巴旦斗i
~.lli旦上L旦

(H~~. ~~. '1 

E 呈旦旦呈上i且旦

90: a s CO ; 

a.1u!.旦担旦且且，

K.包呈斗主主Ujlキ); 

E紅主斗主主('J71キ)
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VI1， 吋熔1'1:.7ンパヲ慣の i¥1:;'¥出動 " 7 -y による Iじ校

1¥J気泳動を糸状 l拘の分野lにJiJいる乙とは， 1970 '01'にI.aemmI iら 1d '/1 7JI T，ファー

ソのタンパテの SI)Sーポリ了クリルアミドゲノレm気 f;主主IJによるパターンの比較を ij

っ てからまもなく行われるようになり H川，近年では巾なる泳 ~I)Jパターンだけで

なく，アイソザイム分析や 2次元m気泳!l'!lJ#):も行われている '"，1 0 qJ tこ l'11 sa r i 11 m 

属 l掬については多くの研究が行われており， Jf~!& 乍的性質や í;"iJニiiij1I1JJ ':!Jについて

蓄積されたぷ--1;:n~J なtí'J fUとの上じ絞対照が1J'われている P川'。

本j雨前については， これまでにlliar I___!-_!ll11主的等について数多く築制されてきた

ょ っなl査本(i''l↑14j籾が怜燥に近いため，本研究においてはとりあえず可約1'1:タンバ

クの l次JeS DSーポリアクリ Jレアミドゲル氾気泳動のパターンをm純 lこ比較するこ

とにより， これまでの分知との絞合aを検討し， また各f置の性質の異同との比較

対Jt(~を 11 った。

l 材料および方法

m気泳動は LaemmI iの )ja，にt伯じて行い 1"7.22' 3 f 電気111<jjJiJの pllは9，6， ゲル波
度は 15%とした。電気泳JVJm の*~材には Bio-Rad Laboralorics製Min i-I'ROHI¥N 0 

を(史汀jし，安定1!:liff，iには同社製のModel3000X iを{Jf!1IJした。

i)， 0¥試的株

{民払I均株はUi24表のとおりであった c



第 24表 沼気泳動試験に f!t試した菌株

f!t試日自株名 分自it源 発生地または採集地

!i.1_]_i n QJl a IlJ.Q.Qj III亘 Ea-02 プドウ旦上lis ¥'.l1!.Lf!' l' a，干葉県千泉市

f.arall主主 Ud 0 5 ウド位且斗且 cordala，北海道網え rli

I¥r-03，04 5'ラ/牛紅主llielala，長野県小県l伊良凹UIT

Ar-05 崎玉県秩父郡北川村

l'araNI-13 東京都世田谷毘

Ar-06-08 ヤツデ Falsi且込E旦且li旦， 干必県千葉市

YTD 1-6 

Y1'IJK1-17 

1i L旦旦主主上liEl'Dl-0S 

J均五以来泌 111市

埼玉県経谷市

。'lV，'Ji古'l: G i l r u王山は.hl且，愛知県尾張一宮市
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E 呈旦主主主ill_SCl.2.4 

SC12-1S 

サト村ド.主且主主且旦L且且旦工L上叫且i山旦， i<t，縄県富古島以辺町

主Jll!.J!_c_旦よ♀旦主主主辿包且 AKBI-97ケピ 1主旦且よ旦且且11三_li， liJ形県村山市
AKBFl-3 

E・弘主位idisSa-D4 ラ y カセイ 止弘主主上呈 hι回且i立旦， 千柴県千手書 fIJ

G引， 2 千裳県八千代tli

E且斗立旦iliSb-Ml-M6 コセ Y ダングサ :lli主旦主立j_LQ立皇， 東京都豊お区

Sb-K 1-日 埼玉県越谷，Ij
Sb-Tl，T2 

C001.02 

COK4-日

和歌山県出辺fIJ

コスモス:c_旦互且旦旦且上且担旦且上a， 相II~寺川県川断ijrl'i多!事区

t奇玉県越谷m

s !uu_立五且旦旦且旦 Y Il .~ CJ-4 ， 6 ， 7 ヤプマメ 且且且l!.J主主IJl主主主

~e'Prli i var ょA且旦J~呈， 埼玉県秩父別荒川村

S. ti♀L皇-'l $v-01-06 サ'l;I.t.li v:11旦上主xw i llrockian i!_， 千1定県四街道市

~.~旦1主立旦旦旦 KYK1-10 ケヤキ 2旦法立工主主立III呈， 東京都世間谷区
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2 ) ゲルf'1・ 31~ のための試薬の調被

r̂夜・ 7 7リルアミド (sio-Had L.boralOricsまたは百円ー化，、"，!:'i;ii品(柑主1) 15 g， 

および日 1S (N-Nーメチレンーピス (7?リルアミド)， sio-Rad Labor-

aloricsまたは和)¥:;純薬仁業開制) O. 4 g 1ζ 蒸留水を )Jllえて 50m[としたも

の。

日 il~ : jtil frfrt I唆アンモニウム(日io-[Iad [，aboratoricsiJin 75mgに族官f*を)J[[えて

[ 0 m [としたもの。必ず使用 山 iiiiに綱幣した。

Ci伎 s[) s (ドヂ νJレ硫服ナトリウム， 平日k純薬工業(件)'J!¥I) 1 gにr先制水を }J[J

えて 10m1としたもの。

D if?l ; Tr i s (トリス(ヒドロキ γ メチル )7 ，ノメタン， fu 光純芸者ユ業側 ~n 3g 

を蒸1習7)OOmlにt容解し 1NJ認目立で pllを6，8に調聾した後， 蒸留IKを加え

て 50m[としたもの。濃縮ゲルmの緩衝減。 pH調笹川に 1NJ詣民主は約 24m[必

~，であった。

E i伎 ・Tris 18，15gを蒸留水 20m[に溶解し， lNJ指般を )JUえて pllを8，8に制緩した

後， Z在官iノkを加えて 50m[としたもの。濃縮ゲノレHJ緩衝1(;主。

ド波 Tris 9，09g， グリシン(仁17ドI!V.化学薬品(間製) o. 2 g， S D S 3 g I乙蒸留

1)<を加えて 300mlとしたもの。 pllを8，3 I乙調整した。

乙れらのI伎は遮)1':ガラス瓶に入札 5"Cに保存した。なお^i伎の作製に当たっ

ては.起苛波発生袋lfiを川いて試識をi終解させると， 乙れに t'lやす n.IHHが非常に

短縮 dれた。
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3 ) ゲルの「ド:J!~

分総JTJゲ Jレil)(';n主!J.I二記j伎のうち î伎を 15m1. C il1iを1.3001， E II~ を 3 ， 7 5m 1お

よひ法制 1)<を9，，15m li.昆代 L， ここに 15fl 1 の rl~M Ii D (N'，N'，N'， Nーテトヲメチルエ

子レンジ 7 ミン ，日 i o-H 村 lab oratorios製)を加えた後 l悦気し，日H~ に l悦気した

B I，佼 1，5001 を JJIiえてi'1到した。

2 1)(のガラス仮JJlJの両端に坪さ 10000の板状パ y キングを挟み， ゲル1'1製日目に A

l自になてて固定した ω 乙こに分 liill 川ゲノレBl合放を，先端にポリエチレ/'!li~ ..，.イク

ロピベ y ト JTJ チ y プをとりつけたホー Jレピペットを IIJ~ 、て， ガラスJ!lを伝わら世

ながら I二から約 1C'mを伐すまでゆっくりと流し込んだ。その lこに重合を促進さ世

るために !J主税;]¥をおさ約z-3mmnI'かにてllJ(ijし， 宅潟で 30-60分 1]i'L支I氏iぼした匂

!li合が J並み蒸留/]¥とゲルとの j寛界 l加がは っきりと確認できた l時点 で滋留水を除去

し， 余分の水分はろ紙等で吸い取った。

泌縮ゲ JレHl弔合i伎は î位Z，5001. 。被1.0001， cl夜0，2m 1， D被 0，5001およびぷ

節水 11 ，3m 1 をとって混合し， ここに rEME Dを 15μl加えてから脱気して「下製した。

取合が終 fした分蹴 j日ゲノレの l部に被緒iゲノレfU!It合 1伎を静かに流し込み， ここに

サンプ Jレコウムを走込み， 2Z潟で 30-60分間以慣した。重合終 ri去にサンプルコ

ウムを Ir~ かに取り除いた。このゲルを l主んだがラス仮を泳ill!J !Iiにセ ットし.... .... 

に族¥YJ1]¥で 10(告に布択した F放を静かに注い だ。
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4 }. ii)(助!日試料の調守護

Im!i'i ~J\ !í唱において使 JTJ したと I"J t~ の ÎU号 1-'>' (，~を平ui本で r(') r，1~ し， こ ~t を 1 % SDS 

ZmM EDTA (エチレンソアミン子トラ dl:til{ジナトリウム l信， fl!J.!#化学(附製) 10mM 

T r i s-J}J;隊 (1'118.0) '% 2 メルカプト_T..7 / -)レ(!;J;[ J;r 化成工業 WI)製)の ~t {'，-i伎

に. 10m g m 1の浪I立となるように t脅かした後， 5 'Cで 5，000rpm， 10分 IliJの低jaj遠

心 (CR15 D， (仰"仮工機別) L， 仁川jを 100'Cで 351 IHJ加熱処1'11した。己の試料に

1 % H l' Il (プロムフェノールブルー 1矧点化学的j別)を迎行JJOえて 7日気泳動JTJ

，1，¥干}とした。

5). m気i;k!f[}) 

;百気i>j<!llbJ日試*'1を，サン プルコウムを依き n買った後にできた試料品wの践に， G 

っきチ y プ (GELoaderTips， Hppcndorf社製)を使刀jして J0 11 1ずつ住な深くtI:

入した。乙れを宅楓下 20mAで泳動し， 日 P 日による ~j 色部がゲノレの段下端から 5

~ 10mmの(，Z低 1;:来るまで通電した。泳[V)の終了までには約 31時間を裂した。

6). 染色および脱色

泳!fiJ)終了後，泳1f!l)憎からカ'ラス仮を I取り外し， ガラス板からゲ Jレを注意深く I配

り外した 1&， Cllll (Coomassic日ri 1 J i an 1日lucR-Z50， No.0149， Sigma Chemical 

Company製)を 0.2.1%合む!J.主千百氷 ・メタノーノレ 酢般の体積比 1 1: 0， Zの混

合 I伎(後色 ir'主)に ZO~ 30分!日]浸泊した。次いで鈍色されたゲノレを 5%メタノ - )レ
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一10%酢自主の混合液(脱色液)に反i貸し， これを l時間限度おきに数阿繰り返し

て脱色を行った。脱色i去のゲルはそのままの状態で写真にとり，現れたパンドの

相対的な位置関係を明らかにするとともに，ゲルスラブドライヤー (SlabDryer 

55， Hio-Rad Laboratorics製)を用いて乾燥させ保存した。

2 .結果

51lSーポリ 7 クリ Jレアミドゲル電気泳動によるタンパクのパ Y ド数は 20本以上認

められた。このうち分子1IJ22.000よりも小さなパンドは，バンドの幅が大きい」こ

に比較的不IljJI僚であった(図版-91)。比較的明日損なパンドが認められたのは

分子量 21.500から 97.400の範囲で， この聞には 10-10数本のバンドが認められた。

このことから本原菌各騒の比較に当たっては， この範聞における主要なパンドを

対象と L. そのパターンを第 I図lこ示した。

各符!本属医j の電気泳動バターンを比較すると，由主.f'~により多少の~ 5~ はみとめ

られるものの，ほぼ廠ごとに類似したパタ ーンが得られた。変災の大きいのはJt

較的分子短の小さい郎分で，比絞的大きな分子量の部分でにおいては，少なくと

も同-HI勾においては変異が少なか った。最も特異的なパターンを示したのはサ

トウ キピ白星病 l詣で，分子量の大きな di!分において，他のi閣株とは日月かに災なる

パターンが認められた。その 他の額聞においてはJ尤較的頬似した パターンが得ら

れた。

ラ〆カセイそうか病 l麹とヤブマメそうか病菌の宿主はともにマメ科植物である
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が [，r.j r，むのパンドパターンも比鮫町j知似した。 16)-r.TI内の的株lIiJにおいては. ~ 

少の;';.:'li1が認めりれたものの ， ~JlI);j したパ 7-"./ の得られる乙とが多か っ た 。 コ

センタンクサそうか Ml'，;jとコスモスそうかがH向とはいずれも;i.biu9nlisと分lJiさ

~ ， ， そのう}自Itifl;( が)'~なるぬーであるが I泊 l沫!日l の，，~)~は非常に小さか っ た ロ ウコギ

Htt白物 3fmを前 1:とする 311'Fの凶株については s タラノキとヤツデを1釘_tとする

I均株については11:'般的制似したが， ウドを i;'Ileと寸る l泊株ーはこれらと類似はする

がやや異なった。

3 .考察

SlJSーポリアクリルアミドゲル電気泳!fjlJのパ Y ンについては，1京JlIIとして術 1:

Itli物の何百1が近いと Ui(J;!する傾向が認め bれた。サトウキピ白星病的のJil合術主

がイ不利倒物であり， (J~ 試保! の 中では 1111 ー の身1 子 J45 ~凶抄j であることから，バ才一

ンが大きく_Nなったものと怨われ，本閣の泳動 パタ ンの特兇i生は 全WsCj'lj_Q且旦

(ElLi ng号)属 I泊'1'でちきわめて高いものと忠われ，本的は {也のi過とは l引かに見な

る!軍 として位置づけられるものと考えられる。

なお， ζ れまでに'11子議縞物を宿 tとするaI主主主主l_Q且旦(弘i且旦豆)1，鼠崎はわずか

~ follしか見いだ古れていない。そのうち 2f重はイネ科li1i物を前主とし I符はノド

i拘<:あり円 6・I~ -， )もう l目fはE旦nicu旦斗.LIU!よ且且を街主とするIi.l!.illl.I五i2':t!J iである。

1也の 2偲は Y ヨヴガ科It有物を宿Joとし I僚はターメリック (termeric.Curcuma 

s n. )を liJ=1:とする S.c_l!.LC U.Jll呈どき" もう lP1!はショウズク (caruamon.I>斗 CII a r i a 
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CH rI日用 mum) を '(~f 1:とする s.C.ilrrUlm旦且iJ":'JIである。これらの l到の泳動パターン

は， サ lウキピ U )f~ 病 I t:j の泳J!'!l)パターンとてH 似し，逆に{自の双子J;~ I~í 物を 1荷主と

する「手!とは占kJfVJ パターンにたさなjE児があることが子目される 。

，110 '，;~.にïil'i 似した パターンが J;忍められたのは， キク村 Ii，'i物 であるコセンタング吋

そうか 11j~I:tlとコスモスそうかl，ifIflで，両政1I非の M(!l)J)ハターンはほとんど.lJ.分けか

つかなか p たn この 1，1可l拘体は日l一杯Eであり， 1自主l泳[¥1)パターンはl司-ffi内での分

凶[曲;ih!i 物の遣いにあまり;;~特されないものと足!われた 。 また， 3つの分出fti阪1I"i物

をもっつコギ1斗hli物 のそうか)，i11河についても， ニト:7.{;!I hli物 2FU山来の l潤株Iln1:，と

ではないが泳J目Jパfーンは矧似しており . これと日11;官な‘ことがニ・えると.[~われた。

本研究で1fったSIJトポリ7'7 リル 7 ミドゲノレ電気泳動においては， たかだか 10

r.m に尚たないゲル rl~ に多くの パ Y ドが認められ ， しかもその一部は質的には浪な

るが分rmがきわめて近いタンパクによるパンドが重なって l本となっている可

能性が再めない。自主ごとの J-I:.校を行つにぎ1たっては， この多くのパンドをすべて

者li?に入れるためかなり手間がかかると同 11寺に，比鮫(i(J不iEUIiとならざるを得な

い而がある。しかし， この方法においても分下位の比較的大きな部分の主主Eなバ

ンドを丸J%<とすることにより，僅聞のm似性や的存在聞のを践について，かなりよ

く比較することが可iii5であった。

今後はlJl純に可ttlt'I:タンパク部分を電気持〈凱lさ世るだけでなく IJI<霊bの対象と

するタンパヲをリボゾーム等の一部車Illllel内線官に[lJ米するも のに限定したり， ア

イソサイム分析のように特定の佐賀を持った数少ないタンパヲを選んで泳到lし，
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より II)J[，存な形ての ['f;r:自のよじ校を frうことが求められよう 。また ltJl11'1γ がJr tJ，との

制作世であるウエスタンフロ y ト写の )J11， によ「ても，本版 I'~i の内 rn1mのぢl縁関

係を検討して行きたい。
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COOI r.002 CI)-K4 CO-K6 ST-TI So-T2 Sb-M2 Sb-M3 

So-K3 

第 l図 各種そうか病閣の可 J容性タンバクのSOSーポリアクリノレアミドゲル電気泳

動パターン (COOI-K6:コスモスそうか病菌 Sb-TI-K3 コセンダング

サそうか病菌li，O. 0は分子量97.400， 1.0は分子量2l.500の分子毘マーカ

ーバンドの出現位置，第 2図および第 3図も同様)
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m2図 各種そうか病閣の可機性タンパヲの SDSーポリアクリノレアミドゲ Jレ電気泳

IDIJパター ン (A，-03.05. TaraN8.10:タラノ牛そうか病闘;YTD1-K2:ヤツ
デそうか1内閣 Udo2.7 ウドそうか1内閣)
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第 3灰l 各fOIiそうか病[泊の可溶性タンパクのSDSーポリアクリルアミドゲル電気泳

動パターン(SC 1. 12 サトウキピ白星病菌;GNl.Z:ラッカセイそうか病

菌;YIlMC4. YsC4:ヤプ 7 メそうか病菌;Ea-OZ: ブドウ黒とう病[誼 .HB3.

5 :アケピそうか病関 SV-01.04 スミレそうか病蘭;K YK 4. 9 ケヤキそう

か病的;Ef-Ol， 03: ミカンそうか病菌)



以JI~( 91: S日s-，yリアヲリルア
ドケ l~ '，li ::..¥ ilk ~lj} に上

品j，~ ，1，山パタ-/ んか

らウトそうかがiI~I. ヲ

ヲノネそうかもii(f-I， ヤ
Y 子そうかが11判， サト

ウキピ (J)[' I，J，I¥¥I. ラ J
カセイそ今か 1，)川 V~ ， 'V 

7 マメそ今 b、j，ii1判， コ

スモスそ弓か f内t'<j， む

よひコセンダンヲサそ

うかがjt潤 /， 時!とれ t自

のレーン!草分{I，tマー

カ"

180ー



ー181-

川総合考務

わが凶に発生の認められる 5凶II旦民国(ιWU.Q旦)属幽は ， 11;本符 111M物病名門

録白 叫ーはき によれば約 30符が知られる。 -151面近発行された|直物病原由自額凶説に

よれば~ÍJl♀!l 1i1\ 1迫は世界に約 40f3lほどが匁]られ， このうちわが闘には 1Z加が発

生するとされるが，国内で完全時代が確認されたものは， ウコギ科植物のそうか

病的である L呈よai i aeと， コウソかさぷた病的の~. l!..!:.旦且主91lJ弘illの2従にすぎない

13(' J 0 r司織に邑且.h.9-'.旦上旦旦旦属Th!jは約 50極が筑lられ， わが国にはそのうち 30慢が先住

するとされる i25) また Zciglerらは EJ s i且旦豆属l泊は悦界に 40ioJì以上~1?_h_ilÇ且 l_Q m"

属 l過は 501霊以上があるとした 2SI?J。 しかし，過去における本属 i!Aの記，1古・命名に

ついて慎重に文献を当たって行くと 3わ~旦旦およびE旦ffi且L且J11~同属的を合 ñl

して約 18o.lifiが数えられる。

なお，疋年わが国に発生したラ y カセイそうか病は， ブラジノレと口本だけで発

生が認められる病害であるが芯;) ラッカセイは外国からの導入作物である乙とか

ら，わが国における本病の発生源は何等かの愉入 資材である可能性が大き L、。今

後，有用組物やその加工品の輸入は増加の一途をたどることか予想されるが，一

般的にわが国未発生の病害は， 乙のような輸入品に予期せぬかたち付督して侵入

することが多"0このような知識については，植物検疫関係者はもとより，一般

旅行者にあIしでも周知徹底させ，重量成を怠ることがないように留意することが必

裂であろう。
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A完成1'，向の約l:は多岐にわたり。 l則的にわかるものだけでも 63.f'1のlilj物に約定を

引き起こし ， マメ科刷物で 17fil! ，，'円。、 4j. q) 川.，f， • ，:，ヲ ιc， ~.I t，・，1 ~. I川・ 1d r， . 1 ~・"

t ~j I~ 1 キク科の|凶物で 8Hi ，，'，川・引 ・ItlJl.ll引 1 トウグイグガ H fí1ï 物で 7~1l" '"

? q • ? ~- • .~尽 _ J \\~ • ? i¥!f) 
のみ;属以i の1(j l jニ が ~11 ら れる ω しかし . '1¥子挺Illl物を1，可l:とし

てJJ~I視さ ÆL た i均は， ゾヲ ウガ1"1の 1111物でウコンの.D]である lermcric (Curcuma 

s p. )を 1i'i1とする S.cUl'cuma_号、 J!ll I日lじくショウガドトの シ ョウスヲ (E1cllaria

cardamomum) を術 l二とする S.ca r_da mpm j' ??l ， サトウキピ (1 星術的(l~. s旦!，char i) 

i円 11;7ペ イネ科!出物牧小ーの I'anicum vir &1! \um を病 R とする~. jJj!Iu_c.i "川 の '1何!

であるりまた， 保 rf，li物に対してはレノゾプJ シラ科の且辺_cbn且r"担工ruー凶.lJ!.mを術Jこ

とするJi.blc.chniがた だ IfH~;つされているにすさなしい'{ì )o

本府 ffIの記被 ー命名については llilancourLおよび Jcnkinsのグループによ っ

て， J930-50年代に行われた 一連の報告がある門 ?!'• 2' <1 -)'?， 81， .，. 3 ・ 7~ 叫. . ，匂 3

時叫 Q 1 -1 (l ~" I ''; 11 . 1 r， I~ 

いて研究されたもので， ーつの論文の lfJで!日間以上もの新将の記 l股・ 命名がifわ

れた仰lも認められる 2fi.. ? n . ) 1に わが悶においては 1930-60年代に黒沢および番上l

により，多数の新将の記械やわが国における初発生を記録したfIl告がなされてい

る I1 ~.. ， ;?:o'・1.:d 川台けれ '0 また乙れらと4目前後してインドにおいても多くの仰の

1己松 命名がliわれた 171'. 2.? 7 . ~ ').4 . ~ dト MUo 乙れりの-.iiliの 報告においては，

1訂lーとなる怖物の限の隊認がやや l改|沫であったり，病原{誌の分離 格養や援問試

殺による病原自の確認がなされていないものが多 L、。また，論文rlJに見られる的
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~試料の'ザ具はそのほとんどが jfJ葉限本であり， 発生地で保u!された li!l_I， iI!i物保

本についてが;徴飢察および1，;，原i湖の顕微鏡レベノレの観察を ii'い， 病原l到の形態と

li'i l: lílí 物の間以に)，~づいて ~Jji!， i精の f'TI の記，I\~ 命名または問;定 分知を行った

ことが1(('i¥llJされるの

このようれ5'!!lIJからか， 同 または非常に近縁なI!li物をii:i1::として波数のみ;成

|貰が記・!古 されている 'lr例がかなり見受けられる。このような官例は. 別々の研究

{7によ って記、|遣が ifわれ， tli干日伝i主のイ、1倣ほのために阪放の闘が (J(Eするように

なづたJs0もあるが， [oiJ .の 研究荷やそのグル プ内において続々と，itJ被された

慣例もある 。このような ・[1tYi[を貫工 25点に示す。

官l25表 分~において ifl 占L の認められる主な~.h_~剖旦]!_a(ιLむ n盟)属 Ij~

宿 tIi!i物

ヂワ科

ドICUScarlca 

F. gl旦merala

I'ig 

ゾヂンシ本}

IcrmLD_:， lia chc¥!ula 

T_ c;_旦L呈且且旦
ツバキ科

Th~a ~ i l1 _Q nn~L~ 

パラ +'1

I'runus car'ill 

P.amygdぇlus

I'.domcstica 

IN 1号

scab 

scab 

whi lc scab 

molllc scab 

anthracnosc 

scab 

病原菌千"

包江主且注目liL上旦l!.Q14ら

~. f isJ.合、 31

~. Li_çj-~旦__r__lf_aç .:J i 

Eil上n_Q.9日liLL~(J ~

E辺L魁且よ上a旦'6

E出且旦立立i斗i!(Syn:S.l!LeM)n.".i

[. !l!旦且旦211;

E且L!!J1ibi

S. e..l_c_ul.Jl!!l'考』

S. prun且.2-Qj迎E止.ll主主主87

a)Ue椛文献イ:;IYJ ， 

b) 記 τ1・t 文 lij~+ IUJ. 
11cvicw of I'lanl Palholgyより

Rcvipw 01' Applied MYCOlogyより
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;n 251毛 分測において im ，f;L の認められる t な ~llh 沼 cel _oma(I， I~in Q e) 属 l溜 2 

'(i:i 1:ji!i物 が:ir， 病原 I持名

フナ H

Q. n i g r，ヲ

¥1. I戸uc_al a scab 

E. qUQ_rc.j-iJ icis"rd 

l，-且U旦w_c:o_la 'J f. I 

E.gu里rc_us-fa1 c~←~ a c 1 ~. 1， J 

日ucrcus 11 ex 

7 メ科

var. ma里r旦CJlr J2_1I s 

li. canaV;J I i ae ~ ~) 坦 2

Ii. ü旦辺~li旦_Q 'j 1:， 1 

j;_. phaU旦li3(.1 

Canavalia cnsiformis scab 

I'hse立Il!_s 11Inalus scab 

1'. vl!lg主!Js scab E. ILha手銀Jj f.sP.)el!Jg_Arc'2 "， 
P. aurcus 匂

47
 。

7
 l
 
o
 

ρい
ν'
 
s
 
a
 

h
 
nv 
I
 scab ILiwalac'"1 

ミh ン+，1
Ci lrns spp. {也 scab 1; 手』主主E旦よ上里含n1 

(Syn:~. L旦!_~号上U var. vi 5COS.，)‘ n 1 

scab j;_. LJ!"，手主ill(Syn:~ . [aw~主上上 i )" γ ， 
scab S. fawcclli var. scabiosa'O' 

モクセイ科

Jasminum samiJac 

J. h c，呈LOplU111lm
，cau E ・ jasmilla _f. ?~.1

E.jasmini<' 

Oloa Q~ r QJ)_aç - S 旦よ旦立e'凋 i

9. d_i_Q_i c_~ S.旦民主ー心.Q.I主主皇2:4(，)

c ) ，ic! ，Ii.~ 文献不lリJ. I1cview of appl icd Mycologyより

乙のl註jくの原因は， 本属 I'{iの分縦 ・上告 ffが困難であゥたため接待および I可分間住

のf'l'業が慌しく ， lfiの記械 ・命名に当た勺て必ずしもコ γ，1・のl点WIをI品たすこと

ができなかったためであろう 。 この己とは ， ffd，践に 当たっての側告の [11に， Iri，m 
1:における i迎の形態や j，i，徴 μついての記述はあっても，病原I話lを分縦 ・肝 炎した

りIl:;Fli 試験を 11ったとの説明がほとんど兇られないことからもIffr測される。今後
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段々 の本/iJ!， 1迫について詐納な研究が進められるにしたがい，羽化の 1B 0騒ほどと

思われるHl数はかなり少なくまとめられると考えられるが， これまでにも乙のよ

うな騒をまとめた将告として 3例が知られている。

すなわち j 1f;:{宇および城山は， キリ(1:且.!!l旦担斗旦 i旦且旦旦辺主主〉とうそう病|舗の S

旦j:_!旦互主)のそうか術的の~. f_a l aj_p~について比校を行い， S. ，a1a LPiI.!)を 8.1主uji i 

の34名と結論した 111) ， 0 さらに常谷および端 lliは， ウド(.1.illi3 ~旦工.ll.HA) に発

生する E...工旦1iacH ;; ・ ~S t. I タラノキ (6 旦~)とヤツデ江主i旦i旦且且旦n [S.Jl)に発

生する主 任 a1 i ac i 1 1 • 1 ~:?ペ キヅタ(並立且旦工J!Il!旦旦主旦且)に発生する~. h_!辿阜racI I J; 

について比較検討を行い 1t ~ I I 11 . I ! (; にそれぞれの形態と病原性が一致喧ること

をl旋認。し， これら ~ D)の他物の病原l麹をE旦工且斗i主に統ーした f 30 また Zeigler

らは， トウダイグサ科植物を宿主とする 10!蚕 の本属闘のうち ， 中南米に発生の犯

められた 5僚を，形態， ~両地上の簡単な性質および病原 f生にJi!iづき li 包主主よji-

幻LSll と~.Q_且斗主主lli主主の 2 叡に鐙思している E ち令 o

"官谷および端山， Zeigler らのこれら研究は， 余りに庖数が多くややもすれば

ift IiL を飽きかねない本属E皆既知憶を，形態および病原性を法準として多少なりと

も統ーして行こうとするものであり，貧弱な本属菌の研究史中においては特筆す

べきものと言えよう。これらの研究に おいて注意:すべきことは， 同一極とされた

1高原菌が，必ずしも宿主悩物として近縁な筏を宿主としないことである o;).. ctl-

<l_l pae以外の閣については同一民の他物閣ではなく， 1，高の異なる |宙物聞において



ー18&-

病原1生をぷす I'l.iが認められた。 このことは S.b i d Cl1l i主とされる闘がコセンダング

サ(Ilidgnspi l os a) とコスモス (CosmQ~ bi旦..1.I1Jl旦ム且s)を佼 L， コセンダングサより

近縁の 7 .1-リカセン fングサには病原{'!:~示さず，野外においてもコセンダング

サと Idl院の多くの日id ¥211 S "反Itii物がそうか病に得病しないという '11;起とも合致して

いる ロ したが って今 後本属 I'~í の杭 t 純聞を検討するに当た って は， このような '1'

実に卜5}71:一志すべきであろう 。

なお， 16 J二甲i:iliiJの倹討に 勺たって最も必2rとされ後初献の佐保に ついては，本

研究においてその簡便な f'，， ~Jj 訟を 13日発した 。 乙れまでの本間的の後段孤 μ つい

ては，ほi;寝n(.本を ITIいる以外に， (.Jli.践を砕いたもの(綿I.IJ，花、信)， i者約舶物体

1 n':) J 荷~I!ii (lli物体|二にI1三j或された分生胞子 1・1401 偶然i宮地J:I己]形成された分1:

IJ包子 I~ o . I e 7 Jおよび人工的に培地 lニで形成させた分生胞下 :."(• 2 2 ~を .1 ~ j などがあ

る。一 般に本属(，自の lお銭は肉質塊状でそのままでは l倹定織物ょに固定しにくく守

また JR 地止では分離後比較的~時間のうちに分生 IJ包子 j形成能力を許可失することか

らH も) 1-提病純物体やそこに形成された分 ~E11包子をI!t試せざるを得なか った。そ

の11，¥.人工j古l山J:に形成させた分生胞子を IIJいる高原らの刀法は非常に簡便であ

るが，分縦後間もない新しい闘株が必要であり 22" Whi lesideのJj法はやや:lJi

維であ ったP刊 3。 本研究で開発した方aミは，非常に簡便であるだけでなく，長期

にわたって継代上告 1をされてきた菌株でも， 卜分な分!:EJI包子を形成させる ζ とが可

能て。今後..f>:属 l勾各砲 のが，Jjj( !生検定において，大いにi.!i川がWIi寺されるものであ
る。
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本民l箱は完全114i代，不完全時代を通じて形状が非常に頬似しており，大きさに

多少の進いが見られるものの.少なくとも本研究に供試したいくつかの幽株につ

いて明確に線別する ζ とは不可能であった。また病原 t~ については ， ウコギ料値

物における病原tJIーについての研究事例にみられるように，常に一定の結果がf専ら

れるとは似らないし 1.67 市Ij;述したように， 1通によっては原宿主に近縁な限i秒jよ

りも， 1iL'i物分矧学的にはやや機れた{飽に対して病lポ性を示すτ1>伊lも認められてい

る Ie: n.目的。このため本属的の記誠 ・命名あるいは分頒 同定に当たっては s あ

まりに fi~ 持;な対日11 を行ってしまうと ， かえって混乱を招くことが予想!されるので，

せいぜい宿主他物の料を大きな単位とし， さりにこれを細分化するとしても，宿

主他物の近縁さのl支合!<:応じて最小限の煩別にとどめることが適当ではないかと

思われる。この意味においてはウコギ科という大きな枠を設けた端山の方式は妥

当なものであり ';1> Zeigierらの方法はこれでもまだ少し組iかすぎる郷いがある

と思われる・ S8 J {) 

糸状i資の分類は伊lえば研究の進んでいるι盟主以斗JllJm幽の場合 s 多数の憶を形態

の遠いによって少数に統合 L，宿主のj主いは分化!tIレペルでのJ'[l1鍛とされるよっ

になった 21与 21830 辰近ではこの分類方式をさらに分子レベルで確認する研究が

進められ， 可溶性の全タンパクやリボゾームのタンパクの屯気泳動パターン刊川，

1)ボ γ ーム RNA邸主E配列 2日ち¥ 反復 DNAクロー Y による J)N A 指紋法 176lに

よる緩や分化型の分類が試みられており，分化型， レース，交配型および栄養体

事見和 ä lJ.~，" . HI ろ 1 との関係も倹討されている。



ーJ88-

またJiti盟主i旦旦ia S<) J_aniでは，近年幽糸融合併や栄養!本税制1生l持 。 による1J'，

iJlJか行われ，形態的な制点以外からの研究が進められ， 古らにI止近， その的糸融

合併ごとに相互の DNA-J)NA制向性を比較し，菌糸段t.合併による煩別と HI同

性による煩別がよく一致したとの報告も行われた: I -I 3 -， ) 。この織に.糸状閣の

分E買にも骸酸レベルの対応、がせまられているといえよう。

IQ主主主主よ旦旦旦(且よ立辺旦豆)J，瓜i過の場合， 既に述べてきたように， 各fillごとのJ下車JUな

性質についての情報がほとんどなく，例えばE且主主ri u mJ，瓦 l迫のような分化12の概念

を導入したり， いきな引絞殺レベルの方法で分類を行うことは|到蛾であろう 。 し

たがって現時点、においては，本属I基l相互の類縁関係 の大小を単に形態や's'J::範囲

だけでなく I~ 々の 主主魁1 ・ 生 化学的手法によ り大まかに J巴援しておくことがきわ

めて重姿と思われる e

本研究においては， わが国に新たに発伎の認められた， いくつかのE山主旦旦上旦!I!Jl

はよぶ且且豆〉属I誼による病答を命名するとともに， これらの病原闘を含む多くの本

属 l泊間の類縁関係を明らかにしようと，栄養生島!学的および瓜l消学的性状の比絞

や，可溶性タンパヲのm気泳動パターンについての検討を行 った。

本研究に供試した本属閣については， これまで一 般に認められてきたとおり，

特に形態(f.Jな差24を見いだすことは困鎚であった。 たた， ラ y カセイそうかl，il闘

(a-ι旦 chidよ五)にだけ大型の分主主JJ包子が見いだされ. (也の供試I鈎については本属

守一般に認められる小型の分生胞子だけが認められた。この大型の分主主胞子につ

いては，比較的乾燥した状態において見いだされるとの報告があり 24&.2'" 4王
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研究のfJ\試 l績に つ いても何浮かの環境 9~ 閃の変化により，火砲の分 '1， 11& :r-を j形成

するI1Jíì~1'1ー があると忠われる 。 なお， これまでの本成 l皆についての烈告のt!lには，

よれら 2fl・の分!1:11包子を同ー のものとして倣 ったため， 1坑仰の文献に叫被された

分 'tll包子の大きさとの 1:1:.般を ~n り，本来問 ー とされるべきものを5)IJ fIlとして ~J i紋

したのではないかとほわれる官例が認められた ~<;ち 6 弓 B' o

分間tされたI事l肢の j形状については Jcn k j 11 Sらが表記した conl'olulc型と l呼ばれ

る同J'l'P鬼状の[溺:粧が認められた時f・9U . '1 ~l J ほとんどのI!t試iおの l泊肢は， 色彩につ

いては淡苅焔色から政赤同色までの変 ~N はあ っ たが ， 形態的に ';1. Z~ 5r~ がなかった n

fJl 試 I:'~ 111で 1;1:，ヤプマメそうか術的の陛fi穫がやや特製的であり. タイス'!Hとう病

的に矧似した。ヤプ 7 メそうか病的は非常に1o長がj呈く，幽擦の色彩はよ息とう l，i;

I~i 1~1 色で， '1:許も 1也の i到に比べて非常 Iこ遅く ， ラ y カセイそうか病曲目の l筒抜より

も事ii)]が少なか ったの 本閣は SDSーポリアクリノレアミドゲルm気泳動川ターンにお

いても i道炭 JF~ 状での iさいと問機にやや特)'~11が認められたが，血IJ'i乍{内世1'1や

ぬ動バターンでかなり特児1性の認められたサトワキピ白思病的については i鐙;程

形状にそれほどの特異性は見られなかった。 IJt試闘の的擦の色彩は必ずしも ー定

ではなく. };~ J出の栄ft条例ーによってかなり変化し， JFHI(においても官栄養下にお

いては， lJH.¥:のは-Ij震を形成しないこともあうた。このことから . I強策の形状や色

むを;j;:限的 m))IJの法相にすることは悶蛾であろう。

本liJf'ftにおいて本成 j't\i の II~ 育ね l交，培地の水紫イオン iC~ 皮 iζ っき詳細i な研究を

行 った。 これまでに乙の I造な研究はほとんどなく ， いくつかの新しい知見が得ら
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れた。しかしこ札らの結 'I~ から，本!瓦 1宙の分知に '1与に行'J}J な ↑?J ~日は得られなかっ

1: n 

炭来訪l.および宅来線による 1*;，容については， ヤブ 7 〆そうか病 l活i がやや ~"'I'R (J'.J 

な'I:i守を示した。 本 I荷の'1:ff状削は術工植物が比較的涯絃と.'J.tわれる， 〆イス忠

とう 1，;jr'~1 やラ y カセイそうかが'í)f) とも大きく見なり， この乙とは;，)tr.; tloタンパク

のSDS-ポリアタリ Jレ7・ t l' ゲル~l.lSi¥ t，)< !)IJJパタ ンにおいても示された。サトウヰー

ピ，'，尿病的については，ヤブマメそうか病 i:tlほどではないがやや 4!jnaが認めら

~1. ， ζ の傾向は I(n 前ヤ n~J および iik 動バターンの比較による結果とよく ー致した。

また， 1仔]二品、見なるが日が日!ーとされたrr.äL旦llic の 31111* と~ lli型斗よ主の 2r箇株

については，炭来 ~I~ および宝来搬による影仰がほとんど同しで， さらに!日lit'i学的

および泳3'VJバアーンによる11;較においても ;W1iiに類似した。このことは生I'I!乍的

11: 1'1が， 10.1 ift 学的 !'Iõ 匂や心気泳動パターンに jj~( 1長関与 する百開業~;のタンパヂ 1'1の

倒きにi.IJ~とするためであると !iI\われたの

ビタミンについては， マメ科をf荷主とするラ y カセイそうか病i過とヤプ 7 メそ

うか抗菌に完全な:/.@;I<!-生が認め られ， 己のことはダイズ泉とう病僅lと同織であっ

た jJl CJ ) 0 ビタミン'i1!;)と性についてはこれまでにいくつかの糸状的について報告さ

れ， ピオチンに)i.Jする 91，1< t'/:もわ ずかに認めりれているが 1月7I その J:なものは

チアミンである け<1.1 {;円。 ピタミン契求1生iま1宵ード悩'lt!J内の成分にかなり関係する

乙とが考えられ g 前J:~iii 物に依 ff. した本属閣の 1生'l'fの j韮いを反 IJ!lIしたものである

と.IJ~t われる "
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血I青学的手法および電気泳動 バターンによる比較においては. !J~試 l泊|勾におい

てはサトウキピ白星病泌がかなり特呉的なものであり，他の(!~試 (<~i は比鮫的組似

していることが示唆された。 また額似した中でも特に ， 悶ー事r.としてJ&われてい

る菌株聞における変異は非常に小さく， このことは炭素鎖や窪議源の利 IJJ状況に

おいてと問機の結巣を得ることができた。

.i!.I i'F糸状闘の抗lfil清についてはいくつかの事例が知られ，その多くは，簡易問

定や他物組織または上波中からの病原怠!の検出を目的としている t. t 2 ~_， . ~ 0 o . 0.: d I 

2 1 t1 J。本研究ではこのような目的とは見なり. Ma 1 h附らがRhizoctonlasolaniの

E両糸融合1洋|刊の幽株{視の比較を行 ったと同機 Ib 1 I 段P.，1の郊縁関係を考主主するた

めに抗的l消を用いたが，あまり!日11阪な結巣を得ることはできなかった。サトウキ

ピ白星病歯については， その宿主がl唯一単子五ilia物であるためか，本照的の'1]で

多くの性質においてかなり特異的であり，邸前学的にもその迷いを認める乙とが

できた。しかし仙の供試 I!t¥jについては.必ずしもホモロガスな関係の場合におい

て段も強い反応が得られるとはIIRらないなど，抗血HI;を本j瓦i麹聞の獄縁関係の検

討に供試することが困難な状況が見られた 。 このことは ， 抗日且 m の抗日~( 決定占~fJ

タンパク質以外の多糖額である場合が多いためと推測された。 本属闘においては

日正'i:， チャ白昼病菌 (E.illcospi 1a)のE主生する多糖類として elsinanという物質

が匁]られる 16BI c *1.詩的は PS A等で域獲を行うと ， しばしば菌策周辺に粘性物

質を@'生することがあり， この物質は e1sinanと同じかまたは非常に近い物質で

はないかと考えられる。このように箇体外にm生される物質が抗原決定必となり
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ヲる j易合， JhlflliJ'iによる反応の大小 (S，細胞質または細胞唆のような符の特)'~ 1'1・

と性;j~ に以j 述するものとは Jt4<:，( íJ~J 関係の小さい物質の総生日 に大きく/正のされる

乙ととなる。 したがって，Fll聞の k良がかなりノにきい場合を除いて， 本照的の:tii

縁関係を抗!削 Niで検討することは)1，'，iji; に閑 ~il であると A考えられた n しかしながり

ほとんどすべての.rnが問ー抗 Ifn的におjしでほぼ同慌に反応したということは，* 
応|司の多くがJI'常 iζ 大きな矧縁関係をもっとも肘'釈でき ， 今後は，試料として 7

ンパク'l'lのみを1115捜したものをHJいるなど下伎を改託ーし， よりー防 IlfJm止な飢縁関

係の解 lリ1をiJう必ヲど があろう。

i[i気;，k勤による比較については ，VL Ifll II'iによる lt絞において問題とな った多 Rii

煩の影響を切除することができた。しかしながら， 本研究においては|奇策の腕砕

液中の口IJlVl性 jIy バクをすべて供試したため，iヰられたパンド数が非常に多く.

特定のパンドの{f{E の行 j!!~ を比 f!i(するといった IlfJliltな方式がとれず， tl1に全体的

なバンドパタ ンがJJl似するか否かを検託するにとどまった。 J況 に也皇后ム比J!!Ji百 i~i

においては， 吋機管iの全タンパクだけでなく， リボゾームのタン パクの電気i，]<j]j}J 

パターンによる比較検討が行われており 2~'1 *民的についての比較においても，

細胞内の部伎を限定したり ， アイノザイム分析のように対象とするタンバクの数

を少ないものとし . より lリj隙にJt絞ができるよっ考必すべきであろう。 7 イソザ

イム分析によれば， [況に FfiI付の変異についてもある筏皮切らかになることが芦11ら

i1.ており R川 。本Iil!， I河のなかでも問-rHでありながら分自堂筋1の32なる l誼株について

の比較をiI'うなど，興味深い 考察が可能になると忠われる。しかし守本研究にお
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ける rJ1純な JJrJ、においても. リトウキピru主務l閣は他 の(Jt:Jt ['liとかなり犯なるパ

ターンをぷし ， またう〉出f~i1i;i仙物がY4な っても問 -Hとされた r't¥iについては，かな

り m 似した パターンが (~りれ，ぶ属閣 の 般 の ~))りにおいて 7官気 泳動がかなり (j 効

であることが認められたο このことから ， 比較対象とするタンパク の分子'i¥の純

凶を Ill~ 定することにより，多数の4>:民 l満に ついてあ る位皮の矧別を 11 うことは n)

ii13であると }J.lわれる 。

本l込l請はすべてm物病原I泊であり，その 1司定・分1:riにちた っては閣の形状や陀

々の↑'1聞を 1閃らかにするとともに，花i-]:を確認することがI及も大切 であることは

えつまで らない。 これま で術 E柄物の属が見なる己とから別flIil泣いとされている

多くの本版閣については， 1，'111目的そのものの詳利!なn'l'l'をlリ!らかにするとともに，

改めてその宿主純聞を卜分に検討し e 主E名を再検討する必援があるものと思われ

る。 45にl司ー科の舶物を宿J:とする線数の本属 l過を対象としてこの作業を行えば 1

-!li.{[ 180殴といわれる本1iJi.~tl の純数は， はるかに少ないものとなろフ。しかしな

から，本属 I基iの情 l植物 の多くを占める 'Jlf~ミ舶物については法伝的変 31 が大きい 。

また，本研究において (J~ 試したわずかな邸の中においても，宿 t として縞物分組

学 (I(jに近縁 のMi物を侵すのではなく，全く属の異なる別限聞に病原位:を示すもの

がイ下花した。 このため， 76 =1:純聞を lりjらかにすることは簡単なようで非常に|羽難

な作業である。近年糸状r:mの分頒についても骸酸レベルでの対応が迫られている

が，本li高i過においても j互い将来は核酸レベルによる何等かのう}額i，H棋を策定して

いく，必?_.gIf::あろう。
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IX. !~ 2)! 

~， liIf 1.:においては， これまでわか国に発生の認められていなかった Sl2.h.;lcelomil

<!Usino号) /;ポ l請による 2fiIiの病 'tii:をl明かにし， 全く新たな 1丙lュ1凶物を 1fl!jQJJIl L， 

また己れらの病/J;¥闘を合め，多量Iの本Jij!，闘についてそのI，'iJ山仁のU1'lを切りかに

するとともに， li;， 隠れ険)Eに必要な f主将m;iとして e 分生1Ii'lrを大 111I乙j形成さはる
Ji!:去を開死した。 さらに供fiTIl単1について栄誕生J'P.苧的， rfllii'i常的およびI1Jift↑'E JI 

ンパク 伐の 5日s-，I!リ7ーヲリルアミドゲノレ江i気i，l<!lYJバターンを比較し，形態的特徴

に之しい本版 l請に ついて，その foui悶の灯l縁/)1，1係について考後を加えることができ

た。

~ F1iそ っかがjとその病原lJ!iについて

ラ y カセイそうか摘は 1976年下集1尽にわが国でv1めて発生し ， )也J:sjl全体に搬

しいそうか訴状を 1'/，い .耳~ ~S ，:初だけでなく下実 への栄養 mj給路 である乎房 !丙 が反

されるため. 1数先日き には収 i立が半減する。1告の病徴は淡14褐色で直径 1~ 2mm符j交

の川Jf3そうか病問で，q!tにl在裂の鉱脈に沿って多数形成され，自主に数側の病E証が

融合したり，的見f 中央部が穿干しした n 新薬部には萎織や変)1'3を生じ，茎や耳~ li~ で

は惚数の占有限が拡大融合し， イミ，Elf3の大但病斑を形成した o M且I組織のクチクラ

府民ド にはt't:l糸がwi状に!Irなり合い， 11寺にbR-強球j移の多数の[泊糸取1111包が1_iJ量状

を早し， クチクラ胞を白j直して表面 lζ 露出して分生胞子層となり， こ己に車11色町
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t)1 11包， t百円 Jf~ で大きさ 5-7x 3-4μmの小1t!の分生JI包子を多数形成した。また表

ITiiが乾燥しているときは.長さ IO-201lmの分生 JI包1:州および無色で'11J112または

2 JI包， J~ 附/1] }β-~}î 鍬 形の大叙の分生 JJ包子を少数 }f; 成した。 本病恨病 Iltì物 体か ら

は'M:;に J'S ̂ 上で淡持組 f~，除H'IlJ1l状の I~I 7'I lJ~ 状 l'tii径が分離された。スラ イド

カルチャ-，bI:料では， ，首1{ 5μm前後 の 敬珠 玉状虚i 糸や liìiFf 上と同織の )f~1，1;の小

lC1の分'U包fが制緩された。本分 隊閣をラソカセイ.インゲンマメ，エ ンドウ ，

ツル <，:f， ダイズ， アルファ Jレファ，ササゲおよびソラマメにHHl!したと乙ろ，

ラッカセイだけに11;，阪11:をぶした。以上のような病徴.病原i岩の形態， 'Il¥i E純凶

から.本li奇病以前を Sphaccl旦ma HJ!五hidーUBi lancourt and ]onkinsと同定した。

コセンダ Y グぜそうか病は， 1977年東京 1m文以16:で見いだされ，その後 rJi奈川

県 hl柄1lI1Lj.J ，11: IIIr. tfd玉県J;fl船山fJi. J市玉県越谷市，和歌山県日l辺市および東以都

1LI111;谷区ち v ほぼ全国各地に分布寸る ιとが l引かとな った。本1丙の1内徴は I Xfi-C= 

は~~[1主1-2mmf'U立の門 }f;小そうか病阪で， r~l 徴が i並行すると複数の病 fll が刻、大 ・

融合して大 l\~ の不正 Jf; 病 .(1i を j形成したり s 病斑中央部がa孔した 。 ~1Ji部 で は袋

桁iや変形が起こり， IE }f3 も ~I~ ，吊とな った。 茶や禁制では小型の円 Jf~ 百jlEl(がjl1、大 ・

融合して大型の不正 )[31，尚昆[となり，組織の肥大や変形を引き起こした。 病斑組織

のクチクラ層直下には，太さ 5μm程度 の菌糸の層が形成され， 己れがしばしば石

垣 1えとなって表面に鉱山して分生 )1包子層となった。分 ~Iö 胞下廊上にはほぼ直接，

!m色， 月q包， 的川 )f~ で 大きさ 4-7 x 3-4μ 聞の分生 !泡了ーが多 数形成された。本的

被病!J!i物体か りは l'S ̂  Jーで淡 黄偶色， I~~ 質塊状の菌液が分離された。スラ イ，.'
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力ノレチキ一試料では， 直筏 5μmli可後の数珠玉状日白糸や，病 ~I 上と l司織の分住 l胞

子が餓奈されたc 本分篠崎をコセンダングサ，アメリカセンダ J グサ，キンセン

カ， ヒャクニチソウ . レタス s シュンギクおよびキヲに t~ 利1 したところ， コセ ン

ダングサのみに病原セtを示した。本病の病徴，病原l過の1ifiゴ:および形態が ー王立す

ることから， 病原虚iをSph aC0_比且旦l!.l且旦且llisitancourt and Jenkinsと同定したc

コスモスそうか病は， 1985$神奈川県川崎市多摩区において見いだされ，その

後淡J!良県取手TIi，東京都文京区，鳩玉県越谷市，，¥il岡県線開市や大分県において

も認められた。 袋での病徴は，淡黄褐色のそうか病斑で，茎や銘柄ではそれらの

拡大 ・融合による大型不正Jf;病斑や，肥大 ・変形， 奇形花も認められた口約民組

織のクチクラ居直 Fには太く短い蘭糸が生育してwiをなし， 1時 iこ石 i宣状に lh~ りょ

がって点在iiに露出し分生JJ?i子庖を形成した。分生胞子l百上には，無色， t)1.胞，将7

円形で大きさ ~-7X 3-5μmの分生胞子が形成された。 (V，斑組織からは， P S A 

上で淡黄掲色で肉質収状の盛Ii授が得られた。スライドカ Jレチャー試料では 1直径

5μm前後の数珠玉状菌糸や病変上と同織の分生JJ包子が観察された。 本分離l過と

コセンタングサそうか病虚lをコスモスとコセンダングサに媛極したと己ろ， いず

れのt易合 lこも本病の病徴が再現され， また両l泊の形態が全く 一致したことから，

本分離菌はコセンダングサそうか病菌と同障であることが確認された。従 って本

病病原菌を~込主立辺旦~ )!_以E旦l.i五 Jli lancourl and Jenkinsと同定した。

ウコギ科値物 3緩(ウド， タラノキおよびヤツデ)のそうか病権病値物からそ

れぞれ病原菌を分縦した 。 病原菌の]惨状はよく綴似しいずれも主凶主主阜以且且(は~_
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i '1Q_c) 照的の特徴を示したため， ιれらを H.aroliaoと除却したo r~í fi;i t'lーについ

ては， ウド山梨の品j併<1;1.ウ lごだけに. タラノ牛およびヤアデ [IJ米の l調l株はタラ/

キと十ツテlの双 )jに病院t1'1。をぶした。その他ブドウ J旦とう病(E. J mj刊 1i n a) ， ミ

カンそうか病 (E.fawcolli) ，サトウキピ r'lfIi病 (E.sac_chari)，アケビそうか

I，;j (5. okcbi 00) ， ヤブ 7)そうか五可($.kllr9~.awana) スミレそうか 1，;j (S. Y i 

o_lac) およびケヤキそうか的(S. z 雪 lkQva~) について試料を採集し，それぞれの

的即時lを分自lff. flq .j~してその Jf5 ~R について比較を行った 。 これらのl'tl の !f~ 状はい

ずれも矧似し，すべて Spha_U)_loma(EI電inoe) 成 l省の特徴をnしており，それぞれ

の病!jl!i泊であることを filt!よました e

分生11包Fの大成形成

ラッカセイそうか病的を偽 fîfiλ 然物の FliUIーを m いた ~t 天鼎 地上 で数日間 N11~ し，

その l溺liをを水!こ伎がiして分生l泡 F形成を誌と得したところ， ニンジン FI日 rトゾヨ在~JJl1

ffJi古川において比絞的多放の分生JI包下を得ることができた。ウドおよびタラノキ

そうか病岨については， ジャガイモlV!iilショ糖川1JrJ液体I語I山で仮とう jJ1iftして形

成された球状l絹糸泌をヅャガイモ小片上によ民せて数仁1r.:J };~ 廷し， これを水 [IJ，己浸

泊し て分 ItJ胞子j形成を誘導したところ 2-4xlO'spores/mlの高波 jえの分生I1包子

~~f: 濁械を 1号ることができた。またコセンダングサおよびコスモスのそうか病酬に

ついても同慌の )j訟を試み，懸濁 I度 iA~ 皮:は 1 O'.sporos/m 1レベルでやや低かったが，

1I{l符l韮障によりそれぞれIljJI以な病原併を仔することが係認された。
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判~J也J-.における十J:l)¥

Sphaf_Clqma(¥i.lsillQ_c) liiii拘はいずれも 20-30・Cの1mでよく1:1守L，q-!jに2~'C IFi 

i走で j誌もつ:1守が良好であヲた n IS'Cにおいてもかなりの他行を示したが， 35'Cで

はすべて死滅した。水系イオ;/ig~ IJ主による i拶粋では， ブドウ県とう目ijl)lj i!; p1l6. 0-

8. 0， ラッカ k イモうか I~j[闘が pll~ _0- 7. 0 と比較的狭い純聞 で1: n 良好であ勺たが，

他の (J\;式 (~l はいずれも p 1l 3. 0-9. 0までの広い ifil1Dllにおいて '10i'i'良りであった。

炭素l協については， シュ -7ロース?ニトール 7，レクト ス等の添加11ベで

全 (Jt試l調の'1，([が良好であった。グルコ ス添加 I~ ではヤプ 7 メそうか病 I:tl の，t:_

1'1が不良で， ラクトース添加区ではサトウキピ白星病i坊の生育がi山よりも良好で

あったのソルポース添加!区ではサトウキピ白星llin指， ヤプ 7 メそうか1，耳階Iおよび

スミレそうか鈎閣の生 1守が不良であった。窓素振については 7 ラニン， アルギニ

ン，アスバラギン， グルタミンMナ トリウム，グリ シ/， ヒスチゾン，プロリン，

セリンおよびパリンの添加区で全供試闘が生育良好であり，クレ 7 チン/;z.テ

ィ/， ロイシン 可 メチ 1ニンー タウリンおよびトリプトファンの添加区で ~I" i'f不

良であった。イゾロイゾン iif.JJII 1玄ではヤブマメそうか病閣とコセンダングサそう

か病 i:fi. フェニルアラニン添加]1乏ではヤプ 7 メそうか病菌， コセンダングサそう

か 1，，，[拘およびコスモスそうかがCYi資 1.夜来添加l区ではヤプマメそうか病的， 1!!tf没窒

業減添加|玄ではヤプマメそうか病i世iおよびコスモスそうか病的での生 -(1が，他の

(Jも試 l湖より不良であうた n
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炭素 t時{および~~主主 i仰の利 j日状 ill で I;t ， コセンダング寸Jそうか病i'fiとコスモスそ

うか五日闘が問似し， ウド， タラノキおよびヤツデのそうか約 I泊3i筑株の生i'f状 i}t

も1Jl似した ω またヤブマメそうか病菌とサ トウキ ピ1'1尾病的のうー筒状況がやや特

異的であったが， 令{本を jill じて大きな Z~ 51~ lj認められなか った。ラ〆カ セイそっ

か 1，;1(~i および寸・ 77 メそうか病悩には，チアミン要求性が認められた。また すト

ウ牛ピ L~I J五1内的， ワド， タラノキおよびヤツデそうか約l判ではチアミンによる11:

1守促進1'1川が認められた。

11111古学的r--伐による比較

ゲル11'1__: iij j広li!l.t.去には吋トウキピ山尾病I迫， ラ"カセイそうか術的およびコス

モスそうか病的に京、jして作興したーJ!1)タローナルな抗IfIl消を (J¥試した。サトウキ

ピ I~I ~員約凶に対する Jjl: Irn7lfはホモロガスな関係だけで強い反応が得られたが， コ

スモスそうか病1草iに長lする抗1(IIi青は全ての供試i泊株 と強く反)[.;した。ラ， l'セイ

そうか j~lí省に対して ft 'Jl~した 抗 l侃消は， ホモロカ'スな関係以外に，ヤプ 7 メそう

か IIIi1翁町 コスモスそうか病的， タラノキそうか病菌， コセンダングサそうか I~ 悩，

ミカンそうか病菌およびタラノキそうか病闘の一部の繭株とも強 く反応した。 耳年

来事百合抗体伎にはコスモスそうかliiil通1 サトウ キピ白 !E1苛l通お よびヤツデそうか

病的に射する抗 IlIlir'1を IIJいた α サトウキビ白星術的に虫、jするJ江l血ii'lはホモロカス

な関係 f二けで強い反応をぷし， コスモスそうか1内閣に対する抗Jfilií~ はほとんどの

(Jt試悩と強い l支札、を示したが， ヤツデそうか病的に長jする抗l削消は，いずれの供



-200-

試i't¥iに対しても反応が婦かった。

nJ i1点↑1;タンパタの SDSーポリアヲリル了ミドゲノレ11:¥気泳9lIJによる比較

SDS-ーl'リアクリルアミドゲル電気泳iJJIJにより，分子!:iU2，000以上66，00日以下の

部分を対象とし，名(!¥試l泊株の 6]<車/Jパターンを比較した。コセ J グングサそうか

がII泊およびコスモスそうか病的はパター Y が ~Iê'i引によく矧似 L， ウド， タラノキ

および十ツデのそうか術的 3fOJ)のパターンもかなり頬似した。サトワキピ千l星術

的の泳!IVJパタ-:/は(也の 0¥試i}¥iとやや!.Rなったが， その{也のin試 I消については特

に大きな澄兇を託!.めることはできなかったり

以上本!吊閣の 卜数僚につき訴性質の比較試験を行った結果， これまで jーとして

宿 1・純聞から同一 向とされてきた凶は，栄養生出学 (1守1生質， 1白消学的性質および

可燃↑1:"7ンバク質の 11]気 I，I<illiJバターンがかなりまIH以することが判明 した。この ι

とから，本民的各躍については病原性を中心とした屡々の性質 をイ分に検討する

ことにより ， 原則として宿主植物の科レベルで大きな類別が可能となることが示

11M:された。
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